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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチング用）および Cisco IOS XEリリース 3.17S（ア
クセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、コンバージドリリースの1つのバー
ジョン -Cisco IOSXE16 -に統合されました。この1つのリリースでスイッチングおよびルーティ
ングポートフォリオのアクセスおよびエッジ製品を幅広くカバーしています。

技術構成ガイドの機能情報の表に、機能の導入時期を記載しています。他のプラットフォーム

がその機能をサポートした時期については、記載があるものも、ないものもあります。特定の

機能が、使用しているプラットフォームでサポートされているかどうかを判断するには、製品

のランディングページに掲載された技術構成ガイドを参照してください。技術構成ガイドが

製品のランディングページに表示されると、その機能が該当のプラットフォームでサポート

されているかどうかが示されます。

（注）
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第 2 章

MQC を使用した QoS 機能の適用

ここでは、トラフィッククラスとそれらのクラスに適用される処理を定義するためのシスコ全

体にわたる標準であるモジュラQualityofService（QoS）コマンドラインインターフェイス（CLI）
（MQC）について説明します。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• MQCを使用した QoS機能の適用に対する制約事項, 4 ページ

• MQCを使用した QoS機能の適用について, 6 ページ

• MQCを使用した QoS機能の適用方法, 13 ページ

• MQCを使用した QoS機能の適用の設定例, 19 ページ

• その他の参考資料, 24 ページ

• MQCを使用した QoS機能の適用の機能情報, 25 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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MQC を使用した QoS 機能の適用に対する制約事項
MQCベースの QoSは、Internetwork Packet Exchange（IPX）、DECnet、AppleTalkなどとは異な
り、レガシーレイヤ 2プロトコルパケットの分類をサポートしません。このタイプのパケットが
一般的なレイヤ 2トンネリングメカニズムによって転送されると、パケットはMQCにより処理
されますが、プロトコル分類はされません。その結果、レイヤ 2トンネルのレガシープロトコル
トラフィックは、「match any」クラスまたは class-defaultによってのみ照合されます。

サポートされる QoSポリシーマップとクラスマップの数は、プラットフォームとリリースによ
り異なります。

ポリシーマップの制限は、適用されるポリシーマップのインスタンスの数ではなく、ポリシー

マップの定義を参照します。

（注）

次の制限は、Cisco ASR 903ルータ用 Cisco IOS XEリリース 3.5Sに適用されます。

• QoSポリシーマップはセッションではサポートされません。

•ネストしたトラフィックマップはサポートされません。

Cisco ASR 903ルータの制約事項の詳細については、『Quality of Service Configuration Guidelines for
Cisco ASR 903 Router』を参照してください。

表 1：Cisco ASR 903 のポリシーとクラスマップのサポート

Cisco IOS XE 3.9S 以上Cisco IOS XE 3.5S、3.6S、3.7S、
3.8S

10241024固有のポリシーマップの数

40964096固有のクラスマップの数

40965121ポリシーマップあたりのクラ
ス数

16161クラスマップあたりのフィル
タ数
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表 2：Cisco ASR 1000 シリーズのポリシーとクラスマップのサポート

Cisco IOS XE 3.10S
以上

Cisco IOS XE 3.5S、
3.6S、3.7S、3.8S、
3.9S

Cisco IOS XE 2.3SCisco IOS XE 2.0S、
2.1S、2.2S

4096

16000（RP2、
ESP40、ESP100、
ESP200モデルの
み）

409640961024固有のポリシー

マップの数

4096409640964096固有のクラスマッ

プの数

1000100025681ポリシーマップ
あたりのクラス数

323216161クラスマップあ
たりのフィルタ数

表 3：Cisco CSR 1000V のポリシーとクラスマップのサポート

Cisco IOS XE 3.13S 以上Cisco IOS XE 3.10S、3.11S、
3.12S

25630固有のポリシーマップの

数

512256固有のクラスマップの数

512321ポリシーマップあたりの
クラス数

1681クラスマップあたりの
フィルタ数

表 4：Cisco ISR 4000 シリーズサービス統合型ルータのポリシーとクラスマップのサポート

Cisco IOS XE 3.10S
（ISR 4451のみ）

Cisco IOS XE 3.9.1S、3.9.2

40004096固有のポリシーマップの数

40964096固有のクラスマップの数
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Cisco IOS XE 3.10S
（ISR 4451のみ）

Cisco IOS XE 3.9.1S、3.9.2

25610001ポリシーマップあたりのクラ
ス数

32321クラスマップあたりのフィル
タ数

MQC を使用した QoS 機能の適用について

MQC 構造
MQC（モジュラQoSコマンドラインインターフェイス（CLI））では、QoSグループ値に基づい
てパケット分類とマーキングを設定できます。MQC CLIでは、トラフィッククラスおよびポリ
シーを作成し、QoS機能（パケット分類など）をイネーブルにして、それらのポリシーをインター
フェイスに適用することができます。

MQC構造は、大きく次の 3つの手順からなります。

トラフィッククラスの要素

トラフィッククラスに含まれる 3つの主な要素は、トラフィッククラス名、一連のmatchコマン
ド、およびトラフィッククラスで複数のmatchコマンドが使用される場合にそれらのmatchコマ
ンドを評価する方法です。

matchコマンドは、パケットを分類するために使用します。パケットがチェックされ、matchコ
マンドで指定された条件を満たすかどうかが判断されます。パケットが指定された条件を満たし

ている場合、パケットはそのクラスのメンバーと見なされます。一致条件を満たしていないパケッ

トは、デフォルトトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。

利用可能な match コマンド

次の表に、MQCで使用できるmatchコマンドの一部を示します。使用可能なmatchコマンドは、
Cisco IOS XEのリリースによって異なります。コマンドおよびコマンドシンタックスの詳細につ
いては、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference』を参照してください。

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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表 5：MQC で使用可能な match コマンド

目的コマンド

指定したアクセスコントロールリスト（ACL）
に基づいて、クラスマップの一致基準を設定し

ます。

matchaccess-group

すべてのパケットに対して適切に一致する基準

となる、クラスマップの一致基準を設定しま

す。

matchany

レイヤ 2サービスクラス（CoS）マーキングに
基づいてパケットを照合します。

matchcos

宛先MACアドレスを一致条件として使用しま
す。

matchdestination-addressmac

特定の廃棄クラスのパケットを照合します。matchdiscard-class

特定の IP Diffservコードポイント（DSCP）値
を一致条件として識別します。1つの match文
に最大 8つの DSCP値を含めることができま
す。

match [ip] dscp

クラスマップで一致基準としてフレームリレー

データリンク接続識別子（DLCI）番号を指定し
ます。

matchfr-dlci

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

matchinput-interface

Real-Time Transport Protocol（RTP）ポートを一
致条件として使用するようにクラスマップを設

定します。

matchiprtp

指定されたマルチプロトコルラベルスイッチ

ング（MPLS）の EXPフィールドの値を一致基
準として使用するクラスマップを設定します。

matchmplsexperimental

最上位ラベル内のMPLSEXP値を照合します。matchmplsexperimentaltopmost

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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目的コマンド

成功しない一致基準として使用する、1つの一
致基準値を指定します。

matchnotコマンドは、一致基準とし
て使用する特定のmatchパラメータを
指定する代わりに、パケットがクラス

のメンバーとして分類されるのを防ぐ

一致基準を指定するために使用しま

す。たとえば、トラフィッククラス

の設定中に matchnotqos-group6コマ
ンドを発行すると、QoSグループ6だ
けが、成功する一致基準として考慮さ

れない QoSグループ値となります。
他の QoSグループ値は成功する一致
基準となります。

（注）

matchnot

IPヘッダー中のレイヤ 3パケット長をクラス
マップ中の一致条件として指定します。

matchpacketlength

トラフィックを、クラスマップのポートタイ

プに基づいて照合します。

matchport-type

IP precedence値を一致基準として識別します。match [ip] precedence

指定されたプロトコルに基づいて、クラスマッ

プの一致基準を設定します。

個別の matchprotocol (NBAR)コマン
ドを使用すると、Network-Based
Application Recognition（NBAR）が認
識しているプロトコルタイプでトラ

フィックを照合するように NBARを
設定できます。

（注）

matchprotocol

FastTrackピアツーピアトラフィックを照合す
るように NBARを設定します。

matchprotocolfasttrack

Gnutellaピアツーピアトラフィックを照合する
ように NBARを設定します。

matchprotocolgnutella

URL、ホスト、多目的インターネットメール拡
張（MIME）タイプ、HTTPパケットヘッダー
内のフィールドによってハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）トラフィックを照合する
ように NBARを設定します。

matchprotocolhttp
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目的コマンド

RTPトラフィックを照合するようにNBARを設
定します。

matchprotocolrtp

特定のQoSグループ値を一致基準として識別し
ます。

matchqos-group

送信元MACアドレスを一致基準として使用し
ます。

matchsource-addressmac

1 つのトラフィッククラスでの複数の match コマンド

トラフィッククラスに複数のmatchコマンドが含まれている場合、それらのmatchコマンドの評
価方法を指定する必要があります。指定するには、class-mapコマンドのmatch-anyキーワードま
たはmatch-allキーワードを使用します。match-anyキーワードとmatch-allキーワードついては、
次の点に注意してください。

• match-anyキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定した基準の 1つに一致する必要があります。

• match-allキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定した基準のすべてに一致する必要があります。

•どちらのキーワードも指定しなかった場合、トラフィッククラスによって評価されるトラ
フィックは、指定した基準のすべてに一致する必要があります（つまり、match-allキーワー
ドの動作が使用されます）。

トラフィックポリシーの要素

トラフィックポリシーには、トラフィックポリシー名、トラフィッククラス（classコマンドで
指定）、QoS機能をイネーブルにするために使用するコマンドの 3つの要素が含まれています。

ポリシーマップをインターフェイスに適用すると（service-policyコマンドを使用）、トラフィッ
クポリシー（ポリシーマップ）は、イネーブルにした QoS機能をトラフィッククラスに適用し
ます。

パケットは、トラフィックポリシー内のいずれかのトラフィッククラスだけに一致します。

パケットがトラフィックポリシー内の複数のトラフィッククラスに一致する場合、ポリシー

で定義されている最初のトラフィッククラスが使用されます。

（注）
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QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド

QoS機能をイネーブルにするために使用するコマンドは、Cisco IOS XEリリースごとに異なりま
す。以下の表に、使用可能なコマンドとそれによってイネーブルになるQoS機能の一部を示しま
す。コマンド構文の詳細については、『Cisco IOSQoSCommandReference』を参照してください。

イネーブルにする特定の QoS機能の詳細については、『Cisco IOS XE Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の適切なモジュールを参照してください。

表 6：QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド

目的コマンド

クラスの最小帯域幅保証を設定します。bandwidth

クラスの過剰重量を設定します。bandwidthremaining

トラフィッククラス内のフローベースのキュー

イング機能をイネーブルにします。

fair-queue

指定したトラフィッククラスのパケットを廃棄

します。

drop

トラフィックポリシングを設定します。police

インターフェイスで利用可能な帯域幅の割合に

基づいてトラフィックポリシングを設定しま

す。

police(percent)

認定情報レート（CIR）と最大情報レート
（PIR）の 2つのレートを使用したトラフィッ
クポリシングを設定します。

police(tworates)

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

にプライオリティを与えます。

priority

ポリシーマップで設定されているクラスに対し

てキューが保持できるパケットの最大数を指定

または変更します。

queue-limit

重み付けランダム早期検出（WRED）をイネー
ブルにします。

random-detect

ポリシーマップ内のクラスの discard-class値に
対し、WREDパラメータを設定します。

random-detectdiscard-class

パケットの廃棄クラス値に基づくWREDを設
定します。

random-detectdiscard-class-based
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目的コマンド

クラス用に予約されたキューの平均キューサイ

ズ計算用の指数加重係数を設定します。

random-detectexponential-weighting-constant

ポリシーマップ内のクラスポリシーに対する、

特定の IP precedenceのWREDパラメータを設
定します。

random-detectprecedence

一致基準として使用するトラフィックポリシー

の名前を指定します（トラフィックポリシーを

互いにネストさせるため（階層型トラフィック

ポリシー））。

service-policy

ポリシーマップを設定するときのセル損失率優

先度（CLP）ビットを設定します。
setatm-clp

送信パケットのレイヤ 2サービスクラス
（CoS）値を設定します。

setcos

discard-class値でパケットをマークします。setdiscard-class

タイプオブサービス（ToS）バイト内のDiffServ
コードポイント（DSCP）値を設定することで
パケットをマークします。

set[ip] dscp

インターフェイスから送信されるすべてのトラ

フィックに対し、フレームリレーフレームのア

ドレスフィールドの廃棄適性（DE）ビット設
定を 1に変更します。

setfr-de

パケットが指定したポリシーマップに一致する

場合にMPLSビットを設定する値を指定しま
す。

setmplsexperimental

パケットヘッダーに precedence値を設定しま
す。

setprecedence

後でパケットを分類するために使用できるQoS
グループ IDを設定します。

setqos-group

指定したアルゴリズムに従って、指示された

ビットレートまでトラフィックをシェーピング

します。

shape

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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ネストしたトラフィッククラス

MQCでは、必ずしも 1つのトラフィッククラスだけを 1つのトラフィックポリシーに関連付け
る必要はありません。

パケットが複数の一致基準を満たしているシナリオでは、MQCにより複数のトラフィッククラ
スを 1つのトラフィックポリシー（ネストしたトラフィッククラスとも呼ぶ）に関連付けること
ができます。これを行うには、matchclass-mapコマンドを使用します（これらをネストしたクラ
スマップまたはMQC階層型クラスマップと呼びます）。このコマンドで、1つのトラフィック
クラス内で match-any特性と match-all特性を組み合わせる唯一の方法が提供されます。これを実
行することにより、1つの一致基準評価命令（match-anyとmatch-allのどちらか）を使用してトラ
フィッククラスを作成して、そのトラフィッククラスを別の一致基準タイプを使用するトラフィッ

ククラス内に一致基準として使用できます。たとえば、match-any命令を使用して作成したトラ
フィッククラスは match-all命令を一致基準として使用して設定したクラスを使用する必要があ
り、その逆の場合も同様です。

考えられるシナリオは次のとおりです。A、B、C、およびDが、すべて異なる一致基準であると
し、A、B、または Cかつ D（Aまたは Bまたは（Cかつ D））に一致するトラフィックをトラ
フィッククラスに属するものとして分類するとします。ネストしたトラフィッククラスがない場

合、トラフィックがトラフィッククラスの一部であると見なされるためには、4つの一致基準す
べてに一致するか（AかつBかつCかつD）、いずれかの一致基準に一致する必要があります（A
またはBまたはCまたはD）。「かつ」（match-all）文と「または」（match-any）文をトラフィッ
ククラス内で組み合わせることはできないため、目的の設定を実現できません。

解決策：Cと Dに対して match-allを使用する 1つのトラフィッククラスを作成し（これを条件
Eと呼びます）、A、B、Eを使用して新しい match-anyトラフィッククラスを作成します。新し
いトラフィッククラスの評価順序は正しくなります（Aまたは Bまたは E、つまりAまたは Bま
たは（Cかつ D））。

class-map コマンドの match-all キーワードと match-any キーワード
トラフィッククラスを作成するときに使用するコマンドの1つがclass-mapコマンドです。class-map
コマンドのコマンドシンタックスには、2つのキーワードmatch-allとmatch-anyが含まれていま
す。match-allキーワードとmatch-anyキーワードの指定が必要になるのは、トラフィッククラス
で複数の一致条件を設定する場合だけです。これらのキーワードについて、次の点に注意してく

ださい。

• match-allキーワードは、パケットを指定したトラフィッククラスに分類するために、トラ
フィッククラス内のすべての一致基準に一致する必要がある場合に使用します。

• match-anyキーワードは、パケットを指定したトラフィッククラスに分類するために、トラ
フィッククラス内の 1つの一致基準だけに一致する必要がある場合に使用します。

• match-allキーワードも match-anyキーワードも指定しない場合、トラフィッククラスの動
作は、match-allキーワードを指定した場合と同じになります。

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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service-policy コマンドの input および output キーワード
一般的な規則として、トラフィックポリシーで設定するQoS機能は、インターフェイスで受信さ
れるパケットか、インターフェイスで送信されるパケットに適用できます。そのため、service-policy
コマンドを使用する場合は、inputキーワードまたは outputキーワードを使用してトラフィック
ポリシーの方向を指定する必要があります。

たとえば、service-policyoutputpolicy-map1コマンドは、トラフィックポリシーの QoS機能を出
力方向のインターフェイスに適用します。インターフェイス（出力）から送信されるすべてのパ

ケットが、policy-map1という名前のトラフィックポリシーで指定された基準に従って評価されま
す。

Ciscoのリリースでは、キューイングメカニズムは入力方向ではサポートされていません。非
キューイングメカニズム（トラフィックポリシングやトラフィックマーキングなど）は、入

力方向でサポートされています。また、送信元MACアドレスに基づくトラフィックの分類
（matchsource-addressmacコマンドを使用）は、入力方向でのみサポートされています。

（注）

MQC を使用して QoS 機能を適用することの利点
MQC構造では、一度トラフィックポリシー（ポリシーマップ）を作成すると、必要な数のトラ
フィッククラスに適用できます。また、トラフィックポリシーを必要な数のインターフェイスに

適用できます。

MQC を使用した QoS 機能の適用方法

トラフィッククラスの作成

トラフィッククラスを作成するには、class-mapコマンドを使用してトラフィッククラス名を指
定します。次に、1つ以上の matchコマンドを使用して、適切な一致基準を指定します。指定し
た基準に一致するパケットがトラフィッククラスに分類されます。class-mapコマンドのmatch-all
キーワードとmatch-anyキーワードの詳細については、「class-mapコマンドのmatch-allキーワー
ドと match-anyキーワード」の項を参照してください。

matchcosコマンドはステップ4に記載されています。matchcosコマンドは、使用できるmatch
コマンドの 1つに過ぎません。他の利用可能な matchコマンドについては、「class-mapコマ
ンドの match-allキーワードと match-anyキーワード」の項を参照してください。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. class-map [match-all |match-any] class-map-name
4. matchcoscos-number
5. 必要に応じて追加の matchコマンドを入力します。追加のコマンドが不要な場合はステップ 6
に進みます。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

クラスマップで使用するクラスを作成し、クラスマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

class-map [match-all |match-any]
class-map-name

例：

Router(config)# class-map
match-any class1

ステップ 3   

•クラスマップは、パケットを指定したクラスに照合するた
めに使用します。

•クラス名を入力します。

match-allキーワードは、すべての一致基準が満たされ
ることが必要であることを指定します。match-anyキー
ワードは、いずれかの一致条件が満たされることが必

要であることを指定します。これらのキーワードは、

複数のmatchコマンドを指定する場合にだけ使用しま
す。

（注）

レイヤ2サービスクラス（CoS）番号に基づいてパケットを照合
します。

matchcoscos-number

例：

Router(config-cmap)# match cos 2

ステップ 4   

• CoS番号を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

matchcosコマンドは、使用できる matchコマンドの
一例です。他の利用可能な matchコマンドについて
は、「class-mapコマンドの match-allキーワードと
match-anyキーワード」の項を参照してください。

（注）

--必要に応じて追加のmatchコマンド
を入力します。追加のコマンドが不

要な場合はステップ6に進みます。

ステップ 5   

（任意）QoS class-mapコンフィギュレーションモードを終了
し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-cmap)# end

ステップ 6   

トラフィックポリシーの作成

bandwidthコマンドはステップ 5に記載されています。bandwidthコマンドは、QoS機能を有
効にするためにポリシーマップで使用できるコマンドの一例です（ここでは、クラスベース

均等化キューイング（CBWFQ））。利用可能なその他のコマンドの詳細については、「トラ
フィックポリシーの要素」セクションを参照してください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class {class-name | class-default}
5. bandwidth {bandwidth-kbps | percentpercent}
6. イネーブルにする追加の QoS機能に対するコマンドを入力します。他に QoS機能が必要ない
場合は、ステップ 7に進みます。

7. end

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

トラフィックポリシーの名前を作成または指定し、QoSポリ
シーマップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map policy1

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

トラフィッククラスの名前を指定し、QoSポリシーマップク
ラスコンフィギュレーションモードを開始します。

class {class-name | class-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

この手順により、トラフィッククラスがトラフィッ

クポリシーに関連付けられます。

（注）

（任意）トラフィッククラスに対する輻輳期間中の最小帯域

幅保証を指定します。

bandwidth {bandwidth-kbps |
percentpercent}

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
3000

ステップ 5   

•最小帯域幅保証は、kb/s単位か、使用可能な全帯域幅の
パーセンテージで指定します。

bandwidthコマンドを使用すると CBWFQがイネー
ブルになります。bandwidthコマンドは、QoS機能
をイネーブルにするためにポリシーマップで使用で

きるコマンドの一例です。利用可能なその他のコマ

ンドの詳細については、「トラフィックポリシーの

要素」セクションを参照してください。

（注）

--イネーブルにする追加の QoS機能に
対するコマンドを入力します。他に

ステップ 6   

QoS機能が必要ない場合は、ステップ
7に進みます。

（任意）QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 7   
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MQC を使用したインターフェイスへのトラフィックポリシーの適用

（注）

Cisco IOS XEリリース 2.3.0以降では、VCまたは仮想パス（VP）のデフォルトモードとして
未指定ビットレート（UBR）を設定したATMインターフェイスへのポリシーの追加をサポー
トしていません。この設定を使用すると、UBRを設定したATMインターフェイスではサポー
トされていないことを示すエラーメッセージ（CBWFQ）が表示されます。また、デフォルト
UBR値を使用しない場合は、UBR設定で任意の UBRを指定することもできます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. service-policy{input | output} policy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface serial
0/0/1

ステップ 3   

•インターフェイスタイプとインターフェイス番号を入
力します。

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップをインターフェイスに付加します。service-policy{input | output}
policy-map-name

ステップ 4   

• inputキーワードまたは outputキーワードとポリシー
マップ名を入力します。例：

Router(config-if)# service-policy
input policy1

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

トラフィッククラスとトラフィックポリシー情報の確認

ここで取り上げる showコマンドはいずれも任意で使用します。また、入力順も任意です。

手順の概要

1. enable
2. showclass-map
3. showpolicy-mappolicy-map-nameclassclass-name
4. showpolicy-map
5. showpolicy-mapinterfacetypenumber
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）すべてのクラスマップとその一致条件を表

示します。

showclass-map

例：

Router# show class-map

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定したポリシーマップの指定したクラス

の設定を表示します。

showpolicy-mappolicy-map-nameclassclass-name

例：

Router#

ステップ 3   

•ポリシーマップ名とクラス名を入力します。

show policy-map policy1 class class1

（任意）存在するすべてのポリシーマップのすべて

のクラスの設定を表示します。

showpolicy-map

例：

Router# show policy-map

ステップ 4   

（任意）インターフェイスに適用された入力ポリシー

と出力ポリシーの統計情報と設定を表示します。

showpolicy-mapinterfacetypenumber

例：

Router# show policy-map interface serial
0/0/1

ステップ 5   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 6   

MQC を使用した QoS 機能の適用の設定例

トラフィッククラスの作成

次の例では、トラフィッククラスを作成し、一致基準を定義します。最初のトラフィッククラス

（class1）では、アクセスコントロールリスト（ACL）101を使用し、2つめのトラフィッククラ
ス（class2）では ACL 102を使用します。パケットとこれらの ACLのコンテンツを照合し、その
クラスに属しているかどうかを判断します。

class-map class1
match access-group 101
exit

class-map class2
match access-group 102
end

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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ポリシーマップの作成

次の例では、class1と class2の 2つのクラスに適用する QoS機能を含むトラフィックポリシー
（policy1）を定義します。これらのクラスの一致基準は、トラフィッククラスの作成, （19ペー
ジ）ですでに定義されています。

class1では、帯域幅割り当て要求と、そのクラス用に予約されるキューの最大パケット数の制限が
ポリシーに含まれています。class2では、帯域幅割り当て要求だけがポリシーで指定されていま
す。

policy-map policy1
class class1
bandwidth 3000
queue-limit 30
exit

class class2
bandwidth 2000
end

例：トラフィックポリシーのインターフェイスへの適用

次に、既存のトラフィックポリシーをインターフェイスに適用する例を示します。policy-mapコ
マンドを使用してトラフィックポリシーを定義した後、service-policyコマンドをインターフェイ
スコンフィギュレーションモードで使用して、1つ以上のインターフェイスに適用できます。同
じトラフィックポリシーを複数のインターフェイスに割り当てることができますが、各インター

フェイスには、入力方向と出力方向に対して、それぞれトラフィックポリシーを 1つだけ割り当
てることができます。

Router(config)# interface fastethernet 1/1/1
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface fastethernet 1/0/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# end

match not コマンドの使用
matchnotコマンドを使用して、一致基準として使用していないQoSポリシー値を指定します。そ
のQoSポリシーの他のすべての値が成功する一致基準となります。たとえば、QoSクラスマップ
コンフィギュレーションモードで matchnotqos-group4コマンドを発行すると、指定したクラス
は、成功する一致基準として 4を除くすべての QoSグループ値を受け入れます。

次のトラフィッククラスでは、IP以外のすべてのプロトコルが成功する一致条件と見なされま
す。

class-map noip
match not protocol ip
end
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デフォルトトラフィッククラスの設定

トラフィッククラスで指定された一致条件を満たさないトラフィック（つまり、未分類のトラ

フィック）は、デフォルトトラフィッククラスに属するものとして扱われます。

デフォルトクラスを設定しない場合でも、パケットはそのクラスのメンバーとして扱われます。

デフォルトクラスにはイネーブルになっているQoS機能がないため、このクラスに属するパケッ
トにはQoS機能がありません。そのようなパケットをテールドロップが管理する先入先出（FIFO）
キューに配置します。テールドロップは、すべてのトラフィックを等しく扱ってサービスクラス

間での区別はせずに輻輳を回避する手段です。輻輳期間中はキューが一杯になります。出力キュー

が一杯でテールドロップがアクティブな場合、輻輳が解消されてキューが一杯でなくなるまでパ

ケットはドロップされます。

次の例では、次の特性を持つデフォルトクラス（常に class-defaultという名前になります）のポ
リシーマップ（policy1）を設定します。ポリシーがクラスポリシー policy1で定義されている他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 10個のキューがあり、キューあたり 20個の
パケットを超えると、追加でキューに格納されるパケットを処理するためにテールドロップが実

施されます。

policy-map policy1
class class-default
fair-queue
queue-limit 20

次の例では、次の特性を持つデフォルトクラス（常に class-defaultという名前になる）のポリシー
マップ（policy1）を設定します。ポリシーがトラフィックポリシー policy1で定義されている他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 10個のキューがあります。

policy-map policy1
class class-default
shape average 100m

「class-map match-any」コマンドと「class-map match-all」コマンドの
違い

次に、複数の一致条件がある場合にパケットを評価する例を示します。この例で、

class-mapmatch-anyコマンドと class-mapmatch-allコマンドの違いを示します。トラフィックク
ラスのメンバーと見なされるためには、パケットが一致基準のすべて（match-all）を満たすか、
または一致基準のいずれか 1つ（match-any）を満たす必要があります。

次に、class-map match-allコマンドを使用してトラフィッククラスを設定する例を示します。

class-map match-all cisco1
match protocol ip
match qos-group 4
match access-group 101

インターフェイス上に設定されているトラフィッククラス cisco1を持つルータにパケットが到着
した場合、そのパケットが IPプロトコル、QoSグループ 4、およびアクセスグループ 101に一致
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するかどうかが評価されます。これらの一致基準がすべて満たされると、パケットはトラフィッ

ククラス cisco1のメンバーとして分類されます（論理 AND演算子：IPプロトコル AND QoSグ
ループ 4 ANDアクセスグループ 101）。

class-map match-all vlan
match vlan 1
match vlan inner 1

次に、class-mapmatch-anyコマンドを使用する例を示します。パケットがトラフィッククラスの
メンバーとして分類されるには、一致基準の1つのみを満たす必要があります（つまり、論理OR
演算子：プロトコル IP OR QoSグループ 4 ORアクセスグループ 101）。

class-map match-any cisco2
match protocol ip
match qos-group 4
match access-group 101

トラフィッククラス cisco2では、成功する一致が見つかるまで連続的に一致基準が評価されま
す。パケットは、まず IPプロトコルを一致基準として使用できるかどうかを判断するために評価
されます。使用できる場合、パケットはトラフィッククラス cisco2に一致します。使用できない
場合、QoSグループ 4は一致基準として評価され、以降も同様に評価されます。パケットが指定
したどの条件にも一致しない場合、パケットはデフォルトトラフィッククラス（classdefault-class）
のメンバーとして分類されます。

一致基準としてのトラフィッククラス（ネストしたトラフィックク

ラス）の確立

matchclass-mapコマンドを使用する理由は 2つあります。1つの理由はメンテナンスです。現在
大規模なトラフィッククラスが存在している場合、トラフィッククラス一致基準を使用するほう

が、同じトラフィッククラス設定を再入力するよりも簡単です。2つめのより一般的な理由とし
ては、1つのポリシー内でmatch-allとmatch-anyの特性を組み合わせるためです。これより、1つ
の一致基準評価命令（match-anyと match-allのどちらか）を使用したトラフィッククラスを作成
し、このトラフィッククラスを、異なるタイプの一致基準を使用するトラフィッククラスで一致

条件として使用します。

考えられるシナリオは次のとおりです。A、B、C、およびDが、すべて異なる一致基準であると
し、A、B、または Cかつ D（Aまたは Bまたは（Cかつ D））に一致するトラフィックをトラ
フィッククラスに属するものとして分類するとします。ネストしたトラフィッククラスがない場

合、トラフィックがトラフィッククラスの一部であると見なされるためには、4つの一致基準す
べてに一致するか（AかつBかつCかつD）、いずれかの一致基準に一致する必要があります（A
またはBまたはCまたはD）。「かつ」（match-all）文と「または」（match-any）文をトラフィッ
ククラス内で組み合わせることはできないため、目的の設定を実現できません。

解決策：Cと Dに対して match-allを使用する 1つのトラフィッククラスを作成し（これを条件
Eと呼びます）、A、B、Eを使用して新しい match-anyトラフィッククラスを作成します。新し
いトラフィッククラスの評価順序は正しくなります（Aまたは Bまたは E、つまりAまたは Bま
たは（Cかつ D））。
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例：メンテナンスのためにネストされたトラフィッククラス

次の例で、トラフィッククラス class1の特性は、トラフィッククラス class2の特性と同じです
が、トラフィッククラス class1では、一致基準として宛先アドレスが追加されています。トラ
フィッククラス class1をゼロから設定する代わりに、matchclass-mapclass2コマンドを入力でき
ます。このコマンドを使用すると、class2というトラフィッククラスのすべての特性をトラフィッ
ククラス class1に取り込み、トラフィッククラス全体を再設定することなく、新しい宛先アドレ
スの一致基準を追加できます。

Router(config)# class-map match-any class2
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 3
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-all class1
Router(config-cmap)# match class-map class2
Router(config-cmap)# match destination-address mac 00.00.00.00.00.00
Router(config-cmap)# exit

例：match-any 特性と match-all 特性を 1 つのトラフィッククラスで組み合わせるた
めのネストしたトラフィッククラス

1つのトラフィッククラスで match-any特性と match-all特性を使用するための唯一の方法は、
matchclass-mapコマンドを使用することです。1つのクラスに match-anyと match-allの特性を組
み合わせるには、一致基準にmatch-all命令を使用して設定されたクラスを使用するトラフィック
クラスを作成する match-any命令を使用します（matchclass-mapコマンドを使用）。

次に、2つのトラフィッククラスの特性を組み合わせる例を示します。1つはmatch-any特性を使
用し、1つは match-all特性を使用しています。これを、matchclass-mapコマンドで 1つのトラ
フィッククラスとして設定します。その結果、パケットがトラフィッククラス class4のメンバー
と見なされるためには、次の 3つの一致基準のいずれかを満たしている必要があります。IPプロ
トコルかつ QoSグループ 4、宛先MACアドレス 00.00.00.00.00.00、またはアクセスグループ 2。

この例で、トラフィッククラス class4だけがトラフィックポリシー policy1と共に使用されてい
ます。

Router(config)# class-map match-all class3
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 4
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-any class4
Router(config-cmap)# match class-map class3
Router(config-cmap)# match destination-address mac 00.00.00.00.00.00
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class4
Router(config-pmap-c)# police 8100 1500 2504 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4
Router(config-pmap-c)# end

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
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例：QoS ポリシーとしてのトラフィックポリシー（階層型トラフィッ
クポリシー）

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用する
と、トラフィックポリシーを QoSポリシー内に含めることができます。トラフィックポリシー
を含むトラフィックポリシーは、階層型トラフィックポリシーと呼びます。

階層型トラフィックポリシーには、1つの子ポリシーと 1つの親ポリシーが含まれています。子
ポリシーは、以前に定義したトラフィックポリシーであり、service-policyコマンドを使用して新
しいトラフィックポリシーに関連付けられます。既存のトラフィックポリシーを使用する新しい

トラフィックポリシーが親ポリシーです。ここに示す例では、トラフィックポリシー childが子
ポリシーであり、トラフィックポリシー parentが親ポリシーです。

階層型トラフィックポリシーは、サブインターフェイスと ATM PVCに適用できます。階層型ト
ラフィックポリシーを使用すると、1つのトラフィックポリシー（1つの子ポリシーと 1つの親
ポリシーを持つ）を使用して、相手先固定接続（PVC）トラフィックのシェーピングと優先順位
付けを行うことができます。次の例で、子ポリシーはトラフィックの優先順位付けを行い、親ポ

リシーはトラフィックのシェーピングを行います。この設定で、親ポリシーは、パケットがイン

ターフェイスから送信されるのを許可し、子ポリシーは、パケットが送信される順序を決定しま

す。

Router(config)# policy-map child
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 50
Router(config)# policy-map parent
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average 10000000
Router(config-pmap-c)# service-policy child

shapeコマンドで使用する値は、サービスプロバイダーから通知された認定情報レート（CIR）値
からプロビジョニングします。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Classifying Network Traffic」モジュールパケット分類

「FRF .20 Support」モジュールフレームリレーフラグメンテーション（FRF）
PVC
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


マニュアルタイトル関連項目

「IPv6 Selective Packet Discard」モジュール選択的パケット廃棄

『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services
Routers Software Configuration Guide』の
「Broadband Scalability and Performance」モ
ジュール

スケーリングとパフォーマンスの情報

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

MQC を使用した QoS 機能の適用の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
25

MQC を使用した QoS 機能の適用
MQC を使用した QoS 機能の適用の機能情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


表 7：MQC を使用した QoS 機能の適用の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XEリリース 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS XEリリース 2.1

Cisco IOS XEリリース 3.5S

クラスベース重み付け均等化

キューイング（CBWFQ）

このモジュールでは、モジュラ

QoS CLI（MQC）を使用して
QoSを適用し、設定する方法に
ついて説明します。MQCを使
用すると、トラフィッククラ

スの定義、トラフィックポリ

シー（ポリシーマップ）の作

成、およびインターフェイスへ

のトラフィックポリシーの適

用が可能になります。トラ

フィックポリシーには、トラ

フィッククラスに適用するQoS
機能が含まれます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 2.3に付属する他の機能
に対してインフラストラクチャ

サポートを提供するように拡張

されています。

Cisco IOS XEリリース 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS XEリリース 2.1

Cisco IOS XEリリース 3.5S

モジュラ QoS CLI（MQC）
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機能情報リリース機能名

MQCでは、複数のトラフィッ
ククラス（ネストしたトラ

フィッククラス、ネストした

クラスマップ、またはMQC階
層型クラスマップとも呼ぶ）

を、1つのトラフィッククラス
として設定できます。この機能

は、CiscoASR1000シリーズの
アグリゲーションサービス

ルータで導入されました。

Cisco IOS XEリリース 3.2MQC階層型クラスマップ

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XEリリース 2.1プライオリティキューイング

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XEリリース 2.1重み付けランダム早期検出
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第 3 章

3 レベルのユーザ定義キューイングポリシー
のサポート

3レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポート機能を使用して、最上位レイヤのユーザ
定義クラスが含まれる 3レベルポリシーで、階層内のトラフィッククラスの柔軟性をサポート
し、強化することができます。

• 機能情報の確認, 29 ページ

• 3レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポートに関する制約事項, 30 ページ

• 3レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポートに関する情報, 30 ページ

• 3レベルのユーザ定義のキューイングポリシーサポートの設定方法, 32 ページ

• 3レベルのユーザ定義のキューイングポリシーサポートに関するその他の参考資料, 33
ページ

• 3レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポートの機能情報, 34 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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3 レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポート
に関する制約事項

• 3レベルの階層型キューイングポリシーの最上位レイヤのユーザ定義クラスは、ポートチャ
ネルのメインインターフェイスではサポートされません。

最上位レイヤのユーザ定義クラスは、論理ターゲットではサポートされません。論理ター

ゲットには、サービスグループ、トンネル、セッション、ディーラーインターフェイスな

どがあります。

3 レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポート
に関する情報

階層型 QoS の 3 つのパラメータによるスケジューラ
従来の IOSは、最大値（shape）と最小（bandwidth）を使用して、トラフィックの輻輳が発生した
場合の各スケジューラノードの動作を定義します。つまり、2つのパラメータによるスケジュー
ラです。

ASR1000は、3つのパラメータ、最大値（shape）、最小値（bandwidth）、および超過帯域幅の共
有を調整する超過値（bandwidth remaining）による別のスケジューラです。2つのパラメータによ
るスケジューラでは、超過帯域幅は比例的に（各クラスの帯域幅率と同じに）クラス間で共有さ

れます。しかし、3つのパラメータによるスケジューラでは、最小帯域幅の要件が満たされると、
デフォルトによって超過帯域幅は等分に共有されますが、これは、「bandwidth remaining」コマン
ドを使用すると調整できます。ISR 4000プラットフォームは、同じ設計を共有しています。

従来の IOSでは、階層のリーフと中間ノードで帯域幅を設定することができます。IOSXEでは、
階層のリーフノードでのみ、bandwidth（bandwidth rateまたは bandwidth percent）が許可されま
す。つまり、bandwidth（bandwidth rateまたは bandwidth percent）クラスは、キューイング機能を
含んでいる子ポリシーマップに対応付けることはできません。これはソフトウェアでの制約であ

るため、将来、解除される可能性があります。

従来の IOS QoSポリシーマップを IOS XEプラットフォームに移行する現在の導入の場合、中間
ノードのbandwidthコマンドをbandwidth remainingコマンドに変換することが最良の選択肢です。
bandwidth remaining percentコマンドまたは bandwidth remaining ratioコマンドを使用すると、非常
によく似た動作を実現できます。
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階層型ポリシーのガイドライン

一般に、階層の 3つのレベルが ASR 1000でサポートされています。階層型ポリシーは QoSをサ
ポートするほとんどの物理ターゲットと論理ターゲットに適用できます。

キューイングポリシーと非キューイングポリシーが階層に混在している場合、非キューイング

ポリシーマップは、そのポリシーマップのリーフレベル（親の親および親キューイングポリシー

下の子ポリシーなど）にする必要があります。

ポリシーマップを仮想インターフェイス（トンネルまたはセッションなど）に適用すると、構成

によっては階層を 2つのキューイングのレベルに制限する追加制約がある場合があります。

•キューイング機能：shape、bandwidth、bandwidth remaining、random-detect、fair-queue、queue
limit、および priority。

•非キューイング機能：police、mark、および account。

出力ポリシーサポート入力ポリシーサポート階層機能の組み合わせ

はいはい1レベルの非キューイングポリ
シー

はいはい2レベルの非キューイングポリ
シー（カラー対応ポリシングを

含む）

はいはい3レベルの非キューイングポリ
シー（階層型カラー対応ポリシ

ングを含む）

はい-1レベルのキューイングポリ
シー

はい-2レベルのキューイングポリ
シー

はい-3レベルのキューイングポリ
シー

はい-2レベルの混合ポリシー、親レ
ベルでのキューイング機能

はい-3レベルの混在ポリシー、親の
親レベルまたは親の親+親レベ
ルでのキューイング機能
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HQoS の最上位レベルポリシーのユーザ定義トラフィッククラス
「クラスマップ」によって明示的に設定されたどのトラフィッククラスも「ユーザ定義クラス」

と呼ばれます。class-defaultクラスは設定する必要はなく、これらのクラスをポリシー内に使用し
て、ユーザ定義クラスに属していないすべてのトラフィックに一致させることができます。

Polaris 16.3リリースまでは、3レベルのキューイングポリシーで最上位レベルに設定できるのは
class-defaultクラスのみです。Polaris 16.3以降は、3レベルの階層型ポリシーの最上位レベルでユー
ザ定義クラスがサポートされています。

3 レベルのユーザ定義のキューイングポリシーサポート
の設定方法

3 レベルの階層型 QoS ポリシーの設定
enable
configure terminal
class-map vlan10
match vlan10
class-map vlan20
match vlan 20
class-map ef
match dscp ef
policy-map child
class ef
priority
police 1000000
class class-default
police 3000000
policy-map parent
class vlan10
shape average 4000000
service-policy child
class vlan20
shape average 8000000
service-policy child

policy-map grand-parent
class class-default
shape average 10000000
service-policy parent

end

最上位レベルのポリシーでのユーザ定義のトラフィッククラスの設定
ip access-list extended PEER
permit ip host 200.0.0.2 any

class-map match-all ef
match dscp ef
class-map match-all vlan100
match vlan 100
class-map match-all vlan101
match vlan 101
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class-map match-all PEER
match access-group name PEER

policy-map child
class ef
bandwidth remaining percent 15
class class-default
fair-queue
queue-limit 512 packets
bandwidth remaining percent 85

policy-map parent
class PEER
shape average 8000000
bandwidth remaining percent 10
service-policy child

class class-default
shape average 8000000

policy-map grandparent
class vlan100
shape average 8000000
bandwidth remaining ratio 1000
service-policy parent
class vlan101
shape average 8000000
bandwidth remaining ratio 1000
service-policy parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 1
shape average 10000000

end

3 レベルのユーザ定義のキューイングポリシーサポート
に関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

3 レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポート
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 8：3 レベルのユーザ定義キューイングポリシーのサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco ASR 1000、
ISR4000、CSR1000vのプラッ
トフォームに導入されました。

ユーザ定義クラスは、3レベル
階層型ポリシーの最上位レイヤ

で設定できます。

Cisco IOS XE Denali 16.3.1.3レベルのユーザ定義キューイ
ングポリシーのサポート
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第 4 章

IP/ATM 間サービスクラスの設定

ここでは、IP/ATM間サービスクラス（CoS）の設定作業について説明します。IP-ATM CoSと
は、IPと ATMの間に QoS特性をマップする機能セットです。

プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、Cisco IOSお
よび Catalyst OSソフトウェアイメージがサポートする特定のソフトウェアリリース、フィー
チャセット、またはプラットフォームを確認できます。Cisco Feature Navigatorには、http://
www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

• 機能情報の確認, 35 ページ

• 単一の ATM VCでの IP/ATM間 CoSの設定タスクリスト, 36 ページ

• ATMバンドルでの IP/ATM間 CoSの設定タスクリスト, 37 ページ

• VC単位のWFQおよび CBWFQの設定タスクリスト, 42 ページ

• IP/TM間 CoSの設定例, 46 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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単一の ATM VC での IP/ATM 間 CoS の設定タスクリスト
単一の ATM仮想回線（VC）に IP/ATM間 CoSを設定するには、次の項で説明する作業を実行し
ます。最初の 2つの項の作業は必須です。残りの項の作業は任意です。

IP/ATM間 CoS機能には、ATM相手先固定接続（PVC）の管理が必要です。

WRED パラメータグループの定義

目的コマンド

WREDまたは VIP分散WRED（DWRED）グ
ループパラメータを定義します。

Router(config)# random-detect-group
group-name

WRED パラメータグループの設定

手順の概要

1. Device(config)#random-detect-groupgroup-name
2. Device(config)# exponential-weighting-constantexponent
3. Device(config)# precedenceprecedencemin-thresholdmax-thresholdmark-probability-denominator

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

WREDまたは DWREDのパラ
メータグループを指定します。

Device(config)#random-detect-groupgroup-nameステッ

プ 1   

WREDまたはDWREDの指定し
たパラメータグループの平均

Device(config)# exponential-weighting-constantexponentステッ

プ 2   
キューサイズ計算のための指数

加重係数を設定します。

または

特定の IP precedenceの指定され
たWREDまたは DWREDパラ
メータグループを設定します。

Device(config)#
precedenceprecedencemin-thresholdmax-thresholdmark-probability-denominator

ステッ

プ 3   
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WRED パラメータの表示

目的コマンド

指定された ATMサブインターフェイスで、
WREDまたはDWREDがイネーブルであるすべ
ての VCのパラメータを表示します。

Router# show queueing random-detect [interface
atm_subinterface [vc [[vpi/] vci]]]

キューイング統計情報の表示

目的コマンド

インターフェイスの特定の VCのキューイング
の統計情報を表示します。

Router# show queueing interface
interface-number [vc [[vpi/] vci]]

ATM バンドルでの IP/ATM 間 CoS の設定タスクリスト
ATMバンドルで IP/ATM間 CoSを設定するには、次の項に示されているタスクを実行します。

IP/ATM間 CoS機能には、ATM PVCの管理が必要です。

VC バンドルの作成

目的コマンド

指定されたバンドルを作成し、バンドルコン

フィギュレーションモードを開始します。
Router(config-subif)# bundle bundle-name

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
37

IP/ATM 間サービスクラスの設定
WRED パラメータの表示



バンドルレベルのパラメータの適用

バンドルレベルのパラメータの設定

目的コマンド

スタティックマップを設定するか、バンドルの

InverseAddress Resolution Protocol（InverseARP）
または Inverse ARPブロードキャストをイネー
ブルにします。

バンドルレベルのパラメータは、VC
クラスを割り当てるか、またはバンド

ルにそれらのクラスを直接適用するこ

とによって、適用できます。バンドル

に割り当てられたVCクラスを使用し
て適用されたパラメータは、バンドル

レベルで適用されたパラメータに置き

換えられます。バンドルレベルのパラ

メータは、個々のVCに適用されるパ
ラメータで置換されます。

（注）

Device(config-atm-bundle)# protocol protocol
{protocol-address | inarp} [[no] broadcast]

ATMアダプテーション層（AAL）およびその
バンドルのカプセル化のタイプを設定します。

Device(config-atm-bundle)# encapsulation
aal-encap

すべての VCバンドルメンバの Inverse ARP期
間を設定します。

Device(config-atm-bundle)# inarp minutes

すべてのVCバンドルメンバのブロードキャス
ト転送をイネーブルにします。

Device(config-atm-bundle)# broadcast

運用管理および保守（OAM）の管理に関連する
VCバンドルパラメータを設定します。

Device(config-atm-bundle)# oam retry up-count
down-count retry frequency

エンドツーエンドの F5 OAMループバックセ
ルの生成と、バンドルのすべての VCの OAM
管理をイネーブルにします。

Device(config-atm-bundle)# oam-bundle
[manage] [frequency]
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バンドルに適用する VC クラスのパラメータの設定

目的コマンド

エンドツーエンドの F5 OAMループバックセ
ルの生成と、バンドルのすべての VCの OAM
管理をイネーブルにします。

VCクラスを使用すると、クラス自体
をバンドルに適用できるため、一度に

複数の属性を適用するようにバンドル

を設定できます。クラスを使用する

と、すべてのVCでパラメータを一般
化することができます。一部のパラ

メータについては、その後で個々の

VCのパラメータを変更できます（詳
細については、「個々のVCへのパラ
メータの適用」の項を参照してくださ

い）。

（注）

Router(config-vc-class)# oam-bundle [manage]
[frequency]

バンドルへのクラスの適用

目的コマンド

指定されたVCクラスに含まれるバンドルレベ
ルのコマンドでバンドルを設定します。

VCクラスに含まれるバンドルレベル
コマンドを使用して設定されたパラ

メータは、バンドルとそのすべての

VCメンバに適用されます。バンドル
上に直接設定されたコマンドを通じて

適用されたバンドルレベルのパラメー

タは、VCクラスを通じて適用された
パラメータよりも優先されます。VC
クラスを通じて適用されたバンドルレ

ベルのパラメータやバンドルに直接適

用されたバンドルレベルのパラメータ

の一部は、バンドルVCコンフィギュ
レーションモードで個々のVCに直接
適用されたコマンドによって置き換え

ることができます。

（注）

(config-atm-bundle)# class-bundle vc-class-name
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バンドルへの VC のコミット

目的コマンド

指定された VCをバンドルに追加し、指定され
たVCバンドルメンバを設定するためにバンド
ルVCコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

Device(config-atm-bundle)# pvc-bundle
pvc-name [vpi/] [vci]

個々の VC へのパラメータの適用

VC バンドルメンバーの直接設定

目的コマンド

未指定ビットレート（UBR）の QoSの VCを
設定し、出力のピークセルレート（PCR）を
指定します。

Device(config-if-atm-member)# ubr output-pcr
[input-pcr]

UBRの QoSの VCを設定し、出力の PCRと出
力の最低保証セルレートを指定します。

Device(config-if-atm-member)# ubr+ output-pcr
output-mcr [input-pcr] [input-mcr]

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）
のVCを設定し、出力の PCR、出力の平均セル
レート、および出力の最大バーストセルサイ

ズを指定します。

Device(config-if-atm-member)# vbr-nrt
output-pcr output-scr output-mbs [input-pcr]
[input-scr] [input-mbs]

VCの Precedenceレベルを設定します。
Device(config-if-atm-member)# precedence
[other | range]

VCのバンピングルールを設定します。
Device(config-if-atm-member)# bump {implicit
| explicit precedence-level | traffic}

VCがバンドルの保護されたグループに所属す
るか、個別に保護されたVCバンドルメンバに
なるように設定します。

Device(config-if-atm-member)# protect {group
| vc}

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
40

IP/ATM 間サービスクラスの設定
バンドルへの VC のコミット



VC バンドルメンバーに適用する VC クラスのパラメータの設定

目的コマンド

クラスを適用するVCメンバのバンピングルー
ルを指定します。これらのルールは、キャリア

のVCバンドルメンバがダウンした場合に、バ
ンドルトラフィックのVCを送信するルールを
決定します。

また、ubrコマンド、ubr+コマンド、
および vbr-nrtコマンドを VCクラス
に追加すると、VCバンドルメンバー
の設定に使用できます。VCが VCバ
ンドルのメンバーである場合、VCク
ラスモードでの VCの設定に
encapsulationコマンド、protocolコマ
ンド、inarpコマンド、および
broadcastコマンドを使用することは
できません。これらのコマンドは、バ

ンドルメンバレベルではなくバンド

ルレベルでのみ使用できます。個々

の VCに対する設定は、VCクラスを
バンドルに適用することによってすべ

てのVCバンドルメンバに適用された
共有の設定を上書きします。

（注）

Device(config-vc-class)# bump {implicit |
explicit precedence-level | traffic}

クラスを適用する VCメンバの Precedenceレベ
ルを定義します。

Device(config-vc-class)# precedence precedence
min-threshold max-threshold
mark-probability-denominator

VCをバンドルの保護されたグループのメンバ
として設定するか、個別に保護された VCとし
て設定します。

Device(config-vc-class)# protect {group | vc}

個々の VC バンドルメンバーへの VC クラスの適用

目的コマンド

VCクラスを VCバンドルメンバーに割り当て
ます。

Device(config-if-atm-member)# class-vc vc-class
-name
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バンピングされたトラフィックを拒否する場合の VC の設定

目的コマンド

リダイレクトされる可能性のあるバンピングさ

れたトラフィックを受け入れないように VCを
設定します。

Device(config-if-atm-member)# no bump traffic

VC バンドルとそれらの VC メンバーのモニタリングと保守

目的コマンド

各バンドルの VCメンバに割り当てられたバン
ドルの属性と、VCメンバの現在の稼働ステー
タスを表示します。

Device# show atm bundle bundle-name

指定されたバンドルの統計情報または詳細な統

計情報を表示します。
Device# show atm bundle bundle-name statistics
[detail]

ATMネットワークおよび ATMバンドルマッ
プのリモートホストに対するすべての設定済み

の ATMスタティックマップのリストを表示し
ます。

Device# show atm map

バンドルのエラーに関する情報を表示します。
Device# debug atm bundle errors

バンドルのイベントの記録を表示します。
Device# debug atm bundle events

VC 単位の WFQ および CBWFQ の設定タスクリスト
VC単位のWFQおよび CBWFQに IP/ATM間 CoSを設定するには、次の項で説明するタスクを実
行します。

IP/ATM間 CoS機能には、ATM PVCの管理が必要です。

クラスベースの重み付け均等化キューイングの設定

VCの CBWFQを設定する前に、標準の CBWFQコマンドを使用して次の作業を実行する必要が
あります。
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• VC間で送信されるトラフィックの分類に使用される 1つまたは複数のクラスを作成する

•サービスポリシーとして使用するクラスを含むポリシーマップを定義する

クラスポリシーはルータで定義可能な数だけ設定できます（最大 64個）。ただし、VCに適
用されるポリシーマップに含まれ、すべてのクラスに割り当てられている帯域幅の合計は、

VCの使用可能な帯域幅の 75 %を超えてはいけません。使用可能な帯域幅の残りの 25 %は、
ATMセルのオーバーヘッド（ATMセルタックスとも呼ばれる）、ルーティングとベストエ
フォート型のトラフィック、およびオーバーヘッドが想定されるその他の機能などのカプセル

化に使用されます。帯域幅割り当ての詳細については、「輻輳管理の概要」モジュールを参照

してください。

（注）

CBWFQでは最小帯域幅のみを保証するため、使用可能ビットレート（ABR）および可変ビット
レート（VBR）のサービスクラスを持つVCのみにCBWQFを適用できます。UBRおよび未指定
ビットレートプラス（UBR+）にはVC単位のWFQおよびCBWFQを適用できません。これは、
両方のサービスクラスはどちらもベストエフォート型のクラスであり、最小帯域幅が保証されな

いためです。VCの CBWFQがイネーブルの場合、サービスポリシーの一部として設定されてい
るすべてのクラスは、均等化キューイングシステムに組み込まれます。

VCレベルで CBWFQを設定するほかに、IP to ATM CoS機能を使用すると、VCレベルでフロー
ベースのWFQを設定できます。フローベースのWFQはベストエフォート型のサービスクラスを
提供する（つまり、最小帯域幅が保証されない）ため、すべてのタイプのCoSVC（ABR、VBR、
UBR、および UBR+）に VC単位のWFQを設定できます。

VC単位のWQFでは class-defaultクラスを使用します。そのため、VC単位のWFQを設定するに
は、最初にポリシーマップを作成してから class-defaultクラスを設定する必要があります（事前
に設定されているため、class-defaultクラスを作成する必要はありませんが、設定する必要はあり
ます）。VC単位のWFQの場合、class-defaultクラスは fair-queueポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して設定する必要があります。

fair-queueポリシーマップクラスコンフィギュレーションコマンドの設定に加えて、queue-limit
コマンドまたは random-detectコマンドの両方ではなく、どちらか一方を使用して、デフォルト
クラスを設定できます。さらに、デフォルトクラスでフローベースのWFQを使用する場合は、
bandwidthポリシーマップクラスコンフィギュレーションコマンドを使用してデフォルトクラ
スを設定することはできません。このコマンドを使用すると、デフォルトクラスがフローベース

のWFQとして見なされないため、そのクラスを含むサービスポリシーの適用がABRおよびVBR
の VCに制限されます。
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サービスポリシーの適用と VC に対する CBWFQ のイネーブル化

スタンドアロン VC へのポリシーマップの適用と CBWFQ のイネーブル化

目的コマンド

CBWFQをイネーブルにし、指定されたサービ
スポリシーマップを作成または変更する VC
にアタッチします。

Router(config-if-atm-vc)# service-policy output
policy-map

個々の VC へのポリシーマップの適用と CBWFQ のイネーブル化

目的コマンド

CBWFQをイネーブルにし、指定されたサービ
スポリシーマップを作成または変更する VC
にアタッチします。

Router(config-if-atm-member)# service-policy
output policy-map

service-policy outputコマンドと random-detect-groupコマンドは同時に使用できません。サー
ビスポリシーを適用することによって CBWFQをイネーブルにした VCにWREDグループを
適用することはできません。さらに、1つのコマンドが設定されている場合に、他のコマンド
を設定できるようにするには、他のコマンドをディセーブルにする必要があります。

（注）

フローベースの WFQ を使用する場合の VC の設定

手順の概要

1. Device(config)# policy-mappolicy-map
2. Device(config-pmap)# classclass-defaultdefault-class-name
3. Device(config-pmap-c)# fair-queuenumber-of-dynamic-queues
4. 次のいずれかを実行します。

• Device(config-pmap-c)# queue-limitnumber-of-packets

• Device(config-pmap-c)# random-detect
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

作成または変更するポリシーマップの名前を指定します。Device(config)#
policy-mappolicy-map

ステップ 1   

ポリシーを設定または変更できるようデフォルトクラスを指定しま

す。

Device(config-pmap)#
classclass-defaultdefault-class-name

ステップ 2   

フローベースのWFQクラスを含むポリシーマップと同じ
ポリシーマップに他のクラスを含めることができます。

他の方法では一致しなかったパケットが、デフォルトの

class-defaultクラスの一致基準によって選択されます。

（注）

デフォルトクラスで実行するフローベースのWFQが使用するため
に予約する、ダイナミックキューの数を指定します。

Device(config-pmap-c)#
fair-queuenumber-of-dynamic-queues

ステップ 3   

デフォルトでは（つまり、fair-queueポリシーマップク
ラスコンフィギュレーションコマンドを使用して

class-defaultクラスを設定しておらず、bandwidthポリシー
マップクラスコンフィギュレーションコマンドを使用し

てclass-defaultクラスを設定していない場合でも）、デフォ
ルトクラスはフローベースのWFQとして定義されます。

（注）

そのクラスのキューに投入できるパケットの最大数を指定します。次のいずれかを実行します。ステップ 4   

WREDをイネーブルにします。クラスポリシーは、テールドロッ
プではなくWREDを使用してパケットをドロップします。

• Device(config-pmap-c)#
queue-limitnumber-of-packets

• Device(config-pmap-c)#
random-detect

スタンドアロン VC へのポリシーマップの適用と WFQ のイネーブル化

目的コマンド

作成または変更される VCに class-defaultクラ
スを含む指定されたポリシーマップをアタッチ

することで、VCのWFQをイネーブルにしま
す。

Device(config-if-atm-vc)# service-policy output
policy-map
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個々の VC へのポリシーマップの適用と WFQ のイネーブル化

目的コマンド

class-defaultクラスを含む指定されたポリシー
マップをVCバンドルメンバにアタッチするこ
とで、VCバンドルメンバのWFQをイネーブ
ルにします。

Device(config-if-atm-member)# service-policy
output policy-map

VC 単位の WFQ および CBWFQ のモニタリング

目的コマンド

特定のインターフェイスまたは VCのキュー内
部のパケットのコンテンツを表示します。

Device# show policy-map interface
interface-number [vc [vpi/] vci]]

コンソールへのエラーメッセージのロギングのイネーブル化

目的コマンド

コンソールに記録されるメッセージを重大度に

基づいて制限します。
Router(config)# logging console level

IP/TM 間 CoS の設定例

例：WRED グループおよび IP プレシデンスを使用した単一の ATM VC
次に、ATMインターフェイスに PVCを作成し、その PVCに sanjoseというWREDパラメータグ
ループを適用します。次に、WREDパラメータグループ sanjoseの IP Precedenceの値を設定しま
す。

interface ATM1/1/0.46 multipoint
ip address 200.126.186.2 255.255.255.0
no ip mroute-cache
shutdown
pvc 46
encapsulation aal5nlpid
random-detect attach sanjose
!
random-detect-group sanjose
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precedence 0 200 1000 10
precedence 1 300 1000 10
precedence 2 400 1000 10
precedence 3 500 1000 10
precedence 4 600 1000 10
precedence 5 700 1000 10
precedence 6 800 1000 10
precedence 7 900 1000 10

例：VC クラスを使用した VC バンドルの設定
この例では、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）を IPルーティングプロトコルとし
て使用するルータに VCバンドル管理を設定します。

Bundle-Class クラス
最初に、この設定では、VCパラメータのコンフィギュレーションコマンドを含む bundle-classと
いう名前のVCクラスを定義します。bundle-classクラスがバンドルレベルで適用されると、その
バンドルに属しているすべての VCにこれらのパラメータが適用されます。バンドル VCモード
のバンドルの個々の VCに直接適用されたコマンドは、バンドルレベルでグローバルに適用され
たコマンドよりも優先されます。階層の優先ルールを考慮すると、クラスbundle-classが適用され
るバンドルに属する VCは、aal5snapカプセル化、ブロードキャストオン、Inverse ARPを使用し
た IPアドレスの解決、OAMのイネーブル化などのパラメータを特性として持ちます。

router isis
net 49.0000.0000.0000.1111.00
vc-class atm bundle-class
encapsulation aal5snap
broadcast
protocol ip inarp
oam-bundle manage 3
oam retry 4 3 10

次の設定のセクションで、そのVCにクラスを割り当てることによって、バンドル内の個々のVC
に適用可能なパラメータを指定するコマンドを含んだ VCクラスを定義します。

Control-Class クラス
control-classという名前のクラスを VCに適用すると、VCは IPプレシデンスレベルが 7のトラ
フィックを伝送します。このクラスを割り当てた VCがダウンした場合はバンドルも一緒にダウ
ンします。これは、このクラスが VCを保護された VCにするためです。このクラスを使用する
VCの QoSタイプは vbr-nrtです。

vc-class atm control-class
precedence 7
protect vc
vbr-nrt 10000 5000 32

Premium-Class クラス
premium-classという名前のクラスをVCに適用すると、そのVCは IPプレシデンスレベルが 6と
5のトラフィックを伝送します。このVCでは他のトラフィックのバンピングを許可しません。こ
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のクラスが適用された VCがダウンした場合、バンピングされたトラフィックは IPプレシデンス
レベルが 7のVCにリダイレクトされます。このクラスは、VCをバンドルの保護されたグループ
のメンバにします。保護されたグループのすべてのメンバがダウンした場合は、バンドルもダウ

ンします。このクラスを使用する VCの QoSタイプは vbr-nrtです。

vc-class atm premium-class
precedence 6-5
no bump traffic
protect group
bump explicitly 7
vbr-nrt 20000 10000 32

Priority-Class クラス
priority-classという名前のクラスを VCに適用すると、VCは IP Precedenceの範囲が 4～2のトラ
フィックを伝送するように設定されます。この VCは明示的なバンピングルールを使用し、トラ
フィックをバンプできるようにします。この VCはバンドルの保護されたグループに属していま
す。このクラスを使用する VCの QoSタイプは ubr+です。

vc-class atm priority-class
precedence 4-2
protect group
ubr+ 10000 3000

Basic-Class クラス
basic-classという名前のクラスを VCに適用すると、その VCは precedence otherコマンドを使用
して設定され、プロファイルに指定されていない IPプレシデンスレベルを持つトラフィックを伝
送します。このクラスを使用する VCは、バンドルの保護されたグループに所属します。このク
ラスを使用する VCの QoSタイプは ubrです。

vc-class atm basic-class
precedence other
protect group
ubr 10000

次のコマンドセットは、ルータのサブインターフェイスが 3つのネイバーへの接続に使用する 3
つのバンドルを設定します。これらのバンドルは new-york、san-francisco、および los-angelesと呼
ばれます。バンドル new-yorkには 4つの VCメンバ、バンドル san-franciscoには 4つの VCメン
バ、バンドル los-angelesには 3つの VCメンバがあります。

new-york バンドル
この例の最初の部分では、サブインターフェイスの IPアドレスとルータのプロトコル（ルータは
IPルーティングプロトコルとして IS-ISを使用）を指定します。また、1つめのバンドルnew-york
を作成し、バンドルコンフィギュレーションモードを開始します。

interface atm 1/0.1 multipoint
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ip router isis
bundle new-york
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バンドルコンフィギュレーションモード内から、コンフィギュレーションの次の部分では 2つの
プロトコルコマンドを使用して IPと開放型システム間相互接続（OSI）のトラフィックフローを
バンドル内で有効にします。OSIルーティングパケットは、バンドルで一番優先度の高い VCを
使用します。OSIデータパケットがある場合は、バンドル内の最下位の先行 VCを使用します。
設定されている場合、IPXや AppleTalkなどの他のプロトコルは常にバンドル内の最下位の先行
VCを使用します

先行するコマンドと後続のコマンドのインデントレベルが示すように、new-yorkバンドルの下位
には、プロトコルを設定するコマンドと、bundle-classというクラスをそれに適用するコマンドが
あります。

protocol ip 1.1.1.2 broadcast
protocol clns 49.0000.0000.2222.00 broadcast
class-bundle bundle-class

bundle-classというクラスは、バンドル new-yorkに適用され、protocol ip inarpコマンドを含んで
います。継承ルールに従って、バンドルレベルで設定される protocol ipは、bundle-classクラスに
指定された protocol ip inarpよりも優先されます。

pvc-bundle ny-control 207で始まる次の一連の下位コマンドは、（ny-control、ny-premium、
ny-priority、および ny-basicという）4つの VCをバンドル new-yorkに追加します。特定のクラス
（この設定例で事前に定義したクラスの 1つ）が各 VCに適用され、そのクラスに含まれている
コマンドによって指定されたパラメータで設定されます。

この設定の場合と同様、バンドルに属する個々の VCを設定するには、ルータがマザーバンドル
に対してバンドルモードである必要があります。バンドルに所属する各 VCでは、下位のモード
は特定の VCの pvcモードです。

次のコマンドでは、バンドル new-yorkの個々の VCを設定します。

pvc-bundle ny-control 207
class-vc control-class
pvc-bundle ny-premium 206
class-vc premium-class
pvc-bundle ny-priority 204
class-vc priority-class
pvc-bundle ny-basic 201
class-vc basic-class

san-francisco バンドル
次のコマンドセットは、san-franciscoという名前のバンドルを作成し、設定します。バンドルコ
ンフィギュレーションレベルでは、bundle-classクラスに含まれるコンフィギュレーションコマ
ンドは、バンドル san-franciscoおよびバンドルに所属する個々の VCに属します。そのため、
pvc-bundleコマンドはバンドルに追加するために個々のVCに対して実行されます。VCが追加さ
れ、バンドル VCコンフィギュレーションモードが開始されると、特定の事前設定済みのクラス
が VCに割り当てられます。そのクラスを構成するコンフィギュレーションコマンドは、VCの
設定に使用されます。この時点で階層のルールが適用されます。適用されたクラスに含まれてい

るコマンドパラメータは、バンドルコンフィギュレーションレベルで適用された同じパラメー

タによって置き換えられ、それらのパラメータは VCに直接適用された同じパラメータによって
置き換えられます。

bundle san-francisco
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protocol clns 49.0000.0000.0000.333.00 broadcast
inarp 1
class-bundle bundle-class
pvc-bundle sf-control 307
class-vc control-class
pvc-bundle sf-premium 306
class-vc premium-class
pvc-bundle sf-priority 304
class-vc priority-class
pvc-bundle sf-basic 301
class-vc basic-class

los-angeles バンドル
次のコマンドセットは、los-angelesという名前のバンドルを作成して設定します。バンドルコン
フィギュレーションレベルでは、bundle-classクラスに含まれるコンフィギュレーションコマン
ドは、バンドル los-angelesおよびバンドルに所属する個々のVCに属します。そのため、pvc-bundle
コマンドはバンドルに追加するために個々のVCに対して実行されます。VCが追加され、バンド
ルVCコンフィギュレーションモードが開始されると、VCに優先度が設定され、そのVCは保護
されたグループ（protectグループ）のメンバとして設定されるか、個別に保護された VCとして
設定されます。特定のクラスが各 VCに割り当てられて、さらに特徴付けられます。階層のルー
ルが適用されます。バンドルコンフィギュレーションレベルでバンドル全体に適用したパラメー

タよりもバンドル VCコンフィギュレーションレベルで VCにクラス内で適用した同じパラメー
タのほうが優先され、さらに、それらのパラメータよりも VCに直接かつ個別に適用したコマン
ドのパラメータが優先されます。

bundle los-angeles
protocol ip 1.1.1.4 broadcast
protocol clns 49.0000.0000.4444.00 broadcast
inarp 1
class-bundle bundle-class
pvc-bundle la-high 407
precedence 7-5
protect vc
class-vc premium-class
pvc-bundle la-mid 404
precedence 4-2
protect group
class-vc priority-class
pvc-bundle la-low 401
precedence other
protect group
class-vc basic-class

例：スタンドアロン VC での VC 単位の WFQ と CBWFQ
次に、2つのクラスマップを作成し、それらの一致基準を定義する例を示します。最初のマップ
クラス class1では、番号付きのアクセスコントロールリスト（ACL）101を一致条件として使用
します。2つめのマップクラス class2では、番号付きの ACL 102を一致基準として使用します。

次に、policy1というポリシーマップにこれらのクラスを組み込む例を示します。class1のポリシー
では、このクラスのために予約されたキューに対して、最小帯域幅の割り当て要求に 500 kbps、
最大パケット数の制限が 30と指定されています。class2のポリシーでは、最小帯域幅の割り当て
要求に 1000 kbpsのみが指定されているため、デフォルトのキュー制限は 64パケットであると想
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定されます。policy1を構成する 2つのクラスの帯域幅要求の合計が、ポリシーマップがアタッチ
された ciscoという名前の PVCの総帯域幅（2000 kbps）の 75%になることに注意してください。

この例では、policy1というポリシーマップをPVCに適用します。ポリシーマップ policy1がPVC
に適用されると、そのクラスによってその PVCの CBWFQサービスポリシーが構成されます。
この PVCで送信されるパケットの一致基準をACL 101および 102と照合して確認し、それに応じ
て分類します。

class-defaultコマンドはこのポリシーマップに対して明示的に設定されていないため、サービス
ポリシーを構成している 2つのクラスの一致基準を満たさないすべてのトラフィックが事前定義
された class-defaultクラスによって処理されます。これによって、ベストエフォートのフローベー
スのWFQが実現します。

class-map class1
match access-group 101
class-map class2
match access-group 102
policy-map policy1
class class1
bandwidth 500
queue-limit 30
class class2
bandwidth 1000

interface ATM1/1/0.46 multipoint
ip address 200.126.186.2 255.255.255.0
pvc 46
vbr-nrt 2000 2000
encap aal5snap
service policy output policy1

例：バンドルメンバー VC での VC 単位の WFQ と CBWFQ
次の例では、VC単位のWFQおよびCBWFQがイネーブルであり、サービスポリシーが設定され
ているメンバを持つ san-franciscoという名前の PVCバンドルを示します。次の例では、次のポリ
シーマップに含まれているクラスが定義されており、ポリシーマップの policy1、policy2、およ
び policy4が作成されていると想定しています。各 PVCでは、IP/ATM間 CoS pvc-bundleコマン
ドを使用して、指定されたポリシーマップを適用する PVCを指定します。

PVC 0/34および 0/31には、同じポリシーマップ policy2がアタッチされていることに注意してく
ださい。同じポリシーマップを複数の VCに割り当てることはできますが、各 VCに割り当てる
ことができるのは、出力 PVCで適用されるポリシーマップ 1つのみです。

bundle san-francisco
protocol ip 1.0.2.20 broadcast
encapsulation aal5snap
pvc-bundle 0/35
service policy output policy1
vbr-nrt 5000 3000 500
precedence 4-7
pvc-bundle 0/34
service policy output policy2
vbr-nrt 5000 3000 500
precedence 2-3
pvc-bundle 0/33
vbr-nrt 4000 3000 500
precedence 2-3
service policy output policy4
pvc-bundle 0/31
service policy output policy2
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第 5 章

複雑な階層型スケジュール：フラグメント

化されたポリシー（ポリシー集約）

QoSのポリシー集約機能は、異なるサブインターフェイス上のポリシーマップにあるデフォル
トのトラフィッククラスのモジュラQoSCLI（MQC）設定をサポートし、1つのユーザ定義トラ
フィッククラスとしてメインインターフェイスのポリシーマップのキューに投入されます。こ

れは、同じ物理インターフェイス上に複数のサブインターフェイスポリシーマップがあり、そ

れらのサブインターフェイス上でデフォルトのトラフィッククラスに同じ処理をする QoS設定
に最も適しています。

Cisco IOS XEリリース 2.6以降、QoSのポリシー集約機能が強化され、DiffServコードポイント
（DSCP）トラフィッククラスなど、完全優先転送（EF）、相対的優先転送 1（AF1）、および
AF4トラフィッククラスなどの他のトラフィッククラス用のプライマリインターフェイスでの
キューイング集約をサポートしています。この強化により、VLANサブインターフェイスからの
どのようなトラフィッククラスも、メインインターフェイスのポリシーマップでそのトラフィッ

ククラス用の共通キューを共有できます。強化の内容には、これらのクラスの集約レベルで行

われるドロップの統計情報を設定および表示できる機能も含まれています。

• QoSの前提条件：ポリシー集約, 54 ページ

• QoSの制約事項：ポリシー集約, 54 ページ

• QoSについて：ポリシー集約, 54 ページ

• QoSの設定例：ポリシー集約, 59 ページ

• QoSの設定方法：ポリシー集約MQC, 69 ページ

• QoSの設定例：ポリシー集約, 75 ページ

• その他の参考資料, 79 ページ

• QoSの機能情報：ポリシー集約, 80 ページ
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QoS の前提条件：ポリシー集約
•この機能はMQCを使用して設定されます。

•メインインターフェイス上のすべてのトラフィックは、1つ以上のサブインターフェイスを
通じて着信する必要があります。

QoS の制約事項：ポリシー集約
•複数のポリシーマップを含む複数のサブインターフェイスを同じ物理インターフェイスに適
用する場合にのみ適用します。この機能を使用して、異なる物理インターフェイス上のポリ

シーマップのデフォルトのトラフィッククラスやその他のトラフィッククラスをまとめて

分類することはできません。

• Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のサブインターフェイスポリシーマップとメインイン
ターフェイスポリシーマップでの特定のトラフィッククラスの設定には異なる動作があり、

キューイングの結果も異なります。3ページの「QoSポリシー集約MQCの概要」の項と、4
ページの「複数キューの集約に対する元の機能とMQCサポートの違い」の項を参照してく
ださい。

•ギガビットイーサネットインターフェイスでは service-fragmentキーワードのみがサポート
されています。ファストイーサネットインターフェイスではサポートされていません。

QoS について：ポリシー集約

クラス定義文内のフラグメント

QoSのポリシー集約は、クラス定義文にフラグメントという発想を取り入れています。ポリシー
マップ中で、デフォルトトラフィッククラス定義文をフラグメントとしてマークできます。同じ

インターフェイス上の他のポリシーマップでも、必要に応じてそのデフォルトトラフィックク

ラス文をフラグメントとして定義できます。その後、サービスフラグメントクラス定義ステート

メントを使用して個別のポリシーマップを作成し、すべてのフラグメントに 1つのグループとし
て QoSを割り当てるために使用できます。

次の図に、フラグメントを使用していない 3つのポリシーマップが適用された 1つの物理イン
ターフェイスの例を示します。各ポリシーマップには、独自のポリシーマップ内でデフォルト
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トラフィックのトラフィックのみを分類できるデフォルトのトラフィッククラスがあることに注

意してください。

図 1：フラグメントなしで設定した 3 つのポリシーマップ

次の図にフラグメントを使用して設定した同じ設定を示し、フラグメントをまとめて分類するク

ラス定義文を使用して 4つめのポリシーマップを追加します。デフォルトのトラフィッククラス
は、個々のポリシーマップ内の 3つの個別のデフォルトのトラフィッククラスとしてではなく、
1つのサービスフラグメントグループとして分類されます。

図 2：フラグメントを使用して設定した 3 つのポリシーマップ

Gigabit EtherChannel バンドルのフラグメント
Gigabit Etherchannelバンドルに対してフラグメントを設定すると、fragmentキーワードを使用し
て設定したデフォルトのトラフィッククラスを持つポリシーマップがメンバーサブインターフェ

イスのリンクに適用され、フラグメントをまとめて分類するように service-fragmentキーワード
を使用して設定したトラフィッククラスを持つポリシーマップが物理インターフェイスに適用さ

れます。
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特定のポートチャネルのメンバーリンクで現在アクティブなフラグメントを使用して設定したす

べてのポートチャネルサブインターフェイスは、そのメンバーリンクに集約サービスフラグメ

ントクラスを使用します。メンバーリンクがダウンすると、セカンダリメンバーリンクに切り

替わる必要があるポートチャネルのサブインターフェイスは、新しいインターフェイスに集約サー

ビスフラグメントを使用します。

ポリシーマップ内のフラグメントトラフィッククラス

ポリシーマップのデフォルトの classステートメントのみがフラグメントとして設定できます。

フラグメントは、複数のポリシーマップが同じ物理インターフェイスに適用されている場合にの

み機能します。このプロセスを使用して、異なる物理インターフェイス上のポリシーマップのフ

ラグメントとしてデフォルトのトラフィッククラスを分類することはできません。

fragmentキーワードが入力されているクラスではキューイング機能だけが許可され、fragment
キーワードが使用されているクラスでは1つ以上のキューイング機能を入力する必要があります。

fragmentキーワードを使用したクラスがあるポリシーマップは、インターフェイスから出て行く
トラフィックのみに適用できます（service-policyoutputコマンドを使用してインターフェイスに
適用したポリシーマップ）。

fragmentsキーワードは、子ポリシーマップには入力できません。

サービスフラグメントトラフィッククラスについて

サービスフラグメントを使用すると、同じ物理インターフェイスからのフラグメントのみをまと

めて分類できます。同じサービスフラグメントを使用して、別のインターフェイスからのフラグ

メントを分類することはできません。

service-fragmentキーワードが入力されているクラスではキューイング機能だけが許可され、
service-fragmentキーワードが使用されているクラスでは 1つ以上のキューイング機能を入力する
必要があります。

service-fragmentキーワードを使用したクラスがあるポリシーマップは、インターフェイスから
出て行くトラフィックのみに適用できます（service-policyoutputコマンドを使用してインターフェ
イスに適用したポリシーマップ）。

service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスは、インターフェイス上にまだ設定されて
いるフラグメントに QoSをまとめて適用するために使用中である場合は削除できません。
service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスを削除するには、そのサービスフラグメ
ントを削除する前にフラグメントトラフィックのクラスを削除します。

service-fragmentキーワードは、子ポリシーマップに入力できません。

QoS：ポリシー集約 MQC
メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機能
は、フラグメントの設定とサービスフラグメントの設定を使用した class-defaultトラフィックの
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以前の集約のサポートを、次の図に示すように、メインインターフェイスのポリシーマップで集

約されたDSCPベースのトラフィッククラスなどのサブインターフェイスのポリシーマップ内の
ユーザ定義の他のトラフィッククラスに拡張します。

キューイングがサブインターフェイスのポリシーマップのトラフィッククラスに設定されていな

い場合は、accountコマンドを使用して、これらのクラスの集約レベルで行われるキューイングの
ドロップを追跡でき、show policy-map interfaceコマンドを使用して表示できます。

図 3：メインインターフェイスでの複数のキュー集約に対する MQC サポート機能のポリシーマップの概要

複数キュー集約の元の機能と MQC サポートの違い
元の QoSポリシー集約機能と、メインインターフェイスでの複数キュー集約に対するMQCサ
ポート機能での機能拡張間の設定の一部は似ているように見えますが、キューイング動作と内部

データの処理に重要ないくつかの違いがあります。

たとえば、どちらの設定も、サブスクライバポリシーマップの classclass-defaultコマンドの
fragmentキーワードを共有し、これを使用する必要があるだけでなく、集約トラフィックに対し
て共通のポリシー処理を実現するために、メインインターフェイスのポリシーマップのユーザ定

義クラスに service-fragmentキーワードを設定する必要があります。ただし、この設定を使用す
ると、元のQoSポリシー集約の実装と、強化されたQoSポリシー集約の実装とでは動作に違いが
生じます。

•フラグメントとサービスフラグメントアーキテクチャを使用した元の実装（Cisco IOSXEリ
リース 2.6よりも前）では、すべてのデフォルトクラスのトラフィックと、サブインター
フェイスで定義されたキューイング機能を備えていないクラスのすべてのトラフィックが

class-defaultキューに移動し、メインポリシーマップで定義されている共通のユーザ定義の
キューとポリシーに集約されます。サブインターフェイスの（同じ物理インターフェイス上
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の複数のサブスクライバからなどの）トラフィック集約は、最終的には、デフォルトクラス

である 1つのクラスに対してのみ発生します。

機能の特性は次のとおりです。

◦すべてのサブインターフェイスのトラフィッククラスにキューがあります。ただし、
キューイング機能（priority、shape、bandwidth、queue-limit、fair-queue、random-detect
などのコマンドは設定されていない）を使用してトラフィッククラスがサブインター

フェイスのポリシーマップに設定されていない場合、トラフィックはclass-defaultキュー
に割り当てられます。

◦ fragmentキーワードをサブインターフェイス classclass-defaultの設定と、service-fragment
設定をメインインターフェイスクラスで使用するときに、複数のサブインターフェイ

スからのデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシー

マップに集約できます。

◦ fragmentと service-fragmentの設定を使用しないサブインターフェイスのトラフィック
クラスに対しては、メインインターフェイスのポリシーマップでの分類は行われず、サ

ポートもされていません。

◦キューイングは、サブインターフェイスのポリシーマップでキューイング機能を使用し
て定義した他のトラフィッククラスのサブインターフェイスで実行されます。

•フラグメントとサービスフラグメント機能を使用するメインインターフェイスでの複数
キューの集約に対するMQCサポート機能が強化された実装（Cisco IOS XEリリース 2.6以
降）でも、デフォルトのすべてのクラスのトラフィックも class-defaultキューに移動し、メ
インポリシーマップで定義された共通のユーザ定義キューとポリシーに集約されます。た

だし、集約ポリシーについては、DSCPベースのサブスクライバトラフィッククラスなどの
他のクラスもサポートされています。これらのトラフィッククラスは、サブスクライバポ

リシーマップの account以外のキューやキューイング機能をサポートしていません。フラグ
メントとサービスフラグメントアーキテクチャを使用することによって、（同じ物理イン

ターフェイス上の複数のサブスクライバからの）これらの他のサブスクライバトラフィック

クラスがメインポリシーマップでこれらの同じクラスに対して定義されている集約トラ

フィックに対して共通のポリシー処理が実現します。

機能の特性は次のとおりです。

◦設定されたキューイング機能がないサブインターフェイスのトラフィッククラスには、
サブスクライバレベルのキューがありません。

◦ fragmentキーワードをサブインターフェイス classclass-defaultの設定と、service-fragment
設定をメインインターフェイスクラスで使用するときに、複数のサブインターフェイ

スからのデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシー

マップに集約できます。この設定ではさらに、メインインターフェイスの共通ポリシー

マップに集約する他のサブインターフェイスのトラフィッククラス（DSCPベースのク
ラスなど）に対するサポートをイネーブルにします。

◦次の設定要件に従って、他のクラストラフィックを複数のサブインターフェイスからメ
インインターフェイスの共通ポリシーマップに集約できます。
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◦ fragmentキーワードをサブインターフェイスの classclass-default設定で使用し、
service-fragment設定をメインインターフェイスクラスに使用することで、この動作が
有効になります（これは、デフォルトクラスの集約もイネーブルにします）。

◦他のトラフィッククラスについては、サブインターフェイスのポリシーマップでキュー
イング機能を設定しません。

◦他のサブインターフェイスのトラフィッククラスについては、メインインターフェイス
のポリシーマップで集約としてキューイングが実行されます。

◦統計情報の任意のトラッキングをサポートするには、サブインターフェイスのポリシー
マップに accountコマンドを使用します。

キュー制限と WRED しきい値の変更
Cisco IOS XEリリース 2.6の Cisco ASR 1000シリーズルータでは、キュー制限とWREDしきい値
の両方に対する設定単位としてバイト単位の追加を行えます。したがって、このリリースでは、

いくつかの制限がありますが、パケットベースとバイトベースの両方の制限を設定できます。

QoS の設定例：ポリシー集約

例 1：QoS の設定：インターフェイスのポリシー集約

ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定

はじめる前に

この手順では、ポリシーマップ内にデフォルトトラフィッククラスをフラグメントとして設定

する方法のみを示します。これには、ポリシーマップ内の他のクラスや、デバイス上の他のポリ

シーマップの設定に関する手順は含まれていません。

例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設定例を示
します。

（注）

次の例では、BestEffortというフラグメントがポリシーマップ subscriber1とポリシーマップ
subscriber 2に作成されます。この例では、他のトラフィッククラスのキューイング機能はサブイ
ンターフェイスのポリシーマップでサポートされます。

policy-map subscriber1
class voice
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set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を示しま
す。

（注）

また、次に、メインインターフェイスの実装で、複数キューの集約に対する QoSポリシー集約
MQCサポートを使用して、サブインターフェイスのポリシーマップにデフォルトクラスとして
BestEffortというフラグメントを設定する例を示します。この例では、ポリシーマップの他のクラ
スに対してキューイング機能がサポートされていないことに注意してください。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

default classステートメントを複数のサブインターフェイスポリシーマップにフラグメントとし
て設定した後、service-fragmentキーワードを使用した classステートメントを持つ個別のポリシー
マップを設定し、フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必要があ
ります。

次の作業

デフォルトの classステートメントを複数のサブインターフェイスポリシーマップのフラグメン
トとして設定した後に、service-fragmentキーワードを使用して classステートメントの個別のポ
リシーマップを設定し、フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必
要があります。

このタスクについては、8ページの「サービスフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を
参照してください。

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
60

複雑な階層型スケジュール：フラグメント化されたポリシー（ポリシー集約）

例 1：QoS の設定：インターフェイスのポリシー集約



サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定

はじめる前に

次に、ポリシーマップ内にサービスフラグメントトラフィックの classステートメントを設定す
るタスクを示します。サービスフラグメントトラフィッククラスを使用して、他のポリシーマッ

プを以前にフラグメントとして設定した default classステートメントのコレクションに QoSを適
用します。

この手順では、フラグメントのデフォルトトラフィッククラスがすでに作成されていると想定し

ています。フラグメントのデフォルトトラフィッククラスの作成手順については、「ポリシー

マップでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。

すべてのポリシーマップと同様に、設定はインターフェイスに適用されるまで、ネットワークト

ラフィックを管理しません。この手順では、インターフェイスへのポリシーマップの適用プロセ

スは扱いません。

サービスフラグメントを使用すると、同じ物理インターフェイスからのフラグメントのみを

まとめて分類できます。同じサービスフラグメントを使用して、別のインターフェイスから

のフラグメントを分類することはできません。

service-fragmentキーワードが入力されているクラスではキューイング機能だけが許可され、
service-fragmentキーワードが使用されているクラスでは 1つ以上のキューイング機能を入力
する必要があります。

service-fragmentキーワードを使用したクラスがあるポリシーマップは、インターフェイスか
ら出て行くトラフィックのみに適用できます（service-policyoutputコマンドを使用してイン
ターフェイスに適用したポリシーマップ）。

service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスは、インターフェイス上にまだ設定さ
れているフラグメントにQoSをまとめて適用するために使用中である場合は削除できません。
service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスを削除するには、そのサービスフラグ
メントを削除する前にフラグメントトラフィックのクラスを削除します。

service-fragmentキーワードは、子ポリシーマップに入力できません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-nameservice-fragmentfragment-class-name
5. shapeaveragepercentpercent
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するトラフィックポリシーの名前を指定し、ポ

リシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map BestEffortFragments

ステップ 3   

fragment-class-nameに一致するすべてのフラグメント
を合わせたトラフィックのクラスを指定します。他の

classclass-nameservice-fragmentfragment-class-name

例：

Device(config-pmap)# class data
service-fragment BestEffort

ステップ 4   

ポリシーマップでフラグメントを定義する場合、サー

ビスフラグメントクラスを正しく設定するには、

fragment-class-nameがこのコマンドラインの
fragment-class-nameに一致する必要があります。

QoSコンフィギュレーションコマンドを入力します。
フラグメントとして設定されたデフォルトのトラ

shapeaveragepercentpercent

例：

Device(config-pmap-c)# shape average percent
50

ステップ 5   

フィッククラスでは、キューイング機能のみがサポー

トされます。

サポートされているキューイング機能は、bandwidth、
shape、および
random-detectexponential-weighting-constantです。

複数の QoSキューイングコマンドを入力できます。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-pmap-c)# end

ステップ 6   
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例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設定例を示
します。

（注）

次の例では、BestEffortという名前のすべてのフラグメントに QoSを適用するために、ポリシー
マップが作成されます。

policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000

次の例では、2つのフラグメントを作成し、サービスフラグメントを使用してまとめて分類しま
す。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を示しま
す。

（注）

次に、サブインターフェイスポリシーマップに BestEffortという 2つのフラグメントを作成し、
BestEffortというサービスフラグメントを設定してメインインターフェイスのポリシーマップで
キューを集約する例を示します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber2
class voice
set cos 5
account
class video
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set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map main-interface
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1

トラブルシューティングのヒント

同じサービスフラグメントの一部であると思われるすべての classステートメントが同じフラグメ
ントクラス名を共有していることを確認します。

次の作業

ポリシーマップ（トラフィックポリシー）をインターフェイスに適用する必要があります。この

タスクについては、「MQCを使用した QoS機能の適用」の章の「MQCを使用したインターフェ
イスへのトラフィックポリシーの適用」の項を参照してください。

QoS の設定：Gigabit EtherChannel でのポリシー集約
QoSの Gigabit EtherChannelバンドルでのポリシー集約を適切に設定するには、次のアクションを
実行する必要があります。

•サービスフラグメントトラフィッククラスを設定し、主要な物理インターフェイスに適用
する必要があります。

•フラグメントトラフィッククラスを設定し、メンバーリンクのサブインターフェイスに適
用する必要があります。

Gigabit EtherChannel バンドルをサポートする物理インターフェイスでのサービスフ
ラグメントの設定

はじめる前に

この手順では、サービスフラグメントトラフィッククラスがすでに作成されている必要があり

ます。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラスは設

定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、「ポリシーマップでのフラグ

メントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメントのクラス

を作成する手順については、「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照

してください。
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これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能な
オプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィック

クラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用する

手順のみが説明されています。

正しく動作させるには、ポートチャネルのメンバーリンクがダウンしたときに、すべてのメ

ンバーリンクに同じポリシーマップが適用されている必要があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface GigabitEthernetcard/bay/port
4. service-policyoutputservice-fragment-class-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンクの

物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernetcard/bay/port

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/1/0

ステップ 3   

サービスフラグメントのデフォルトのトラフィック

クラスを含むサービスポリシーを物理ギガビット

イーサネットインターフェイスに適用します。

service-policyoutputservice-fragment-class-name

例：

Device(config-if)# service-policy output
aggregate-member-link

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

例

次に、ポリシーマップの集約メンバーリンクを物理インターフェイスに適用する例を示します。

interface GigabitEthernet1/1/1
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
service-policy output aggregate-member-link

次の作業

service-fragmentの定義と fragment-classの定義で、フラグメントクラス名が整合していることを確
認します。「Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設
定」の項に進みます。

トラブルシューティングのヒント

service-fragmentの定義と fragment-classの定義で、サービスフラグメント名が整合していることを
確認します。

次の作業

GigabitEtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスにフラグメントサービスポリシー
を適用します。このタスクについては、14ページの「Gigabit EtherChannelのメンバーリンクサ
ブインターフェイスでのフラグメントの設定」の項を参照してください。

Gigabit EtherChannel メンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設
定

はじめる前に

このタスクでは、サービスフラグメントのトラフィッククラスがすでに作成されている必要があ

ります。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラスは

設定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、6ページの「ポリシーマッ
プでのフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメ
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ントのクラスを作成する手順については、8ページの「サービスフラグメントのトラフィックク
ラスの設定」の項を参照してください。

これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能な
オプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィック

クラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用する

手順のみが説明されています。

フラグメントは、2つ以上の物理インターフェイスのトラフィックに使用できません。この設
定を正しく機能させるには、GECが同じ物理インターフェイス上にすべて存在していなけれ
ばなりません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceport-channelport-channel-interface-number.port-channel-subinterface-number
4. service-policyoutputfragment-class-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネー
ブルにします。

enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力しま
す（要求された場

合）。

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

サブインターフェイスコン

フィギュレーションモード

interfaceport-channelport-channel-interface-number.port-channel-subinterface-number

例：

Router(config)# interface port-channel 1.100

ステッ

プ 3   
を開始し、EtherChannelメ
ンバーリンクのサブイン

ターフェイスを設定しま

す。
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目的コマンドまたはアクション

EtherChannelメンバーリン
クのサブインターフェイス

service-policyoutputfragment-class-name

例：

Router(config-subif)# service-policy output subscriber

ステッ

プ 4   
に対し、フラグメントのデ

フォルトのトラフィックク

ラスが含まれているサービ

スポリシーを適用します。

例

次に、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースの元のQoSのポリシー集約機能に対して
サポートされている設定例を示します。Cisco IOS XEリリース 2.6での更新に関する新しいポ
リシーマップの設定ガイドラインに従うことで、メインインターフェイスでの複数キュー集

約に対する QoSポリシー集約MQCサポート機能に適応できます。

（注）

次の例では、subscriberというサービスポリシーにフラグメントのデフォルトのトラフィックク
ラスがあり、このサービスポリシーが Gigabit EtherChannelバンドルのメンバーリンクのサブイ
ンターフェイスに適用されます。

この例には、フラグメントのデフォルトのトラフィッククラスを Gigabit EtherChannelバンド
ルのメンバーリンクのサブインターフェイスに適用する方法のみが示されています。この設

定は完全ではなく、物理インターフェイスが設定され、サービスフラグメントトラフィック

クラスをサポートするようになるまではデフォルトのトラフィックを適切に分類しません。

（注）

policy-map subscriber
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class class-default fragment BE
shape average 100000000
bandwidth remaining ratios 80

policy-map aggregate-member-link
class BestEffort service-fragment BE
shape average 100000000

!
interface Port-channel1
ip address 172.16.2.3 255.255.0.0
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 192.168.2.100 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
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トラブルシューティングのヒント

この設定は、サービスフラグメントのデフォルトのトラフィックが作成されてフラグメントとし

てマークされたデフォルトのトラフィッククラスを分類するまでは機能しません。このサービス

フラグメントトラフィッククラスは、ネットワークトラフィックに影響を与えるように、この

設定に対して設定する必要があります。

QoS の設定方法：ポリシー集約 MQC
Cisco IOS XEリリース 2.6とそれ以前の Cisco IOS XEソフトウェアリリースでのポリシー集約機
能の設定のサポートにはある程度の下位互換性があります。ただし、QoSに移行する場合、物理
インターフェイスに関するアップグレードガイドライン（メインインターフェイスでの複数キュー

の集約に対するポリシー集約MQCサポート機能の設定）を順守してください。

最適な結果を得るには、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前に実装したサービスポリシー設定が
ある場合は、サポート対象の最新の設定にアップグレードする必要があります。

元のQoSと強化されたQoSのポリシー集約機能の設定は、同じ物理インターフェイス上に混在設
定がない場合は、同じ Cisco ASR 1000シリーズルータ上にのみ存在することができます。つま
り、1つの物理インターフェイスで元の設定をサポートし、別の物理インターフェイスで強化さ
れた設定をサポートできます。

QoSのメインインターフェイスでの複数キューの集約に対するポリシー集約MQCサポート機能
には、元の機能のフラグメントトラフィッククラスと同じ設定が必要です。

classclass-defaultfragmentコマンドを使用して有効にしてから、デフォルトのトラフィッククラ
スと別のトラフィッククラスの両方に対してすべてのサブインターフェイスポリシー集約を定義

します。

QoSのメインインターフェイスでの複数キュー集約に対するポリシー集約MQCサポート機能で
は、集約クラスキューに対するキューイング機能（サブインターフェイスで定義されている対応

するクラスからのトラフィック）はメインインターフェイスのポリシーマップで設定されます。

QoS のサービスポリシーのアップグレード：ポリシー集約 MQC

はじめる前に

QoSをサポートするためのサービスポリシーのアップグレード：メインインターフェイスでの複
数キューの集約に対するポリシー集約MQCサポート機能では、次のネットワーク条件を前提と
しています。

•ネットワークに適した対応する class-mapステートメントがすでに設定されている。

• Cisco IOS XEリリース 2.6より前のデフォルトトラフィッククラスについては、QoSサービ
スポリシーの集約が前もって設定されており、所定の物理インターフェイスとそれに対応す

るサブインターフェイス、あるいはサブスクライバインターフェイスのメインインターフェ

イスポリシーに適用されている。
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• Cisco IOS XEリリース 2.6より前のサービスポリシー集約機能を設定した物理インターフェ
イスと同じインターフェイス上のポートは、「QoS：メインインターフェイスでの複数キュー
の集約に対するポリシー集約MQSのサポート」の設定をサポートする必要がある。

アップグレード作業

手順の概要

1. メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機
能にサービスポリシーを設定します。

2. 以前に設定したポリシー集約機能に対する Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前に設定したサー
ビスポリシーを noservice-policyコマンドと nopolicy-mapコマンドを使用して削除します。

3. メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機
能に対し、service-policyoutputコマンドを次のように使用して、サービスポリシーを適用しま
す。

手順の詳細

ステップ 1 メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機能にサービ
スポリシーを設定します。

18ページの「QoSの設定：ポリシー集約MQCトラフィッククラス」に記載されているタスクを参照し
てください。

ステップ 2 以前に設定したポリシー集約機能に対する Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前に設定したサービスポリ
シーを noservice-policyコマンドと nopolicy-mapコマンドを使用して削除します。
a) 各サブインターフェイスで、noservice-policyコマンドを設定します。最初にサブインターフェイスで
ポリシーを削除してください。

b) 物理インターフェイスで、noservice-policyコマンドを設定します。

ステップ 3 メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機能に対し、
service-policyoutputコマンドを次のように使用して、サービスポリシーを適用します。
a) 物理インターフェイスで、service-policyoutputコマンドを設定します。
b) 各サブインターフェイスで、service-policyoutputコマンドを設定します。
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QoS の設定：ポリシー集約 MQC トラフィッククラス

サブスクライバインターフェイスでのトラフィッククラスの設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-name
5. account [drop]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

設定するトラフィックポリシーの名前を指定し、ポリシーマップ

コンフィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
subscriber1

ステップ 3   

メインインターフェイスポリシーマップで集約するトラフィック

クラスの名前を指定し、ポリシーマップクラスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

classclass-name

例：

Router(config-pmap)# class EF

ステップ 4   

このクラスに対してはキューイング機能を設定しないで

ください。このクラスと物理インターフェイスに関連付

けられたすべてのサブインターフェイスに対してメイン

インターフェイスポリシーマップでキューイングが設定

され、集約されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）dropキーワードですべてのパケットドロップ統計情報を
収集する場合、このコマンドが設定さたトラフィッククラスに一致

account [drop]

例：

Router(config-pmap-c)# account

ステップ 5   

するパケットの統計情報の収集をイネーブルにします。ドロップ統

計情報の収集はデフォルトです。

例

次に、ドロップ統計情報の収集を行うサブスクライバサブインターフェイスでのポリシー集約に

EFトラフィッククラスを設定する例を示します。

policy-map subscriber1
class EF
account

次の作業

集約するすべてのトラフィッククラスに対して次のタスクを実行してから、19ページの「サブイ
ンターフェイスでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項のタスクを実行します。

サブインターフェイスでのフラグメントトラフィッククラスの設定

次の作業

サブインターフェイスのポリシーマップ設定を初期のQoSのポリシー集約機能の実装からアップ
グレードする場合は、noservice-policyコマンドを使用してサブインターフェイスから現在のサー
ビスポリシーを削除します。

service-policyoutputコマンドを使用して、サブインターフェイスの発信トラフィックに新しいポ
リシーマップを適用します。

メインインターフェイスでのトラフィッククラスの設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-name
5. prioritylevellevel
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

設定するトラフィックポリシーの名前を指定し、ポリシーマッ

プコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
main-interface

ステップ 3   

メインインターフェイスポリシーマップで集約するトラフィッ

ククラスの名前を指定し、ポリシーマップクラスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

classclass-name

例：

Router(config-pmap)# class EF

ステップ 4   

QoSコンフィギュレーションコマンドを入力します。prioritylevellevel

例：

Router(config-pmap-c)# priority
level 1

ステップ 5   

現在サポートされているキューイング機能は、bandwidth、
priority、shape、and
random-detectexponential-weighting-constantです。

複数の QoSキューイングコマンドを入力できます。

例

次に、集約サービスフラグメントデータクラスとともに、3つのトラフィッククラスをメインイ
ンターフェイスポリシーマップで設定する例を示します。

policy-map main-interface
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1
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次の作業

次のタスクを実行して集約するすべてのトラフィッククラスに対してキューイング機能を定義し

てから、21ページの「メインインターフェイスでのサービスフラグメントトラフィッククラス
の設定」の項のタスクを実行します。

メインインターフェイスでのサービスフラグメントトラフィッククラスの設定

次の作業

デフォルトの複数の classステートメントをポリシーマップのフラグメントとして設定した後に、
service-fragmentキーワードを使用して classステートメントの個別のポリシーマップを設定し、
フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必要があります。

このプロセスについては、「サービスフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照し

てください。

QoS の設定：ポリシー集約 MQC サポート
QoSのメインインターフェイスでの複数キューの集約に対するポリシー集約MQCサポート機能
は、この拡張機能について記載されたサブスクライバおよびメインインターフェイスの設定ガイ

ドラインに従って、強化されたサービスポリシーの設定もGigabit EtherChannel上でサポートしま
す。

詳細については、次の項を参照してください。

トラフィックポリシークラスのポリシー情報とドロップ統計情報の

確認

accountコマンドを使用してイネーブルになったポリシーマップの設定とサブスクライバのドロッ
プ統計に関する情報を表示するには、show policy-map interfaceコマンドを使用します。

Router# show policy-map interface port-channel 1.1
Port-channel1.1

Service-policy input: input_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
QoS Set
dscp default
No packet marking statistics available

Service-policy output: Port-channel_1_subscriber
Class-map: EF (match-any)
105233 packets, 6734912 bytes
5 minute offered rate 134000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp ef (46)
Match: access-group name VLAN_REMARK_EF
Match: qos-group 3
Account QoS statistics
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Queueing
Packets dropped 0 packets/0 bytes

QoS Set
cos 5
No packet marking statistics available
dscp ef
No packet marking statistics available

Class-map: AF4 (match-all)
105234 packets, 6734976 bytes
5 minute offered rate 134000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp cs4 (32)
Account QoS statistics
Queueing
Packets dropped 0 packets/0 bytes

QoS Set
cos 4
No packet marking statistics available

Class-map: AF1 (match-any)
315690 packets, 20204160 bytes
5 minute offered rate 402000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp cs1 (8)
Match: dscp af11 (10)
Match: dscp af12 (12)
Account QoS statistics
Queueing
Packets dropped 0 packets/0 bytes

QoS Set
cos 1
No packet marking statistics available

Class-map: class-default (match-any) fragment Port-channel_BE
315677 packets, 20203328 bytes
5 minute offered rate 402000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any
Queueing
queue limit 31250 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 315679/20203482
bandwidth remaining ratio 1

QoS の設定例：ポリシー集約

例：QoS：ポリシー集約

次の例には、Cisco IOS XEリリース 2.6より前の元のQoSポリシー集約機能でサポートされて
いる設定が示されています。

（注）

次に、QoSのポリシー集約を使用してトラフィックのフラグメントクラスを定義し、BestEffortと
いう名前のデフォルトのトラフィッククラスを使用してデフォルトのトラフィックを分類する例

を示します。subscriber1と subscriber2というポリシーマップからのすべてのデフォルトのトラ
フィックは、BestEffortというフラグメントデフォルトのトラフィッククラスの一部です。この
デフォルトのトラフィックが、service-fragmentキーワードと shapeコマンドを使用する、dataと
いうクラスを作成することによってまとめてシェーピングされます。

この例では、次の点に注意してください。

•各フラグメントデフォルトのトラフィッククラスのクラス名は「BestEffort」です。
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•クラス名の「BestEffort」は、service-fragmentキーワードが入力されるクラスの定義にも使
用します。このクラスは、「BestEffort」というフラグメントデフォルトのトラフィックク
ラスを使用して転送されるすべてのトラフィックにシェーピングポリシーを適用します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map input_policy
class class-default
set dscp default

policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000

interface portchannel1.1001
encapsulation dot1q 1001
service-policy output subscriber1
service-policy input input_policy
interface portchannel1.1002
encapsulation dot1q 1002
service-policy output subscriber2
service-policy input input_policy
interface gigabitethernet 0/1
description member-link1
port channel 1
service-policy output main-interface
interface gigabitethernet 0/2
description member-link2
port channel 1
service-policy output main-interface

例：Gigabit EtherChannel QoS ポリシー集約

次の例には、Cisco IOS XEリリース 2.6より前の元のQoSポリシー集約機能でサポートされて
いる設定が示されています。

（注）

次に、BEという名前のフラグメントクラスを使用してポリシーマップサブスクライバを設定す
る例を示します。フラグメントは、aggregate-member-linkという名前のポリシーの一部として設定
します。ポリシーマップサブスクライバがバンドルのサブインターフェイスに適用され、ポリ

シーマップ aggregate-member-linkが物理インターフェイスに関連付けられます。

port-channel load-balancing vlan-manual
class-map match-all BestEffort
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!
class-map match-all video
!
class-map match-all voice
!
policy-map subscriber
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class class-default fragment BE
shape average 100000000
bandwidth remaining ratios 80

policy-map aggregate-member-link
class BestEffort service-fragment BE
shape average 100000000

!
interface Port-channel1
ip address 10.1.1.3 255.255.0.0
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 10.1.2.1 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.200
encapsulation dot1Q 200
ip address 10.1.2.2 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.300
encapsulation dot1Q 300
ip address 10.1.2.3 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface GigabitEthernet1/1/1
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link

例：メインインターフェイスでの QoS ポリシー集約

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降にサポートされている設定例を示します。（注）

Port-channel_1_main_policyというメインインターフェイスポリシーマップで、DSCPベースのサ
ブスクライバトラフィッククラスのキューイング機能を設定します。また、メインインターフェ

イスキューに実装されているバイトベースのキュー制限とランダム検出のしきい値の使用法も確

認できます。

サブスクライバクラスのデフォルトのフラグメントクラスからのトラフィックを集約するように

Port-channel_BEというサービスフラグメントも設定します。

policy-map Port-channel_1_main_policy
class EF
priority level 1
queue-limit 547500 bytes
class AF4
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priority level 2
queue-limit 4037500 bytes
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
queue-limit 750000 bytes
random-detect dscp-based
random-detect dscp 8 750000 bytes 750000 bytes
random-detect dscp 10 750000 bytes 750000 bytes
random-detect dscp 12 600000 bytes 675000 bytes
class data service-fragment Port-channel_BE
shape average 250000000
bandwidth remaining ratio 1

!

この例では、Port-channel_BEというフラグメントクラスを使用してポリシーマップ
Port-channel_1_subscriberを設定します（簡単にするために、単一のサブインターフェイスポリ
シーのみを示します）。これにより、サブスクライバトラフィッククラスのキューイングとポリ

シー集約がメインインターフェイスポリシーマップでイネーブルになります。

Port-channel_1_subscriberポリシーマップは、EF、AF4、およびAF1のDSCPベースのトラフィッ
ククラスを特定し、これらのクラスのドロップ統計情報の収集をイネーブルにします。

policy-map Port-channel_1_subscriber
class EF
account
set cos 5
set dscp ef
class AF4
account
set cos 4
class AF1
account
set cos 1
class class-default fragment Port-channel_BE
bandwidth remaining ratio 1
queue-limit 31250 bytes

!
port-channel load-balancing vlan-manual
!
interface Port-channel1
no ip address
no negotiation auto
!

サービスポリシーは、次に示すように、最初に物理インターフェイスに適用されてから、サブイ

ンターフェイスに適用されます。

interface GigabitEthernet1/2/0
no ip address
negotiation auto
no cdp enable
service-policy output Port-channel_1_main_policy
channel-group 1
!
interface GigabitEthernet2/2/0
no ip address
negotiation auto
service-policy output Port-channel_1_main_policy
channel-group 1
!
interface Port-channel1.1
encapsulation dot1Q 2 primary GigabitEthernet1/2/0 secondary GigabitEthernet2/2/0
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
service-policy output Port-channel_1_subscriber
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイ
ス

「比率を使用した余剰帯域幅配分」モジュール比率を使用した余剰帯域幅配分

「トラフィックシェーピングを使用したパケッ

トフローの制御」モジュール

クラスベースのシェーピング

標準

タイトル規格

この機能でサポートされる新規または改訂され

た標準規格はありません。また、この機能によ

る既存の標準規格サポートの変更はありませ

ん。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

タイトルRFC

新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

QoS の機能情報：ポリシー集約
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：QoS の機能情報：ポリシー集約

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

次のコマンドが変更されまし

た。class(policy-map)。

Cisco IOS XEリリース 2.1QoS：ポリシー集約
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機能情報リリース機能名

この機能は、EF、AF1、および
AF4のトラフィッククラスな
どのDSCPベースのクラスを含
め、他のトラフィッククラス

に対するプライマリインター

フェイスでのキューイング集約

をサポートするように強化され

ました。この機能強化により、

異なるサブインターフェイスか

らの他のトラフィッククラス

がそのトラフィッククラスの

共通キューを共有します。この

他に、集約キューでのサブスク

ライバ単位のドロップ統計情報

やバイトベースのキュー制限、

WREDしきい値などが強化さ
れています。

Cisco IOS XEリリース 2.6で
は、
CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB
のサポートが追加されました。

新規コマンド、または変更され

たコマンドは、次のとおりで

す。account、
showpolicy-mapinterface。

Cisco IOS XEリリース 2.6QoS：メインインターフェイス
での複数キュー集約に対するポ

リシー集約MQCサポート
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第 6 章

レガシー QoS コマンドの廃止予定

これらの隠しコマンドによって提供される機能は、モジュラQoSCLI（MQC）経由で提供される
同様の機能に置き換えられています。MQCは、シスコプラットフォームでQoSを設定するため
の、プラットフォームに依存しないコマンドです。これは、今すぐ、トラフィッククラスを定

義して、それらのクラスを含むトラフィックポリシーを作成し、それらのポリシーを必要なイ

ンターフェイスに適用することによって、QoSをプロビジョンする必要があることを意味しま
す。このマニュアルでは、隠しコマンドとそれらの代替MQCコマンドを一覧表示します。

• 機能情報の確認, 83 ページ

• レガシー QoSコマンドの廃止予定に関する情報, 84 ページ

• その他の参考資料, 94 ページ

• レガシー QoSコマンドの廃止予定に関する機能情報, 95 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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レガシー QoS コマンドの廃止予定に関する情報

MQC を使用して適用した QoS 機能
MQC構造を使用すると、トラフィッククラス（クラスマップとも呼ぶ）を定義したり、トラ
フィックポリシー（ポリシーマップとも呼ぶ）を作成したり、インターフェイスへトラフィック

ポリシーを適用したりすることができます。これは、次の 3つレベルのステップから構成されて
います。

1 class-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスを定義します。トラフィッククラスは、
トラフィックの分類に使用します。

2 policy-mapコマンドを使用して、トラフィックポリシーを定義します。トラフィックポリシー
には、1つのトラフィッククラスと、そのトラフィッククラスに適用する 1つ以上の QoS機
能が含まれます。トラフィックポリシー内の QoS機能によって、分類されたトラフィックの
処理方法が決まります。

3 service-policyコマンドを使用して、インターフェイスにトラフィックポリシーを適用します。

ステップ 1および 3には、レガシー QoSの隠しコマンドが含まれていません。つまり、このド
キュメントの対象範囲に入っていません。この 2つのステップの詳細については、『Quality of
Service Solutions Configuration Guide』の「Applying QoS Features Using the MQC」モジュールを参照
してください。

隠しレガシーコマンド

次の表に、隠しコマンドまたは削除済みコマンドのリストを示します。また、代替コマンド（ま

たは一連のコマンド）も示します。

表 10：代替コマンドへの隠しコマンド、削除済みコマンド、またはサポート対象外のコマンドのマップ

代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

重み付けランダム早期検出または分散重み付けランダム早期検出のパラメータグループの設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

コマンド

• random-detect-group

• random-detect（VC単位）

このコマンドは、Cisco IOSリ
リース 15.0(1)Sではサポートさ
れていません。

（注）

コマンドの使用方法

Router(config)# random-detect-group
group-name [dscp-based|prec-based]
Router(config)# interface atm type
number
Router(config-if)# pvc [name] vpi/vci
Router(config-if-atm-vc)# random-detect
[attach group-name ]

重み付けランダム早期検出の設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map

policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# random-detect dscp
dscp-value min-threshold max-threshold[
mark-probability-denominator]
Router(config-pmap-c)# random-detect clp
clp-value min-threshold
max-threshold[mark-probability-denominator]
Router(config-pmap-c)# random-detect cos
cos-value min-threshold
max-threshold[mark-probability-denominator]
Router(config-pmap-c)# random-detect
discard-class discard-class-value min-threshold
max-threshold[ mark-probability-denominator]
Router(config-pmap-c)# random-detectprecedence
ip-precedence min-threshold
max-threshold[mark-probability-denominator]
Router(config-pmap-c)# random-detect
precedence-based
Router(config-pmap-c)# random-detect ecn
Router(config-pmap-c)# random-detect
exponential-weighting-constant exponent
Router(config-pmap-c)# random-detect cos-based
Router(config-pmap-c)# random-detect dscp-based

コマンド

• random-detect

• random-detect dscp

• random-detect（dscp-basedキーワード）

• random-detect flow

• random-detect
exponential-weighting-constant

• random-detect（prec-basedキーワード）

• random-detect precedence

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# random-detect [number]
Router(config-if)# random-detect
exponential-weighting-constant exponent
Router(config-if)# random-detect flow
Router(config-if)# random-detect
precedence {precedence|rsvp}
min-threshold max-threshold
max-probability-denominator
Router(config-if)# random-detect
prec-based
Router(config-if)# random-detect
dscp-based
Router(config-if)# random-detect dscp
dscp-value min-threshold
max-threshold[max-probability-denominator]
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

コマンド

• random-detect flow

• random-detect flow average-depth-factor

• random-detect flow count

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# random-detect [number]

Router(config-if)# random-detect flow
Router(config-if)# random-detect flow
count number
Router(config-if)# random-detect flow
average-depth-factor scaling-factor

帯域幅割り当ての設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth{bandwidth-in-kbps
|remaining percent percentage | percent
percentage}

コマンド

• max-reserved-bandwidth

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# max-reserved-bandwidth
percentage

カスタムキューイングの設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth{
bandwidth-in-kbps |remaining percent percentage
|percent percentage}

コマンド

• custom-queue-list

このコマンドは、Cisco IOSリ
リース 15.0(1)Sではサポートさ
れていません。

（注）

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)#
custom-queue-list[list-number]

プライオリティキューイングの設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-name
Router(config-pmap-c)# priority

コマンド

• ip rtp priority

• ip rtp reserve

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# ip rtp priority
starting-port-number port-range bandwidth
Router(config)# interface type number
Router(config-if)# ip rtp reserve
lowest-udp-port range-of-ports
[maximum-bandwidth] 1000

重み付け均等化キューイングの設定

コマンドの使用方法（Cisco IOSリリース 15.0(1)S）

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue

コマンドの使用方法（Cisco IOSリリース15.1(3)T）

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue[dynamic-queues
]

コマンド

• fair-queue (WFQ)

コマンドの使用方法（Cisco IOSリリース
15.0(1)S）

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# fair-queue

コマンドの使用方法（Cisco IOSリリース
15.1(3)T）

Router(config)# interfacetype number
Router(config-if)# fair-queue
[congestive- discard-threshold [
dynamic-queue-count
[reserved-queue-count]]]

インターフェイスへのポリシーグループの割り当て

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap-c)# priority bandwidth-in-kbps
[burst-in-bytes]
Router(config-pmap-c)# priority percent percent
[burst-in-bytes]
Router(config-pmap-c)# priority level level
Router(config-pmap-c)# priority level level
[bandwidth-in-kbps [burst-in-bytes]]
Router(config-pmap-c)# priority level
level[percent percent [burst-in-bytes]]

コマンド

• priority-group

このコマンドは、Cisco IOSリ
リース 15.0(1)Sではサポートさ
れていません。

（注）

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type number
Router(config-if)# priority-group
list-number
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

切り替えられた PVCトラフィックシェーピングキューからのDEパケットを廃棄するためのし
きい値の設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# random-detect
discard-class-based
Router(config-pmap-c)# random-detect
discard-class discard-class min-threshold
max-threshold
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# policy-map shape
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average rate
Router(config-pmap-c)# service-policy
policy-map-name1
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# policy-map policy-map-name2
Router(config-pmap)# class class-name
Router(config-pmap-c)# set
discard-classdiscard-class

コマンド

• frame-relay congestion threshold de

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay
congestion threshold de percentage

仮想回線に対するフレームリレーカスタムキューイングの設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth{bandwidth-in-kbps
| remaining percent percentage |
percentpercentage}

コマンド

• frame-relay custom-queue-list

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay
custom-queue-list list-number

フレームリレー ECNビットしきい値の設定

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

最も近いものは、（ECNに基づかない）MQCトラ
フィックシェーピングです。

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average rate

コマンド

• frame-relay congestion threshold ecn

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)#
frame-relay congestion threshold ecn
percentage

フレームリレー重み付け均等化キューイングの設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue
Router(config-pmap-c)# fair-queue queue-limit
packets

queue-limitpacketsキーワードと引数のペ
アは、Cisco IOSリリース 15.1(3)Tではサ
ポートされていません。

（注）

コマンド

• frame-relay fair-queue

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay
fair-queue [discard-threshold
[dynamic-queue-count[reserved-queue-count
[buffer-limit]]]]

PVC上でのフレームリレープライオリティキューイングの設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-name
Router(config-pmap-c)# priority
bandwidth-in-kbps [burst-in-bytes]

コマンド

• frame-relay ip rtp priority

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay ip
rtp priority starting-port-number
port-range bandwidth

マップクラスに関連付けられた仮想回線へのプライオリティキューの割り当て

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap-c)# priority bandwidth-in-kbps
[burst-in-bytes]
Router(config-pmap-c)# priority percent
percentage [burst-in-bytes]
Router(config-pmap-c)# priority level level
[percent
percentage [burst-in-bytes]]

prioritylevelコマンドは、Cisco IOSリリー
ス15.1(3)Tではサポートされていません。

（注）

コマンド

• frame-relay priority-group

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class
frame-relaymap-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay
priority-group group-number

BECNに対するフレームリレーレート調整の設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。最も近いもの

は、（BECNに基づかない）MQCトラフィック
シェーピングです。

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape adaptive rate

コマンド

• frame-relay adaptive-shaping（becnキー
ワード）

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay
adaptive-shaping becn

ForeSightメッセージに対するフレームリレーレート調整の設定

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

コマンド

• frame-relay adaptive-shaping（foresight
キーワード）

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config)# frame-relay
adaptive-shaping foresight

BECNとしてのフレームリレートラフィックシェーピング FECNのイネーブル化

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。最も近いもの

は、（FECN/BECNに基づかない）MQCトラフィッ
クシェーピングです。

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average rate

コマンド

• frame-relay fecn-adapt

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)#frame-relay
fecn-adapt

フレームリレー拡張ローカル管理インターフェイスの設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

コマンド

• frame-relay qos-autosense

このコマンドは、Cisco IOSリ
リース 15.0(1)Sでは隠されてい
ません。

（注）

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type
numberRouter(config-if)#no ip address
Router(config-if)# encapsulation
frame-relay
Router(config-if)# frame-relay
lmi-typeansi
Router(config-if)# frame-relay
traffic-shaping
Router(config-if)# frame-relay
qos-autosense

フレームリレー最小認定情報レート（MINCIR）の設定

コマンドの使用方法

なし（この機能は存在しません）。

コマンド

• frame-relay mincir

コマンドの使用方法

Router(config)# frame-relay mincir {in
| out} bps

相手先固定接続（PVC）に対するフレームリレープライオリティの設定

コマンドの使用方法
Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# priority
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# priority

コマンド

• frame-relay interface-queue

コマンドの使用方法

Router(config)# interface type
numberRouter(config-if)#no ip address
Router(config-if)# frame-relay
interface-queue priority 10 20 30 40

フレームリレートラフィックシェーピングの設定
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average
rate

コマンド

• frame-relay bc

• frame-relay be

• frame-relay cir

Cisco IOSリリース 15.1(3)Tで
は、これらのコマンドは隠され

ていませんが、（PVCではな
く）SVCに対してのみ有効で
す。

（注）

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class frame-relay
map-class-name
Router(config-map-class)# frame-relay bc
{in | out} committed-burst-size-in-bits
Router(config-map-class)# frame-relay be
{in | out} excess-burst-size-in-bits
Router(config-map-class)# frame-relay
cir {in | out} bits-per-second

VCでのフレームリレートラフィックシェーピングの設定

コマンドの使用方法

Router(config)# policy-map policy-map-name
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average rate
Router(config-pmap-c)# service-policy output
traffic-rate service-policy output traffic-rate

コマンド

• frame-relay traffic-rate

コマンドの使用方法

Router(config)# map-class
frame-relaymap-class-name
Router(config-map-class)# traffic-rate
average [peak]

インターフェイスまたは VCのキュー内部のパケットのコンテンツを表示します。

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show queue

コマンドの使用方法

Router# show queue interface

キューイング戦略の表示
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show queueing

コマンドの使用方法

Router# show queueing

重み付けランダム早期検出（WRED）情報の表示

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show interfaces random-detect

コマンドの使用方法

Router# show interfaces [type number]
random-detect

WREDパラメータグループの表示

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show random-detect-group

コマンドの使用方法

Router# show random-detect-group

トラフィックシェーピングの設定、キューイング、および統計情報の表示

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show traffic-shape

• show traffic-shape queue

• show traffic-shape statistics

コマンドの使用方法

Router# show traffic-shape
[interface-type interface-number]
Router# show traffic-shape queue
[interface-number [dlci dlci-number]]
Router# show traffic-shape statistics
[interface-type interface-number]

重み付け均等化キューイング情報の表示
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代替 MQC コマンドシーケンス隠しコマンド、削除済みのコマンド、また

はサポート対象外のコマンド

コマンドの使用方法

Router# show policy-map interface

コマンド

• show interfaces fair-queue

コマンドの使用方法

Router# show interfaces [interface-type
interface-number] fair-queue

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『QualityofServiceSolutionsConfigurationGuide』
の「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

トラフィッククラスの定義、インターフェイス

へのトラフィックポリシーの対応付け

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンドに関する参照ページ

『Cisco IOS Wide-Area Networking Command
Reference』

ワイドエリアネットワークコマンドに関する

参照ページ

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 11：レガシー QoS コマンドの廃止予定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

15.0(1)S 15.1(3)Tレガシー QoSコマンドの廃止
予定：隠しコマンド
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機能情報リリース機能名

Cisco IOS QoSを効率化するた
め、特定のコマンドを隠しコマ

ンドにしました。つまり、コマ

ンドラインに疑問符（?）を入
力して隠しコマンドを表示しよ

うとしても、そのコマンドは表

示されません。ただし、コマン

ドシンタックスをわかってい

れば、入力できます。これらの

コマンドは将来のリリースで削

除される予定です。

これらの隠しコマンドによって

提供される機能は、モジュラ

QoS CLI（MQC）からの、QoS
を設定するための、プラット

フォームに依存しない一連のコ

マンドである同様の機能に置き

換えられています。

次のコマンドが変更されまし

た。custom-queue-list,
fair-queue(WFQ)、
frame-relayadaptive-shaping
（becnキーワード）、
frame-relayadaptive-shaping
（foresightキーワード）、
frame-relaybc、frame-relaybe、
frame-relaycir、
frame-relaycongestionthresholdde、
frame-relaycongestionthresholdecn、
frame-relaycustom-queue-list、
frame-relayfair-queue、
frame-relayfecn-adapt、
frame-relayiprtppriority、
frame-relaypriority-group、
frame-relayqos-autosense、
iprtppriority、
max-reserved-bandwidth、
priority-group、
random-detect、
random-detectdscp、
random-detect（dscp-basedキー
ワード）、
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機能情報リリース機能名

random-detectexponential-weighting-constant,
random-detectflow、
random-detectflowaverage-depth-factor、
random-detectflowcount、
random-detect（prec-basedキー
ワード）、

random-detectprecedence、
random-detect-group、
showinterfacesfair-queue、
showinterfacesrandom-detect、
showqueue、showqueueing、
showrandom-detect-group、
showtraffic-shape、
showtraffic-shapequeue、
showtraffic-shapestatistics。
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機能情報リリース機能名

Cisco IOS XEリリース 2.6レガシー QoSコマンドの廃止
予定：隠しコマンド
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機能情報リリース機能名

Cisco IOSXEQoSを効率化する
ため、特定のコマンドを隠しコ

マンドにしました。つまり、コ

マンドラインに疑問符（?）を
入力して隠しコマンドを表示し

ようとしても、そのコマンドは

表示されません。ただし、コマ

ンドシンタックスをわかって

いれば、入力できます。これら

のコマンドは将来のリリースで

削除される予定です。

これらの隠しコマンドによって

提供される機能は、モジュラ

QoS CLI（MQC）からの、QoS
を設定するための、プラット

フォームに依存しない一連のコ

マンドである同様の機能に置き

換えられています。

次のコマンドが変更されまし

た。custom-queue-list、
fair-queue(WFQ)、
frame-relayadaptive-shaping
（becnキーワード）、
frame-relayadaptive-shaping
（foresightキーワード）、
frame-relaybc、frame-relaybe、
frame-relaycir、
frame-relaycongestionthresholdde、
frame-relaycongestionthresholdecn、
frame-relaycustom-queue-list、
frame-relayfair-queue、
frame-relayfecn-adapt、
frame-relayiprtppriority、
frame-relaypriority-group、
frame-relayqos-autosense、
iprtppriority、
max-reserved-bandwidth、
showinterfacesfair-queue、
showinterfacesrandom-detect、
showqueue、showqueueing、
showtraffic-shape、
showtraffic-shapequeue、
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機能情報リリース機能名

showtraffic-shapestatistics。

レガシー QoSコマンドは削除
されました。そのため、適切な

代替MQCコマンドを使用する
必要があります。

次のコマンドが削除されまし

た。custom-queue-list、
fair-queue(WFQ)、
frame-relayadaptive-shaping
（becnキーワード）、
frame-relayadaptive-shaping
（foresightキーワード）、
frame-relaybc、frame-relaybe、
frame-relaycir、
frame-relaycongestionthresholdde、
frame-relaycongestionthresholdecn、
frame-relaycustom-queue-list、
frame-relayfair-queue、
frame-relayfecn-adapt、
frame-relayiprtppriority、
frame-relaypriority-group、
frame-relayqos-autosense、
iprtppriority、
max-reserved-bandwidth、
showinterfacesfair-queue、
showinterfacesrandom-detect、
showqueue、showqueueing、
showtraffic-shape、
showtraffic-shapequeue、
showtraffic-shapestatistics。

Cisco IOS XEリリース 3.2Sレガシー QoSコマンドの廃止
予定：削除済みコマンド
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第 7 章

QoS パケットマーキング

QoSパケットマーキングとは、レイヤ 2またはレイヤ 3のいずれかでのパケット内のフィール
ドの次の変更のことです。

1 レイヤ 2：802.1Q/p CoS、MPLS EXP

2 レイヤ 3：IPプレシデンス、DSCPおよび/または IP ECN

また、到達した分類上の決定の保持と各ネットワーク QoSの決定ポイントでの詳細な分類の除
去のこともマーキングと呼びます。

• QoSパケット分類について, 103 ページ

• QoSパケットマーキングの設定例, 109 ページ

• QoSパケットマーキングの確認, 112 ページ

• ネットワークレベルの設定例, 117 ページ

• コマンドリファレンス, 126 ページ

QoS パケット分類について

マーキングの定義

マーキングは航空券のファースト、ビジネス、エコノミーといった「サービスクラス」の定義と

概念上は似ています。この値は、得られるサービスのレベル（品質）を反映します。同様に、パ

ケットの値をマークして、ネットワークを通過するそのパケットのサービスクラス（以降、サー

ビスクラスと呼びます）を示します。マークされた値から、ネットワーク要素は、パケットの処

理方法を決めることができます。

ビジネスクラスの乗客はその指定を得るために、さまざまな手段を使用したかもしれません。余

分に料金を支払ったり、マイルを使用したり、または、幸運なことに他の座席が一杯であったた

めに通常の料金で予約できたのかもしれません。どこかで誰かが特定のサービスクラスの利用資
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格を決定する複雑な分類タスクを実行し、その後でファーストクラス、ビジネスクラス、または

エコノミークラスの指定のみをチケットにマークしています。フライトアテンダントは、利用資

格がどのように決定されたかについては関心がありません。チケットにマークされたクラスを見

て、そのレベルのサービスを提供するだけです。

これがネットワーキングの世界で行われます。あるデバイスがフロー内のデータで複雑な分類を

実行し、そのフローに適切なサービスクラスを決定します。他のネットワーク要素は、受信する

パケット内にマークされた値を「信頼」して、その指定に適したサービスを提供します。

図 4：QoS パケット処理

QoSパケット処理というコンテキストでは、分類の後でキューイングの前にマーキングが実行さ
れます。マーキングは入力と出力で実行できます。

通常は、信頼境界をネットワークのエッジで作成した後に、エッジデバイスのパケットを分類し

てマークします。その後で、ネットワーク全体にわたってマークしたそのフィールドをホップ単

位の処理についての分類と決定に使用することができます。

信頼境界を使用すると、パケットがネットワークに着信したときにそれらすべてのパケットに

ネットワーク制御のマーキングを適用し、適用しなかったデフォルト以外のマーキングを削除

したり、変更したりすることができます。

（注）

たとえば、VoIPデバイスが接続されているルータポートをシステムが認識しているとします。音
声パケットのDiffServコードポイント（DSCP）値を（ネットワークのエッジで）EFとマークし、
（残りの）ネットワークを通じて DSCPベースの分類を使用して、低遅延処理を保証するパケッ
トを決定します。

パケットをマーキングする理由

パケットをマーキングする理由は次のとおりです。
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•ネットワークを通過する際にパケットをどのように処理するかを指定する。

•複雑な分類を一度実行する。サービスクラスをマーキングすることによって、よりシンプル
で、CPUへの負荷が低い分類をネットワーク内の他の場所で使用できます。

•フローの可視性が高いネットワークのポイントで分類を実行する。たとえば、データが暗号
化されている場合は、そのフロー内で伝送されるアプリケーションを決定するなどの複雑な

分類は実行できません。代わりに、暗号化前に分類して、パス上のネットワーク要素に表示

される非暗号化ヘッダーの値をマークすることができます。

パケットは異なる自律エンティティ（2つの企業オフィス間のサービスプロバイダーネット
ワークなど）が管理するネットワークを通過するため、それらのネットワーク上ではサービ

スレベルの指定に対するマーキングが整合しない場合は再度マーキングを行う必要がありま

す。

パケットは異なるネットワーキングテクノロジーを通過するため、サービスクラスを示すた

めに使用可能なフィールドが異なる場合があります。たとえば、IPパケットのDSCPフィー
ルドでサービスクラスの指定を伝送していても、このパケットがマルチプロトコルラベル

スイッチング（MPLS）ネットワークを通過する場合は、ネットワーク要素がサービスクラ
スの判断に使用できるのはMPLSEXPフィールドのみの場合があります。ネットワークのそ
の部分では、MPLS EXPビットの適切なマーキングを判断する必要があります。

ネットワークオペレータとして、ユーザから特定のレートでデータを受け取るように契約し

ている場合があります。そのレートを超えたパケットをドロップするのではなく、低いサー

ビスクラスとしてマークできます。

マーキングパケットに対するアプローチ

マーキングパケットに対する主要なアプローチは次の 2つです。

ここでは、「ポリシング」アクションについて簡単に説明します。詳細については、「ポリシ

ング」の章を参照してください。

（注）

1 setコマンド

2 ポリサーマーキングアクション

setコマンド

ルータ上でのマーキングパケットに対する最もシンプルなアプローチは、setコマンドをpolicy-map
定義に使用することです（ポリシーマップで、定義した各クラスのトラフィックに対してQoSア
クションを指定します）。

すべての RTPポートを 1つのトラフィッククラスに分類し、各パケットに AF41とマークするよ
うに決定できます。ポリシーマップは、次のようになります。

policy-map mark-rtp
class rtp-traffic
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set dscp af41

ポリサーマーキングアクション

ポリサーを使用して、トラフィッククラス内の定義したレートを超えるパケットをドロップする

ことができます。または、そのレートを超えるパケットをマークし、そのレート未満のパケット

でなく、それらのパケットが異なるホップ単位の処理を受けられるようにすることができます。

たとえば、AF41でマークされたビデオトラフィックがルータに着信したとします。最大 2 Mbps
までのユーザトラフィックを考慮することを決定する可能性もあります最上位の相対的優先転送

動作と見なし、2Mbpsを超えるトラフィックをAF42に降格してコントラクト外（または不適合）
と見なす必要があると判断することができます。

ポリシーマップは次に類似するものになります。

class-map video-traffic
match dscp af41

!
policy-map enforce-contract
class video-traffic
police cir 2m conform-action transmit exceed-action set-dscp-transmit AF42

policeを参照してください。

マーキングアクションの範囲

分類と同様に、マーキングはデータパケット内のすべてのフィールドにはアクセスできません。

たとえば、IPパケットがマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）でカプセル化されてい
る場合は、IPヘッダー内の DSCPをマークできません。MPLSから最初にカプセル化を解除する
必要があります。ただし、MPLS EXPビットはマークできます。

マーキングに使用できるのは、レイヤ 2のヘッダーと外部レイヤ 3のヘッダーのみです。（注）

複数の set ステートメント
複数のマーキングルールを 1つのクラス（またはポリサーアクション）内に設定できます。これ
により、同じパケット内のレイヤ2とレイヤ3の両方のフィールドをマークすることができます。
または、複数のトラフィックタイプが同じクラス内に存在する場合は、各タイプにマーキング値

を定義します。

たとえば、イーサネットサブインターフェイスに適用された次の出力ポリシーがあるとします。

policy-map mark-rtp
class rtp-traffic
set cos 4
set mpls exp topmost 4
set dscp af41

MPLSパケットがこのサブインターフェイス経由で転送されると、レイヤ 2の COSフィールドと
MPLSヘッダー内の EXPビットがマークされます。IPデータグラムがそのパケットにカプセル化
されていた場合、その DSCP値は変更されずにそのまま残ります。ただし、IPパケットがサブイ
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ンターフェイス経由で転送された場合は、そのレイヤ 2の COS値とレイヤ 3の DSCP値がマーク
されます。

コマンドの詳細については、set cos, （128ページ）、setmpls experimental topmost, （134ページ）、
およびset dscp, （130ページ）を参照してください。

内部指定子のマーキング

シスコルータでは、2つの内部値（qos-groupと discard-class）をマークできます。これらの値は
ルータ内をパケットとともに移動しますが、パケットのコンテンツは変更しません。

通常、入力ポリシー内のこれらの指定子をマークし、それらを使用して、出力ポリシーのトラ

フィッククラスやWREDドロッププロファイルを分類します。たとえば、ユーザの IPアドレス
に基づいて出力を分類したくても、暗号化が設定されているために出力インターフェイスでユー

ザの IPアドレスがわからない場合があります。それらのトラフィックを（暗号化前に）入力で分
類して、適切な qos-group値を設定することができます。これで、qos-groupに基づいて出力で分
類できるようになり、それに応じた出力アクションを選択できるようになりました。

入力マーキングアクションと出力マーキングアクション

特定のマーキング値は、入力ポリシーのみか、または出力ポリシーのみに関連しています。たと

えば、入力ポリシーで ATM CLPビットまたはフレームリレー DEビットをマークしてもパケッ
トのカプセル化解除時に破棄されるため、無意味です。

同様に、出力ポリシーで qos-groupまたは discard-classをマーキングしても、これらはパケットを
変更せずにそのままにされ、次のホップへの転送時にパケットをエンキューした時点で廃棄され

るため、効果がありません。

インポジションマーキング

特殊な状況下では、パケットにまだ追加されていないヘッダーフィールドをマークすることがで

きます。この動作をインポジションマーキングと呼びます。

最も一般的なインポジションマーキングの例は set mpls experimental impositionの適用です。こ
れは、IPデータグラムを含み、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ヘッダーがない
パケットが到着する入力インターフェイスで使用できます。ルータがMPLSヘッダーを使用して
データグラムをカプセル化する場合、このコマンドによって指定されたとおりに、EXPビットが
マークされます。

set dscp tunnelコマンドと set precedence tunnelコマンド（IPv4の場合のみ）の適用は、もう 1つ
のインポジションマーキングの例です。出力ポリシーをトンネルインターフェイスに適用した場

合、そのポリシーが実行されるときにはトンネルヘッダーは存在しません。つまり、どのような

マーキングでも元の（最終的には内側の）IPヘッダーに適用されます。どちらのコマンドを使用
しても、トンネル（外側の）IPヘッダーにはマークし、元のヘッダーは変更せずにそのまま残す
ことができます。
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次の表に、これらのコマンドがサポートされている場合のトンネルのタイプとさまざまなカプセ

ル化を示します。

表 12：サポートされる DSCP とプレシデンストンネルマーキングの設定

注内部ヘッダー

（ペイロー

ド）

外部ヘッダー（カプ

セル化）

名前

サポートありIPv4IPv4/GREGRE (4 over 4)

カプセル化はサポート対象外IPv6IPv4/GREGRE (6 over 4)

カプセル化はサポート対象外IPv4IPv6/GREGREv6 (4 over 6)

カプセル化はサポート対象外IPv6IPv6/GREGREv6 (6 over 6)

サポートありIPv4IPv4IP-IP

サポートありIPv6IPv4IPv6-IP

カプセル化はサポート対象外IPv4IPv6IPv6 (4 over 6)

サポート対象外IPv6IPv6IPv6 (6 over 6)

サポート対象外IPv4IPv4/IPSECPSEC (4 over 4)

サポート対象外IPv6IPv4/IPSECPSEC (6 over 4)

カプセル化はサポート対象外IPv4IPv6/IPSECIPSECv6 (4 over 6)

サポート対象外IPv6IPv6/IPSECIPSECv6 (6 over 6)

サポートありIPv4IPv4/GREmVPN（マルチキャス
ト VPN）

サポートありDMVPN（ダイナミックマルチポイント VPN）

サポートありマルチポイント GRE

サポート対象外MPLSIPv4/GREMPLSoGREv4

サポート対象外MPLSIPv6/GREMPLSoGREv6

サポート対象外PPPoXIPv4/L2TPL2TP

デフォルトのインポジション/ディスポジションマーキングの動作

新しいヘッダー（encapsulatedなど）を追加すると、内部ヘッダー内のQoSマーキングが外部ヘッ
ダーにコピーされます。たとえば、IPデータグラムはMPLSヘッダーでカプセル化される場合、
デフォルトでは、新たにインポーズされたヘッダー内のMPLSEXPビットに IPプレシデンスビッ
トがIPヘッダーからコピーされます。
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ヘッダーディスポジションの関するルールとして、外部のマーキングを内部ヘッダーにはコピー

しません。たとえば、外部および内部の IPヘッダーに異なる DSCP値を持つパケットを GREト
ンネルのエンドポイントで受信しているとします。外部ヘッダーを削除した場合は内部ヘッダー

に DSCP値をコピーしません。

インポジションマーキングの設定例については、例 4：トンネルインポジションマーキングの設
定, （110ページ）と例 5：トンネルインポジションマーキングを使用した SPネットワークに対
する再マーキング, （125ページ）を参照してください。

コマンドの詳細については、set mpls experimental imposition, （133ページ）、set dscp tunnel, （131
ページ）、およびset precedence tunnel, （136ページ）を参照してください。

QoS パケットマーキングの設定例

例 1：入力マーキングの設定
一部のトラフィックにサービスクラスを指定し、その他すべてのトラフィック（class

class-default）をブリーチする（set dscp 0）ためにマーキングを使用する場合、ネットワーク

のエッジに信頼境界を設定できます。信頼境界をネットワークに対してすべての入力で適用する

と、ネットワーク内の各サービスクラスにマップするアプリケーションの制御を維持できます。

policy-map ingress-marking
class voice
set dscp ef

class video
set dscp af41

class scavenger
set dscp cs1

class class-default
set dscp 0

!
interface gigabitethernet1/0/0
Service-policy in ingress-marking

コマンドの詳細については、set dscp, （130ページ）を参照してください。

例 2：出力マーキングの設定
別の管理者がネットワークパスの一部を制御しており、サービスクラスマッピングに別の DSCP
を使用している場合、出力マーキングが必要です（たとえば、エンタープライズ内で、RFC4594
で説明されているとおりに12の異なるクラスのトラフィックを分類します）。ただし、サービス
プロバイダーが提供しているのは 3クラスモデルのみです。

また、レイヤ 2の特定のクラス（イーサネット、フレームリレー、または ATMスイッチドネッ
トワークなど）に対する処理を示すために出力マーキングが必要です。

policy-map egress-marking
class scavenger
set atm-clp
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コマンドの詳細については、set atm-clp, （127ページ）を参照してください。

例 3：MPLS EXP インポジションの設定
MPLSでは、プロバイダーエッジ（PE）ルータがMPLSヘッダーを使用してデータグラムやフ
レームをカプセル化します。コア内でのスイッチングの決定はMPLSヘッダーに基づいており、
カプセル化されたデータは把握していません。

MPLSヘッダーで IPv4データグラムがカプセル化されているレイヤ 3 MPLSネットワークについ
て検討します。カスタマーエッジ（CE）側のインターフェイスでは、パケットの IPv4ヘッダー
を「把握」しています。コア側のインターフェイスでは、MPLSヘッダーを使用してデータグラ
ムをカプセル化しているため、それらのヘッダー以外のことはわかりません。

デフォルトでは、MPLS EXPビットに IPプレシデンスをコピーします。この動作を上書きするこ
とにします。コア側のインターフェイス上では、IPv4タイプのサービスバイトは解析できませ
ん。しかし、入力時に IPヘッダーを解析して EXP値を格納できます（set mpls experimental

imposition 5）。MPLSヘッダーが追加されたときにこの値を設定するようにします。コマンド実
行時にはMPLSヘッダーは存在しないため、ルータは命令を取得して、出力インターフェイスで
EXPビットをマークします。

policy-map mpls-exp-remark
class voice
set mpls experimental imposition 5

class video
set mpls experimental imposition 4

class scavenger
set mpls experimental imposition 0

!
interface gigabitethernet1/0/0
policy-map input mpls-exp-remark

コマンドの詳細については、setmpls experimental imposition, （133ページ）を参照してください。

例 4：トンネルインポジションマーキングの設定
トンネルとMPLSEXPインポジションマーキングは概念的に似ています。パケットにまだ追加さ
れていないヘッダー内の値をマークできます。また、GREや IPinIPのようなレイヤ 3トンネルテ
クノロジーでは、外部 IPヘッダーを使用してレイヤ 3データグラムをカプセル化できます。

DMVPNネットワークがあり、そのネットワークではブランチロケーションでデータを暗号化し、
そのデータを GREヘッダーでカプセル化してからパブリック IPネットワークに送信していると
します。管理者は、ポリシーマップをトンネルインターフェイスに適用してそのトンネル内のア

プリケーションの優先順位付けを行うことができます。また、外部 IPヘッダーのDSCPをマーク
してプロバイダーのネットワーク内でのサービスクラスを示す必要もあります。ポリシーが実行

される時点では、外部ヘッダーはまだ追加されておらず、set dscpや set precedenceのようなコ

マンドが内部 IPヘッダーをマークします。

この問題を解決するには、set dscp tunnelコマンドと set precedence tunnelコマンドを使用し

ます。これらのコマンドでは、まだ追加されていない外部ヘッダーに値を設定できます。
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次に、音声とビデオのトラフィックが分類されてエンタープライズネットワーク内の個別のキュー

に投入される例を示します。サービスプロバイダーには僅かなサービスクラスしかないため、音

声とビデオの両方をプロバイダーのネットワーク内のプライオリティクラスに投入することにし

ました。

外部トンネルヘッダーの DSCPをマーキングすることにより（set dscp tunnel ef）、内部ヘッ

ダーの元のマーキングを維持することができます。

policy-map mark-outer-gre-header
class voice
priority level1 percent 20
set dscp tunnel ef

class video
priority level 2 percent 20
set dscp tunnel ef

!
interface tunnel100
service-policy out mark-outer-gre-header

コマンドの詳細については、set dscp tunnel, （131ページ）を参照してください。

例 5：QoS グループマーキングの設定
状況によっては、出力キューイングを入力分類に基づかせることができます。たとえば、MPLS
対応のインターフェイスに 9つ以上の出力キューを必要としているとします。出力分類を使用し
てMPLS EXPビットを制限するため、クラスは 8つになります。

解決策として、入力インターフェイスで分類を実行し、その分類に一致するパケットに QoSグ
ループを設定します。QoSグループには、現在のルータ内以外は関連性がありません。つまり、
パケットヘッダー内にあるものを変更しません。代わりに、これは、ルータを通過する際にパ

ケットに関連付けられた値です。

次の例では、Network-Based Application Recognition（NBAR）分類を使用します入力で使用し、
TelePresenceビデオと Jabberビデオの両方を qos-group 4でマークします。出力ポリシーでは、入
力でマークした qos-groupに基づいて分類します。

class-map telepresence-video
match protocol telepresence-media

class-map jabber-video
match protocol cisco-jabber-video

class-map egress-video-traffic
match qos-group 4

!
policy-map mark-qos-group
class telepresence-video
set qos-group 4

class jabber-video
set qos-group 4

!
policy-map egress-queuing
class egress-video-traffic
bandwidth remaining percent 50

!
interface gig 1/0/0
service-policy in mark-qos-group

!
interface serial1/1/0
service-policy out egress-queuing
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コマンドの詳細については、set qos-group, （136ページ）を参照してください。

例 6：discard-class マーキングの設定
例 5：QoSグループマーキングの設定, （111ページ）では、TelePresenceビデオと Jabberビデオ
の両方を qos-group 4でマークし、これらの両方のアプリケーションを同じ出力キューに配置して
います。

この出力キューで、重み付けランダム早期検出（WRED）を実行し、輻輳時には最初に Jabberビ
デオをドロップするとします。通常、WREDはプレシデンス値または DSCP値を確認してフロー
のドロップしきい値を決定しますが、例 3：MPLS EXPインポジションの設定, （110ページ）で
説明したように、IPヘッダーは把握できません。これを解決するため、discard-classという 2つめ
の内部値をマークします。これを行うと、qos-groupを使用して出力クラス（およびキュー）を選
択し、discard-classを使用してそのクラス内のWREDドロッププロファイルを選択します。

class-map telepresence-video
match protocol telepresence-media

class-map jabber-video
match protocol cisco-jabber-video

class-map egress-video-traffic
match qos-group 4

!
policy-map mark-qos-group
class telepresence-video
set qos-group 4
set discard-class 1

class jabber-video
set qos-group 4
set discard-class 2

!
policy-map egress-queuing
class egress-video-traffic
bandwidth remaining percent 50
random-detect discard-class-based
random-detect discard-class 1 24 40
random-detect discard-class 2 22 30

!
interface gig 1/0/0
service-policy in mark-qos-group

!
interface serial1/1/0
service-policy out egress-queuing

コマンドの詳細については、set discard-class, （129ページ）を参照してください。

QoS パケットマーキングの確認
show policy-map interfaceコマンドは、IOS XEプラットフォーム上での QoSの動作を確認する主
要手段です。パケット転送パス（つまり、データプレーン）は IOSインスタンス（コントロール
プレーン）から分離されていますが、この一般的な IOSコマンドによって統計情報が報告されま
す。この機能はデフォルトでイネーブルになっています。

次の表に、以降の項で説明するフィールドを示します。
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表 13：show policy-map interface フィールドの説明（マーキングの確認に有効）

説明フィールド

指定されたインターフェイスまたは VCに適用
されている入力サービスポリシーの名前を示し

ます。

Service-policy input

表示するトラフィックのクラスを指定します。

ポリシーに設定されている各クラスに対して出

力が表示されます。クラス一致の実装の選択

（match-allまたは match-any）もトラフィック
クラスの横に表示できます。

Class-map

表示するトラフィックの属していると識別され

たパケットの数を指定します（バイト単位で表

示）。

packets、bytes

クラスに着信するパケットのレートを 1秒あた
りのビット数で指定します。

offered rate

トラフィッククラスの一致基準を指定します。

使用可能な各種の一致条件の詳細については、

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の「Classifying Network
Traffic」モジュールを参照してください。

Match

特定のクラスに対して設定されたQoSマーキン
グアクションの詳細。

QoS Set

イネーブルにした場合は、特定のクラスにマー

クされたパケットの合計数を表示します。

イネーブルにしなかった場合は、「Marker
statistics: Disabled」が表示されます。

Packets marked

show policy-map interfaceコマンドでの確認
show policy-map interfaceコマンドは、IOS XEプラットフォーム上での QoSの動作を確認する主
要手段です。通常、特定のクラスに一致するパケット（デフォルトでイネーブルになる「クラス

一致統計情報）の数と、設定されているマーキングアクション（設定されている場合）を認識す

ることで、そのアクションによってマークされたパケット数を十分に把握できます。
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「クラス一致統計情報」（デフォルトでイネーブル）と「マーキング統計情報」（デフォルト

ではディセーブル）の違いを明確に理解する必要があります。通常は、クラス一致統計情報を

理解しておくだけで十分です。パケットがクラスに「ヒット」すると、マークされたと想定で

きます。ただし、複数の相互に排他的なマーキング値を設定し、setコマンドごとにマークさ
れたパッケージの数を知る必要がある場合、あらゆる注意を払って「マーキング統計情報」を

イネーブルにすることができます。

（注）

次に、物理インターフェイスに適用するポリシーがある入力マーキングの例を示します。この例

では、jabber-videoをポート 2000～ 3000上に設定するとします。
class-map match-all jabber-video
match ip rtp 2000 3000

!
policy-map mark-traffic
class jabber-video
set dscp af41

!

router# show policy-map int g1/0/0
GigabitEthernet1/0/0

Service-policy input: mark-traffic

Class-map: jabber-video (match-all)
850 packets, 51000 bytes note 1
5 minute offered rate 2000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip rtp 2000 3000
QoS Set note 2
dscp af41
Marker statistics: Disabled

Class-map: class-default (match-any) note 3
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

脚注：

クラス一致の統計情報note 1

パケット一致セクションnote 2

クラスデフォルトの統計情報セクションnote 3

「Marker statistics: Disabled」に注意してください。複数の統計情報を呼び出す場合、つまり以前
の出力で提供された情報で十分でなかった場合に、「パケットマーカー統計情報」をイネーブル

にすることができます（カラー対応モードを参照してください）。

QoS パケットマーキング統計情報での確認

はじめる前に

QoSパケットマーキング統計情報をイネーブルにする前に、次のいずれかを実行します。
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•すべてのポリシーマップを削除し、コマンドを発行し、すべてのポリシーマップを再適用
します。

•コマンドを発行し、設定を保存し、ルータをリロードします。

QoSのパケットマーキング統計情報をイネーブルにすると拡張された設定では CPU使用率が
増加する可能性があります。統計情報を表示する利点とシステムの CPU使用率の増加とを比
較して検討する必要があります。

（注）

QoS パケットマーキング統計情報のイネーブル化
パケットマーキング統計情報をイネーブルにするには、platformqosmarker-statisticsを使用しま
すコンフィギュレーションモードで使用します。

QoS パケットマーキング統計情報の表示
指定したインターフェイス（またはサブインターフェイス）、あるいはインターフェイスの特定

の相手先固定接続（PVC）のいずれかで、すべてのサービスポリシーに対して設定されたすべて
のクラスのパケット統計情報を表示するには、showpolicy-mapinterfaceコマンドを使用します。
ポリシーマップに単独で「マーキング」を設定した場合、ASR1000ルータからの出力は次のよう
になります。

policy-map remark-af41
class af41-traffic
set dscp tunnel ef

ここで、ユーザの IPヘッダー内に AF41があるトラフィックに GRE IPヘッダーで EFとマークさ
れた DiffServコードポイント（DSCP）があるトンネルインターフェイスにこのマップを配置し
た場合、showpolicy-mapinterfaceの出力は次のようになります。
show policy-map interface tunnel1

Service-policy output: remark-af41

Class-map: af41-traffic (match-all)
978 packets, 68460 bytes note 1
5 minute offered rate 2000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp af41 (34)
QoS Set note 2
dscp tunnel ef
Marker statistics: Disabled note 3

Class-map: class-default (match-any)
365 packets, 25550 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

脚注：
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クラス一致統計情報を表示します（「確認され

た」パケットはすべて AF41とマークされると
想定しています）。

note 1

マーキングは設定された唯一のアクションで

す。

note 2

デフォルトでは、セット単位のアクション統計

情報はディセーブルになっています。

note 3

ここで、マーキング統計情報をイネーブルにした場合、showpolicy-mapinterfaceコマンドの出力
は次のようになります。

show policy-map interface tunnel1

Service-policy output: remark-af41

Class-map: af41-traffic (match-all)
575 packets, 40250 bytes
5 minute offered rate 1000 bps, drop rate 0000 bps
Match: dscp af41 (34)
QoS Set
dscp tunnel ef
Packets marked 575 note

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

脚注

マーキング統計情報はありますが、この例では

情報が冗長です。

note

set dscp tunnelコマンドの詳細については、set dscp tunnel, （131ページ）を参照してください。

データプレーン設定の検証

データプレーン設定に IOSコントロールプレーン設定が反映されているかを確認するには、show
platform hardware qfp active feature qos interface [input|output]コマンドを使用します。このコマ
ンドは、ポリシーマップをインターフェイスに適用する前に発行した場合にのみ有効です。した

がって、次のいずれかを実行する必要があります。

•すべてのポリシーマップを削除し、コマンドを発行し、すべてのポリシーマップを再適用す
る。

•コマンドを発行し、設定を保存し、ルータをリロードする。
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次の出力では、データプレーンにアクションを設定し、値を設定していることに注意してくださ

い。

router# show platform hardware qfp active feature qos interface g1/0/0 input
Interface: GigabitEthernet1/0/0, QFP interface: 12
Direction: Input
Hierarchy level: 0
Policy name: mark-traffic
Class name: jabber-video, Policy name: mark-traffic
QOS Set:

dscp 34 note
Class name: class-default, Policy name: mark-traffic

脚注

データプレーンはマーキングするようにプログ

ラムされます。

note

ネットワークレベルの設定例
インポジションマーキングの概要については、インポジションマーキング, （107ページ）を参
照してください。

次のシナリオでは、端末 Aから端末 Bにビデオフローが移動します。
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例 1：ネットワーク全体にわたるサービスクラス情報の伝達

図 5：ネットワーク全体にわたるサービスクラス情報の伝達

あるアプリケーションが DSCPコードポイント 0を使用してビデオストリームをマークしている
と想定します（パケットビュー 1を参照）。プロバイダーのネットワークを通過するために、
GREトンネルを通じて（可能な場合は暗号化して）ストリームを送信します。パケットビュー 3
には、ユーザの IPデータグラムをGREパケット内にカプセル化していることが示されています。
DSCPコードポイントがデフォルトでインポーズされた GREヘッダーにどのようにコピーされる
かに注目してください。

最終の宛先の最後のホップで、ルータ 3が VLANのタグ付きパケットをスイッチに送信します
（パケットビュー 4を参照）。VLANの設定により、GREヘッダーが削除され、Dot1Qヘッダー
が追加されたことを確認してください。ユーザのDSCP0（000000）の先行部分がVLANヘッダー
の COSビットにデフォルトでコピーされます。CoS値セットは 0（000）です。
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例 2：ネットワークのエッジでのマーキングによるサービスクラスの
指定

図 6：ネットワークのエッジでのマーキングによるサービスクラスの指定

この例では、入力ポリシーのユーザのトラフィックのDSCPを再度マーキングすることによって、
デフォルト動作を変更します。次に、これを実行するコードを示します。

ip access-list extended 101
permit udp any any range 16384 32767
!
class-map video
match access-group 101
!
policy-map traffic-marking
class video
set dscp AF41

!

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
119

QoS パケットマーキング
例 2：ネットワークのエッジでのマーキングによるサービスクラスの指定



int gig1/0/0
service-policy in traffic-marking

ルータ 1に入るときに入力ポリシーでユーザのトラフィックの DSCPを再度マーキングすること
でデフォルト動作を変更します。

ビデオトラフィックをネットワーク全体を通じて DSCP AF41と指定するものとします。パケッ
トが出力時に GREインターフェイスに到達したとき、その DSCP値はすでに AF41に変更されて
おり、動作は例 1と同じです。プロバイダーネットワークを通過する際に、ストリームが GRE
トンネルを通じて（可能な場合は暗号化されて）送信されます。新しくマークされた DSCPコー
ドポイント（AF41）がインポーズされた GREヘッダーにデフォルトでコピーされることに注目
してください。

宛先に到着すると、ルータがVLANのタグ付きパケットを最後のホップ（スイッチ）に送信しま
す。ユーザのDSCP値の先行部分が、VLANヘッダーのCOSビットにデフォルトでコピーされま
す。DSCPが FA41（100 010）になっているため、COS値は 4（100）になります。

setdscpコマンドの詳細については、set dscp, （130ページ）を参照してください。
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例 3：サービスプロバイダーの要件に一致させるためのトラフィック
の再マーキング

図 7：サービスプロバイダーの要件に一致させるためのトラフィックの再マーキング

ここでは、ネットワーク内で DSCP値をマークしますが、サービスプロバイダーは別のマーキン
グを想定している例を示します。次に、これに対処するコードを示します。

class-map video
match dscp AF41
!
policy-map egress-queuing
class video
set dscp EF

!
int gig1/0/1
service-policy out egress-queuing
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ネットワーク内のビデオに対して DSCPを AF41とマークします。一方、サービスプロバイダー
はビデオパケットが EFとマークされると想定しています。ルータ 2の出力 Gigインターフェイ
スで、キューイングコマンドを含んだポリシーを追加します（この例では、設定のマーキング部

分のみに重点を置いていることを思い出してください）。

パケットが出力物理インターフェイスに到達した時点で、GREヘッダーがすでにインポーズされ
ているため、内部のカプセル化されたデータグラムから DSCP値の AF 41をコピーします。物理
インターフェイスのポリシーは、外部 GREヘッダー内の DSCP値のみを変更します。

内部ユーザデータグラムの IPヘッダーがどのように変更されないままかに注目してください。（注）

ルータ 3に到達してトンネルが終了すると、トンネル GREヘッダーが削除されます。その後、
ユーザデータグラムの IPヘッダーのみが表示されますが、ネットワークへの入力時にマークし
た値である AF41が維持されています。

前述のように、ルータがVLANのタグ付きパケットを最後のホップ（スイッチ）に送信します。
デフォルトでは、ユーザ IPヘッダーの DSCP値の先行部分が VLANヘッダー（802.1q）の CoS
ビットにコピーされます。この時点で、DSCP値は AF41（100 010）であるため、COS値は 4
（100）になります。

setdscpコマンドの詳細については、set dscp, （130ページ）を参照してください。
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例 4：SP ネットワークに対するトンネルインターフェイスでの再マー
キング   Gotcha の可能性

図 8：SP ネットワークに対するトンネルインターフェイスでの再マーキング   Gotcha の可能性

この例では、物理インターフェイスではなく、ルータ 1のトンネルインターフェイスにQoSポリ
シーを配置します（トンネルごとにキューイングを設定することで、物理インターフェイス上の

集約ポリシーよりも多くの利点が得られます）。次に、これを実行するコードを示します。

class-map video
match dscp AF41
!
policy-map egress-queuing
class video
set dscp EF

!
int tunnel100
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service-policy out egress-queuing

ポリシーのマーキング部分にのみ重きを置いています。トンネルインターフェイスでのマーキン

グは、トンネルヘッダーが追加される前に実行されることが重要なポイントです。

ユーザデータグラムの IPヘッダーでどのようにポリシーがDSCPを上書きするかに注目してくだ
さい。これは、GREカプセル化の前に行われるため、新たにマークされた値が外部ヘッダーにコ
ピーされます。

ルータ3に到達し、トンネルを終了すると、トンネルGREヘッダーが削除されます。ユーザデー
タグラムヘッダーをマークしたため、新しい値が残りのネットワークを通じて伝達されます。こ

れは、意図した動作ではありません。

setdscpコマンドの詳細については、set dscp, （130ページ）を参照してください。
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例 5：トンネルインポジションマーキングを使用した SP ネットワー
クに対する再マーキング

図 9：トンネルインポジションマーキングを使用した SP ネットワークに対する再マーキング

この例では、set dscp tunneldscp-valueを使用して、トンネル IPヘッダーのみを変更します。
class-map video
match dscp AF41
!
policy-map egress-queuing
class video
set dscp tunnel EF

!
int tunnel100
service-policy out egress-queuing
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QoSポリシーはルータ 2のトンネルインターフェイスにあります。この例では、set dscp valueで
はなく、set dscp tunnel valueを使用します。

GREヘッダーはまだインポーズされていません。set dscp tunnel valueコマンドによって、DSCP
値が記憶され、カプセル化時に「内部から外部へ」コピーする代わりにこの値が使用されます。

ユーザ IPデータグラムヘッダーの DSCP値が変更されないことに注目してください。set dscp
tunnelvalueコマンドはトンネル IPヘッダーのみを変更します。

set dscp tunnelvalueコマンドの詳細については、set dscp tunnel, （131ページ）を参照してくださ
い。

コマンドリファレンス

platform qos marker-statistics
ルータに設定されたすべてのポリシーの各マーキングアクションに対して個別の統計情報の収集

をイネーブルにするには、platformqosmarker-statisticsコマンドをグローバルコンフィギュレー
ションモードで使用します。パケットマーキング統計情報をディセーブルにするには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

[no] platform qos marker-statistics

___________________
構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト

Disabled（つまり、パケットマーキングの統計情報は表示されません）。ネットワークオペレー
タは、クラス一致統計情報に依存します。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、インターフェイスに対してポリシーマップが適用される前に発行された場合に

のみ実行されます。したがって、次のいずれかを実行する必要があります。

•すべてのポリシーマップを削除し、コマンドを発行し、すべてのポリシーマップを再適用す
る。

•コマンドを発行し、設定を保存し、ルータをリロードする。
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パケットマーキング統計情報をイネーブルにすると、拡張設定では CPU使用率が増加する可
能性があります。そのため、統計情報の利点とシステムの CPU使用率の増加とを比較して検
討する必要があります。

（注）

set atm-clp
ATMセル損失率優先度（CLP）ビットを設定するには、set atm-clpコマンドを使用しますポリ
シーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディセーブルにす

るには、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set atm-clp

___________________
構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト

ATM CLPビットは設定されません。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

ATMインターフェイスでは、アウトバウンドポリシー内に set atm-clpコマンドを使用して、ATM
セルヘッダーを 1に設定することができます。

このコマンドは、ATM、PPPoA、PPPoEoA、および L2TPv3のカプセル化に対してサポートされ
ています。ポリシーが VCに直接ではなく、トンネルに適用されている場合は、サポートされま
せん。

セル損失優先度（CLP）ビット QoSが設定された ATMを含むポリシーマップは PPP over X
（PPPoX）セッションに適用できません。マップは、set atm-clpコマンドを指定していない場合
にのみ、受け入れられます。

set atm-clpコマンドを使用して出力マーキングを設定する例については、例2：出力マーキングの
設定, （109ページ）を参照してください。
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set cos
発信パケットのレイヤ 2サービスクラス（CoS）値を設定するには、set cosコマンドを使用しま
すポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディセーブ

ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set cos cos-value

___________________
構文の説明

発信パケットの IEEE 802.1Q CoS値を 0～ 7の
範囲で指定します。

cos-value

___________________
コマンドデフォルト

IP precedenceビットまたはMPLS EXPビットのいずれかがカプセル化されたデータグラムからコ
ピーされます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

set cosコマンドを使用して、サービスクラス情報をレイヤ 2スイッチドネットワークに伝達しま
す。レイヤ 2スイッチは組み込まれたレイヤ 3情報（DSCPなど）を解析できない場合がありま
すが、CoS値に基づいて差別化サービスを提供することがあります。スイッチは、CoS値のマー
クを含めて、レイヤ 2ヘッダー情報を利用できます。

スイッチについてここで話題にしていますか???

従来、set cosコマンドは、受信したフレームからレイヤ2情報をルータが廃棄するため、インター
フェイスの出力方向に適用されたサービスポリシー内でのみ意味を持ちます。EoMPLSや EVC
のような機能の導入により、入力での CoSの設定では、ルーティングされたネットワーク全体を
通じてレイヤ 2情報を維持できます。

Michael：「set cos-inner」コマンドページの最後の文でも気づいたのですが、以前は出力のみで
した。現在は入力と出力になっていますが、理にかなっていますか？

set cos-inner
QinQパケットの内部 VLANタグ内にレイヤ 2 CoS値を設定するには、set cos-innerコマンドを使
用しますポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディ

セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。
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[no] set cos-inner cos-value

___________________
構文の説明

IEEE 802.1q CoS値を 0～ 7の範囲で指定しま
す。

cos-value

___________________
コマンドデフォルト

IP precedenceビットまたはMPLS EXPビットのいずれかがカプセル化されたデータグラムからコ
ピーされます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

従来、ルータは受信したフレームからレイヤ2情報を破棄するため、set cos-innerコマンドはイン
ターフェイスの出力方向に適用されたサービスポリシー内でのみ意味がありました。EoMPLSや
EVCのような機能の導入により、入力でのCoSの設定は、ルーティングされたネットワーク全体
を通じてレイヤ 2情報を維持するため重要です。

set discard-class
パケットに対して QoS廃棄クラスを設定するには、set discard-classコマンドをポリシーマップ
コンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディセーブルにするには、このコマン

ドの no形式を使用します。

[no] set discard-class discard-class-value

___________________
構文の説明

廃棄クラス値を 0～ 7の範囲で指定します。discard-class-value

___________________
コマンドデフォルト

パケットに関連付けられた廃棄クラス値は 0に設定されます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）
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___________________
使用上のガイドライン

set discard-classコマンドでは、ルータによる処理中に廃棄クラス値をパケットに関連付けること
ができます。この値を設定すると、パケットは変更されません。

廃棄クラスと廃棄クラスベースのWREDを出力ポリシー内に使用して、輻輳時にドロップするパ
ケットを制御できます。

set dscp
IPヘッダーにDSCP値を設定するには、set dscpコマンドをポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードで使用します。この設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

[no] set dscp dscp-value

___________________
構文の説明

IPヘッダー内の DSCP値を 0～ 63の範囲で設
定します。この値は数字か、または既知の

DiffServe名（つまり、EF）を使用して指定でき
ます。

dscp-value

___________________
コマンドデフォルト

受信したパケットの既存の DSCP値を保持します。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、入力ポリシーまたは出力ポリシーに使用されることがあります。

パケットがネットワークを通過する際にパケットに対する QoSの処理を示すために DSCP値を使
用することができます。

DSCPを使用した差別化サービスアーキテクチャはプレシデンスの使用よりも優先されます。（注）

このコマンドは、一番外側のレイヤ 3ヘッダーが IPv4か IPv6のいずれかの場合にパケットをマー
クします。
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出力ポリシーマップ内で発行した場合、このコマンドはクラスやキューの選択は変更しませんが、

WREDドロッププロファイルの選択に影響することがあります。

setdscpコマンドと set ip dscpコマンドは同じように動作し、IPv4パケットと IPv6パケットの両
方をマークします。

match ip dscpコマンドは IPv4パケットのみを分類するのに対し、match dscpコマンドは IPv4
パケットと IPv6パケットの両方を分類する分類プロセスとは異なります。

（注）

set dscp tunnel
パケットにまだ追加されていないトンネルヘッダー内にDSCP値を設定するには、set dscp tunnel
コマンドをポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディ

セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set dscp tunnel dscp-value

___________________
構文の説明

トンネルヘッダー内の DSCP値を 0～ 63の範
囲で指定します。この値は数字か、または既知

の DiffServe名（つまり、EF）のいずれかを使
用して指定できます。

dscp-value

___________________
コマンドデフォルト

カプセル化されたデータグラムからの DSCP値が新たにインポーズされたトンネルヘッダーにコ
ピーされます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、トンネルヘッダーの追加前でないと意味がありません。
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トンネルインターフェイスに適用された入力ポリシーまたは出力ポリシーのいずれかにこの

コマンドを使用できます。ただし、出力ポリシーが適用されている場合、ポリシーの評価時に

すべてのヘッダーが追加されるため、このコマンドは意味がありません。

（注）

Cisco ASR 1000ルータでは、setdscptunnelコマンドは IPv4に対してのみサポートされています。
サポートされている DSCPトンネルのマーキング設定をリストした表については、インポジショ
ンマーキング, （107ページ）を参照してください。

このコマンドを使用し、レイヤ 3データグラムを外部 IPヘッダーでカプセル化する例について
は、例 4：トンネルインポジションマーキングの設定, （110ページ）を参照してください。

set fr-de
frame-relay（FR）discard eligible（DE）ビットを設定するには、set fr-deコマンドをポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードで使用します。設定をディセーブルにするには、コマ

ンドの no形式を入力します。

[no] set fr-de

___________________
構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト

データグラムがフレームリレーでカプセル化されていると、DEビットは設定されません。

___________________
使用上のガイドライン

フレームリレーカプセル化を使用して設定されたシリアルインターフェイスでは、set fr-deコマ
ンドをアウトバウンドポリシーに使用して、フレームリレーヘッダーの廃棄適性ビットを 1に
設定することができます。

set ip dscp
下位互換性を維持するために、同等の機能を実行する 2つのコマンドバリアント、set ip dscpと
set dscpをサポートしています。いずれかを使用して、IPヘッダー内の DSCP値をマークできま
す。詳細については、set dscpコマンドページ（set dscp, （130ページ））を参照してください。
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set ip dscp tunnel
下位互換性を維持するために、同等の機能を実行する 2つのコマンドバリアント、set ip dscp
tunnelと set dscp tunnelがサポートされています。詳細については、set dscp tunnelコマンドペー
ジ（set dscp tunnel, （131ページ））を参照してください。

set ip precedence
下位互換性を維持するために、同等の機能を実行する2つのコマンドバリアント、set ipprecedence
と set precedenceをサポートしています。いずれかを使用して、IPヘッダー内のプレシデンス値
をマークできます。詳細については、set precedenceコマンドページ（set precedence, （135ペー
ジ））を参照してください。

set ip precedence tunnel
下位互換性を維持するために、同等の機能を実行する2つのコマンドバリアント、set ipprecedence
tunnelと set precedence tunnelがサポートされています。詳細については、set precedence tunnel
コマンドページ（set precedence tunnel, （136ページ））を参照してください。

set mpls experimental imposition
インポーズされたすべてのラベルエントリのMPLSEXPフィールドの値を設定するには、setmpls
experimental impositionコマンドをポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用
します。この設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set mpls experimental imposition mpls-exp-value

___________________
構文の説明

MPLS EXP値を 0～ 7の範囲で指定します。mpls-exp-value

___________________
コマンドデフォルト

MPLS値は、カプセル化されたパケット内の該当するフィールド（通常はprecedence）からコピー
されます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）
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___________________
使用上のガイドライン

set mpls experimental impositionコマンドは、入力インターフェイス上でのみサポートされます。
ラベルインポジション時にこのコマンドを使用し、インポーズされたすべてのラベルエントリの

MPLS EXPフィールドを設定します。

このコマンドを使用して、データグラムまたはフレームをカプセル化するために使用するMPLS
ヘッダー内の EXPビットを設定する例については、例 3：MPLS EXPインポジションの設定, （
110ページ）を参照してください。

set mpls experimental topmost
最上位ラベルのMPLS EXPフィールド値を設定するには、set mpls experimental topmostコマンド
を使用しますポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定を

ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

[no]set mpls experimental topmost mpls-exp-value

___________________
構文の説明

MPLS EXP値を 0～ 7の範囲で指定します。mpls-exp-value

___________________
コマンドデフォルト

MPLS EXP値は、カプセル化時に最も内側のヘッダーからコピーされるか、または変更されない
ままになります。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、コマンドの評価時に最も外側のレイヤ 3ヘッダーがMPLSラベルである場合に
パケットをマークします。

このコマンドは、最上位ラベル内のMPLS EXP値のみを設定します。スタック内に複数のラベル
が存在する場合、最上位以外のラベル内のMPLS EXPは変更されないままになります。
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set precedence
パケットヘッダー内の IPプレシデンス値を設定するには、set precedenceコマンドをポリシー
マップクラスコンフィギュレーションモードで使用します。この設定をディセーブルにするに

は、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set precedence precedence-value

___________________
構文の説明

パケットヘッダーに precedenceビットを 0 ~ 7
の範囲で指定します。

precedence-value

___________________
コマンドデフォルト

受信したパケットのプレシデンス値を保持します。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、入力ポリシーまたは出力ポリシーに使用されることがあります。ただし、出力

ポリシーマップ内でこのコマンドを発行した場合、このコマンドはクラスやキューの選択は変更

しませんが、WREDドロッププロファイルの選択に影響することがあります。

プレシデンス値を設定することによって、パケットがネットワークを通過する際にパケットに対

する QoS処理を示します。

DSCPを使用した差別化サービスアーキテクチャはプレシデンスの使用よりも大幅に優先され
ます。

（注）

set precedenceコマンドと set ip precedenceコマンドは同じように動作し、最も外側のレイヤ 3
ヘッダーが IPv4または IPv6のパケットをマークします。これに対して、match ip precedenceコ
マンドは IPv4パケットのみを分類し、match precedenceコマンドは IPv4と IPv6の両方を分類し
ます。
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set precedence tunnel
まだパケットに追加されていないトンネルヘッダー内に IPプレシデンス値を設定するには、set
precedence tunnelコマンドをポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで使用しま
す。この設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

[no] set precedence tunnel precedence-value

___________________
構文の説明

トンネルヘッダーに precedenceビットを 0 ~ 7
の範囲で指定します。

precedence-value

___________________
コマンドデフォルト

DSCP（および precedence部分）がカプセル化されたヘッダーから新たにインポーズされたヘッ
ダーへコピーされます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）

___________________
使用上のガイドライン

Cisco ASR 1000では、IPv4に対してのみ setprecedencetunnelコマンドがサポートされています。
サポートされている DSCPトンネルのマーキング設定をリストした表については、インポジショ
ンマーキング, （107ページ）を参照してください。

set qos-group
QoSグループ識別子（ID）をパケットに設定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレー
ションモードで set qos-groupコマンドを使用します。この設定をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

[no] set qos-group group-id

___________________
構文の説明

QoSグループ IDを 0～ 99の範囲で指定しま
す。

group-id

___________________
コマンドデフォルト

QoSグループ IDはデフォルトで 0に設定されます。

___________________
コマンドモード

policy-map（config-pmap）
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___________________
使用上のガイドライン

set qos-groupコマンドでは、ルータによってパケットが処理されるため、グループ IDをパケット
に関連付けることができます。

出力ポリシーでグループ IDを使用してパケットをサービスクラスに分類できます。従来、このア
クションには意味がありませんでした。出力マーキングが行われる前にサービスクラスが選択さ

れるからです。ただし、カラー対応ポリシングを使用すると、出力ポリシーでのQoSグループ ID
の設定には意味を持たせることができます。

たとえば、このコマンドを使用して、入力分類時に出力キューイングに基づくようにします。
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第 8 章

QoS パケット一致統計情報の設定

QoSパケット一致統計情報機能は、次のサブ機能で構成されます。

• QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能では、ユーザがQoSクラスマップ内の個々
のフィルタと一致する（matchステートメント）パケットおよびバイトの数をカウントし、
表示することができます。

• QoSパケット一致統計情報の ACE単位の機能では、ユーザがフィルタ内の個々のアクセス
制御エントリ（ACE）に一致するパケットとバイトの数をカウントし、表示することがで
きます。

• 機能情報の確認, 139 ページ

• QoSパケット一致統計情報機能の前提条件, 140 ページ

• QoSパケット一致統計情報機能の制約事項, 140 ページ

• QoSパケット一致統計情報に関する情報, 141 ページ

• QoSパケット一致統計情報の設定方法, 143 ページ

• その他の参考資料, 152 ページ

• QoSパケット一致統計情報の機能情報, 153 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS パケット一致統計情報機能の前提条件
ポリシーマップがシステム上のインターフェイスと関連付けられている場合は、フィルタ単位の

QoSパケット一致統計情報機能をイネーブルまたはディセーブルにすることはできません。

ACE単位のQoSパケット一致統計情報機能は、QoSパケット一致統計情報機能によって異なりま
す。したがって、次の前提条件が適用されます。

•フィルタ単位の QoSパケット一致統計情報がイネーブルになっていない場合に、ユーザが
ACE単位の QoSパケット一致統計情報をイネーブルにしようとすると、この機能をイネー
ブルにするコマンドがCLIで拒否されます。情報メッセージが表示され、コマンドが拒否さ
れた理由がユーザに通知されます。

• ACE単位の QoSパケット一致統計情報機能がイネーブルになっている場合に、ユーザがこ
の機能をディセーブルにしようとすると、この機能をディセーブルにするコマンドがCLIで
拒否されます。情報メッセージが表示され、コマンドが拒否された理由がユーザに通知され

ます。

QoS パケット一致統計情報機能の制約事項
QoSのパケット一致統計情報機能をイネーブルにすると、拡張設定ではCPU使用率が増加する可
能性があります。QoSのパケット一致統計情報機能をイネーブルにする前に、統計情報の利点と
システムの CPU使用率の増加とを比較して検討する必要があります。

ここでは、QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能と、QoSパケット一致統計情報の
ACE単位の機能に関する制約事項について説明します。

以降に、QoSパケット一致統計情報機能の制約事項を示します。

• QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイネーブルにすると、拡張された設定で
はCPU使用率が増加する可能性があります。QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機
能をイネーブルにする前に、統計情報の利点とシステムのCPU使用率の増加を比較して検討
します。

• match-allクラスマップに対する QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能はサポー
トされていません。ただし、match-allクラスマップに対する QoSパケット一致統計情報の
ACE単位の機能はサポートされています。

次の表に、QoSパケット一致統計情報のACE単位のスケーリングの制約事項に関する情報を示し
ます。
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表 14：QoS パケット一致統計情報：ACE 単位のスケーリングの制約事項

ACE（IPv4 または IPv6）プラットフォーム

25,000ASR1000-ESP5、ASR1001、ASR1002-F、
ASR1002-X

30,000ASR1000-ESP10

30,000ASR1000-ESP20/ESP40/ESP100

20,000ISR4400

1,000CSR1000V

QoS パケット一致統計情報に関する情報
ここでは、フィルタ機能単位の QoSパケット一致統計情報とACE機能単位の QoSパケット一致
統計情報の概要を示します。

QoS パケット一致統計情報：フィルタ単位の機能の概要
QoSのパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能では、フィルタに一致するパケット数および
バイト数をカウントし、表示することができます。

フィルタを定義するには、class-mapコマンドとmatch-anyキーワードを使用します。次に例を示
します。

class-map match-any my_class
match ip precedence 4 <-------- User-defined filter
match qos-group 10 <-------- User-defined filter

この情報を使用して、次のタスクを実行できます。

•ネットワークのセグメント上の音声トラフィックの量とデータトラフィックの量の比較

•帯域幅の可用性の調整

•課金情報の正確な決定

•サービスに関する問題のトラブルシューティング

システムは、10秒のサイクルでパケット一致統計情報を収集します。インターフェイスやセッ
ションが多数存在する場合、システムは各サイクルで約8,000のインターフェイスまたはセッショ
ンに関する統計情報を収集します。拡張された設定では、すべての統計情報を収集するのに10秒
サイクルが数回必要になる場合があります。
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QoS パケット一致統計情報：ACE 単位の機能の概要
QoSのパケット一致統計情報のACE単位の機能では、ユーザがQoSポリシー内に使用されている
個々の ACE（クラスマップ内に使用されているアクセスグループ）に一致するパケットやバイ
トの数を追跡し、表示することができます。

この機能は、QoSポリシーに使用する ACE用のヒットカウンタを提供します。この機能を有効
にすると、QoSポリシーに使用されているACE用のQoSヒットカウンタを、その特定のACE用
の既存のセキュリティアクセスリストカウンタに追加します。アクセスリストのカウンタは、

次のコマンド出力で確認できます。

Router# show ip access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any (129580275 matches)

Extended IP access list A6and7
10 permit ip 32.1.6.0 0.0.0.255 any (341426749 matches)
20 permit ip 32.1.7.0 0.0.0.255 any (398245767 matches)

Extended IP access list source
10 permit ip any host 16.1.1.5 (16147976 matches)

QoSヒットカウンタ（QoSポリシーで使用されている ACEの数）が、アクセスリストカウンタ
に追加されます。この機能をイネーブルにするときは、次の点に注意することを推奨します。

•アクセスリストのカウントは、show ip access-listsコマンドの出力で確認できるように（イ
ンターフェイスに関する記述なし）、インターフェイス固有ではありません。これらは、

ACEを使用し、そのカウントをサポートしているすべての機能のすべてのインターフェイス
とすべての方向にわたる、すべてのヒットの総数です。

•インターフェイス固有のカウントは、QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能がイ
ネーブルになっている場合は、既存の QoSコマンド（show policy-map interface）で提供さ
れます。ただし、前に指定したコマンドでは、次の出力例に示すように、ACE単位ではな
く、フィルタ単位（ACLまたはアクセスグループ）のカウントのみが示されます。

Router# show access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any (2000 matches)

Router# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/2

Service-policy input: simple

Class-map: A1-class (match-all)
1000 packets, 124000 bytes
5 minute offered rate 4000 bps
Match: access-group name A1

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 261000 bps, drop rate 0 bps
Match: any

• QoSフィルタ（クラスマップ内の matchステートメント）に ACEがあっても、パケットが
そのステートメントに一致しない場合、ACEカウンタはそのパケットについては増加しませ
ん。これは次の場合に発生します。
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ACEが denyステートメントで使用されている。•

• match-allクラスマップの定義の他の一致基準（match ip prec 1など）がパケットをクラ
スに一致させないようにしている。

• match-anyクラスマップの定義の他の一致基準（match ip prec 1など）がパケットに一致
しており、ACE一致基準と一致させないようにしている。（このフィルタは ACEフィ
ルタよりも優先され、パケットは両方のステートメントに一致しています）。

•アクセスリストカウントは、ACEを使用し、ACE単位のカウントをサポートするすべての
機能のヒットカウントの（特定のACEについての）総計です。（Cisco IOSXE3.10では、セ
キュリティと QoSの ACLのみが ACE単位のカウントをサポートしていますが、将来のリ
リースで変更される可能性があります）。したがって、1つのパケットが同じACEを使用し
ている複数の機能にヒットする（カウントされる）ため、同じパケットに対して（パケット

が機能それぞれを通過するたびに）複数回カウントされることになります。次に、この例を

示します。

ip access-list extended A1
permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any

class-map match-all A1-class
match access-group name A1

interface GigabitEthernet0/0/2
ip address 32.0.0.1 240.0.0.0
ip access-group A1 in
duplex auto
speed auto
media-type rj45
no negotiation auto
service-policy input simple

Router# show access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any (2000 matches)

Router# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/2

Service-policy input: simple

Class-map: A1-class (match-all)
1000 packets, 124000 bytes
5 minute offered rate 4000 bps
Match: access-group name A1

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 261000 bps, drop rate 0 bps
Match: any

QoS パケット一致統計情報の設定方法
ここでは、QoSパケット一致統計情報の設定方法について説明します。
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QoS パケット一致統計情報の設定：フィルタ単位

はじめる前に

• QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイネーブルにする前に、システム上のイ
ンターフェイスに関連付けられているポリシーマップがないことを確認します。ある場合

は、システムによって次のメッセージが返されます。

Either a) A system RELOAD or
b) Remove all service-policies, re-apply the change

to the statistics, re-apply all service-policies
is required before this command will be activated.

• QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイネーブルにする前に、class-mapコマ
ンドと match-anyキーワードを使用するフィルタを定義していることを確認します。

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイネーブルにすると、拡張された設定では
CPU使用率が増加する可能性があります。QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能
をイネーブルにする前に、統計情報の利点とシステムの CPU使用率の増加を比較して検討し
ます。

（注）

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. platformqosmatch-statisticsper-filter
4. interface interface -name
5. service-policy {input | output} policy-map-name
6. end
7. showpolicy-mapinterfaceinterface-name
8. configureterminal
9. interface interface-name
10. no service-policy {input | output} policy-map-name
11. exit
12. no platform qos match-statistics per-filter
13. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイ
ネーブルにします。

platformqosmatch-statisticsper-filter

例：

Router(config)# platform qos
match-statistics per-filter

ステップ 3   

ポリシーマップを適用するためのインターフェイスを

指定します。

interface interface -name

例：
Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 4   

インターフェイスにQoSポリシーマップを適用します。
QoSパケット一致統計情報機能は、QoSポリシーを適用
する前にイネーブルにする必要があります。

service-policy {input | output}
policy-map-name

例：
Router(config-if)# service-policy input
pol1

ステップ 5   

コンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router# end

ステップ 6   

指定したインターフェイス、サブインターフェイス、ま

たはインターフェイス上の特定の相手先固定接続

showpolicy-mapinterfaceinterface-name

例：

Router# show policy-map interface
serial4/0/0

ステップ 7   

（PVC）に存在するすべてのサービスポリシーに対し
て設定されているすべてのクラスのパケット統計情報を

表示します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを削除するためのインターフェイスを

指定します。

interface interface-name

例：
Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 9   

インターフェイスから QoSポリシーマップを削除しま
す。QoSパケット一致統計情報機能をディセーブルにす

no service-policy {input | output}
policy-map-name

例：
Router(config-if)# no service-policy
input pol1

ステップ 10   

る前に、すべての QoSポリシーをインターフェイスか
ら削除する必要があります。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：
Router(config-if)# exit

ステップ 11   

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をディ
セーブルにします。

no platform qos match-statistics per-filter

例：

Router(config)# no platform qos
match-statistics per-filter

ステップ 12   

コンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router# end

ステップ 13   

例

showpolicy-mapinterfaceコマンドを使用して、指定したインターフェイス、サブインターフェイ
ス、またはインターフェイス上のPVCに存在するすべてのサービスポリシーに対して設定されて
いるすべてのクラスのパケット統計情報を表示します。

Router# show policy-map interface gig1/1/0

GigabitEthernet1/1/0
Service-policy input: pol1 ! target = gig1/1/0,input
Class-map: class1 (match-any)
1000 packets, 40000 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 1 <-------- User-defined filter
800 packets, 32000 bytes <-------- Filter matching results

Match: ip precedence 2 <-------- User-defined filter
200 packets, 8000 bytes <-------- Filter matching results

QoS Set
ip precedence 7
No packet marking statistics available

Class-map: class-default (match-any)
500 packets, 20000 bytes
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5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any <-------- User-defined filter
500 packets, 20000 bytes <-------- Filter matching results

QoS パケット一致統計情報の設定：ACE 単位

はじめる前に

QoSパケット一致統計情報のACE単位の機能をイネーブルにする前に、QoSパケット一致統計情
報のフィルタ単位の機能をイネーブルにしたことを確認します。

次に、show platform hardware qfp active feature qos configuration globalコマンドを使用して機能
の統計情報を確認する例を示します。

Router# show platform hardware qfp active feature qos configuration global
Marker statistics are: disabled
Match per-filter statistics are: enabled <<<<<<<
Match per-ace statistics are: enabled <<<<<<
Performance-Monitor statistics are: disabled

QoSパケット一致統計情報の ACE単位の機能を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. platform qos match-statistics per-filter
4. platform qos match-statistics per-ace
5. interface interface-name
6. service-policy{input|output}policy-map-name
7. end
8. showpolicy-mapinterfaceinterface-name
9. show access-lists
10. configureterminal
11. interface interface-name
12. no service-policy{input|output}policy-map-name
13. exit
14. no platform qos match-stat per-ace
15. no platform qos match-statistics per-filter
16. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能をイ
ネーブルにします。

platform qos match-statistics per-filter

例：
Router(config)# platform qos
match-statistics per-filter

ステップ 3   

QoSパケット一致統計情報のACE単位の機能をイネー
ブルにします。

platform qos match-statistics per-ace

例：
Router(config)# platform qos
match-statistics per-ace

ステップ 4   

ポリシーマップを適用するためのインターフェイスを

指定します。

interface interface-name

例：
Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 5   

インターフェイスに QoSポリシーマップを適用しま
す。QoS一致統計情報機能は、QoSポリシーを適用す
る前にイネーブルにする必要があります。

service-policy{input|output}policy-map-name

例：
Router(config-if)# service-policy input
pol1

ステップ 6   

コンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router# end

ステップ 7   

指定したインターフェイス、サブインターフェイス、

またはインターフェイス上の特定の PVCのいずれか
showpolicy-mapinterfaceinterface-name

例：

Router# show policy-map interface
serial4/0/0

ステップ 8   

で、すべてのサービスポリシーに対して設定されてい

るすべてのクラスに関するパケット統計情報を表示し

ます。
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目的コマンドまたはアクション

ACE単位の QoSパケット一致統計情報を含めて、現
在のアクセスリストのコンテンツを表示します。

show access-lists

例：
Router# show access-lists

ステップ 9   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 10   

ポリシーマップを削除するためのインターフェイスを

指定します。

interface interface-name

例：
Router(config)# interface
GigabitEthernet0/0/0

ステップ 11   

インターフェイスから QoSポリシーマップを削除し
ます。QoS一致統計情報機能をディセーブルにする前

no
service-policy{input|output}policy-map-name

例：
Router(config-if)# no service-policy
input pol1

ステップ 12   

に、すべてのQoSポリシーをインターフェイスから削
除する必要があります。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：
Router(config-if)# exit

ステップ 13   

QoSパケット一致統計情報の ACE単位の機能をディ
セーブルにします。

no platform qos match-stat per-ace

例：

Router(config)# no platform qos
match-stat per-ace

ステップ 14   

QoSパケット一致統計情報のフィルタ単位の機能を
ディセーブルにします。

no platform qos match-statistics per-filter

例：
Router(config)# no platform qos
match-statistics per-filter

ステップ 15   

コンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router# end

ステップ 16   
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例

showpolicy-mapinterfaceコマンドを使用して、指定したインターフェイス、サブインターフェイ
ス、またはインターフェイス上のPVCに存在するすべてのサービスポリシーに対して設定されて
いるすべてのクラスのフィルタ単位の統計情報を表示します。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/2

Service-policy input: test-match-types

Class-map: A1orA2-class (match-any)
482103366 packets, 59780817384 bytes
5 minute offered rate 6702000 bps
Match: access-group name A1
62125633 packets, 7703578368 bytes
5 minute rate 837000 bps

Match: access-group name A2
419977732 packets, 52077238892 bytes
5 minute rate 5865000 bps

Class-map: A3andprec1-class (match-all)
5673520 packets, 703516480 bytes
5 minute offered rate 837000 bps
Match: access-group name A3
Match: ip precedence 1

Class-map: A5-class (match-all)
227101820 packets, 28160625680 bytes
5 minute offered rate 3351000 bps
Match: access-group name A5

Class-map: A6and7-class (match-all)
627615840 packets, 77824340228 bytes
5 minute offered rate 9215000 bps
Match: access-group name A6and7

Class-map: A3-class (match-all)
111548288 packets, 13831987712 bytes
5 minute offered rate 1675000 bps
Match: access-group name A3

Class-map: A4andsource (match-all)
16115590 packets, 1998333160 bytes
5 minute offered rate 2513000 bps
Match: access-group name A4
Match: access-group name source

Class-map: class-default (match-any)
164881212 packets, 20445270288 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

showipaccess-listsコマンドを使用して、現在のアクセスリストのコンテンツ（ACE単位のQoSパ
ケット一致統計情報を含む）を表示します。

Router# show ip access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any (129580275 matches)

Extended IP access list A2
10 permit ip 32.1.2.0 0.0.0.255 any (486342300 matches)

Extended IP access list A3
10 permit ip 32.1.3.0 0.0.0.255 any (306738457 matches)

Extended IP access list A4
10 permit ip 32.1.4.0 0.0.0.255 any (16147975 matches)

Extended IP access list A5
10 permit ip 32.1.5.0 0.0.0.255 any (294357455 matches)

Extended IP access list A6and7
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10 permit ip 32.1.6.0 0.0.0.255 any (341426749 matches)
20 permit ip 32.1.7.0 0.0.0.255 any (398245767 matches)

Extended IP access list source
10 permit ip any host 16.1.1.5 (16147976 matches)

トラブルシューティングのヒント

QoSのパケット一致統計情報機能がイネーブルかどうかを確認するには、showplatformhardware
qfp active feature qos config globalコマンドを使用します。この機能がディセーブルの場合は、次
のようなメッセージが表示されます。

Router# show platform hardware qfp active feature qos config global

Marker statistics are: enabled
Match per filter statistics are: enabled

例：QoS パケット一致統計情報の設定：フィルタ単位
次に、QoSパケット一致統計情報を設定する例を示します。フィルタ単位で次のタスクを実行し
ます。

• QoSパケット一致フィルタを定義する

• show policy-map interfaceコマンドの出力を表示する

Router# show policy-map interface Tunnel1

Service-policy output: DATA-OUT-PARENT
Class-map: class-default (match-any)
4469 packets, 4495814 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any <-------- User-defined filter
Queueing
queue limit 416 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 4469/4558380
shape (average) cir 100000000, bc 400000, be 400000
target shape rate 100000000
Service-policy : DATA-OUT
queue stats for all priority classes:
Queueing
queue limit 200 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 4469/4558380

Class-map: ATM-VTI-RIP-SPK1-DATA (match-any)
4469 packets, 4495814 bytes <-------- Filter matching results
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: access-group 121 <-------- User-defined filter
4469 packets, 4495814 bytes <-------- Filter matching results
5 minute rate 0 bps

QoS Set
ip precedence 3
Packets marked 4469

Priority: 100 kbps, burst bytes 2500, b/w exceed drops: 0
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Command
Reference』

Quality of Serviceコマンド

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

QoS パケット一致統計情報の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 15：QoS パケット一致統計情報の機能情報

機能情報リリース機能名

QoSパケット一致統計情報の
フィルタ単位の機能では、パ

ケットの QoSサービスポリ
シー内のクラスマップに使用さ

れている個々のフィルタに一致

する（matchステートメント）
パケットの数をカウントし、表

示することができます。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• platform qos
match-statistics per-filter

• no platform qos
match-statistics per-filter

• show platform hardware
qfp active feature qos
config global

Cisco IOS XEリリース 3.3SQoSパケット一致統計情報：
フィルタ単位

QoSのパケット一致統計情報の
ACE単位の機能では、ユーザ
が QoSポリシー内に使用され
ている個々の ACE（クラス
マップ内に使用されているアク

セスグループ）に一致するパ

ケットやバイトの数を追跡し、

表示することができます。

次のコマンドが導入されまし

た。

platform qos match-statistics
per-ace

Cisco IOS XEリリース 3.10SQoSパケット一致統計情報：
ACE単位
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第 9 章

ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビット

ポリサーを使用した ATM CLP設定ビットの機能では、ポリシングして、アウトバウンドの PPP
overATM（PPPoA）トラフィックをマークすることができます。ATMセル損失率優先度（CLP）
ビットは、次のいずれかの方法で設定できます。

•ポリシングされたしきい値

•クラスの一致

• 機能情報の確認, 155 ページ

• ポリサーを使用した ATM CLP設定ビットの前提条件, 156 ページ

• ポリサーを使用した ATM CLP設定ビットに関する情報, 156 ページ

• ポリサーを使用した ATM CLPビットの設定方法, 157 ページ

• ポリサーを使用した ATM CLP設定ビットの設定例, 161 ページ

• その他の参考資料, 162 ページ

• ポリサーを使用した ATM CLP設定ビットの機能情報, 164 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビットの前提条件
ポリシングされたしきい値を使用して ATM CLPビットを設定する場合は、set-clp-transmitアク
ションがポリシーマップに含まれていることを確認します。新しいポリサーアクションは、トラ

フィックが所定のレートを超えたときの ATMネットワーク内の高い廃棄確率に一致するクラス
内の PPPoAトラフィックを条件付きでマークします。

クラスの一致によりATMCLPビットを厳格に設定する場合は、set atm-clpアクションがポリシー
マップに含まれていることを確認します。setディレクティブは、ATMネットワーク内の高い廃
棄確率に一致するクラス内のすべてのトラフィックをマークします。

set-clp-transmitアクションまたは set atm-clpアクションを使用して、ポリシーマップを仮想テ
ンプレートに適用することができます。このテンプレートは、PPPoAセッションの作成時か、ま
たはダイナミックに割り当てることで複製されます。

ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビットに関する情報

ATM CLP ビット
ATM CLPビットは、ATMセルのドロッププライオリティを示します。ATMネットワークの輻
輳時に、ルータは CLPビットが 1に設定されている ATMセルを廃棄してから、CLPビットが 0
に設定されているセルを廃棄します。

ポリサーを使用したATMCLPビットの設定機能を使用すると、セルヘッダー内のATMCLPビッ
トを有効にするように policeコマンドを設定できます。ATM CLPビットは setディレクティブで
明示的にマークできます。

ポリサーを使用した ATM CLPビットの設定機能は、次のタイプのポリシーで set-clp-transmitポ
リシングアクションをサポートします。

•シングルレートポリシング

•デュアルレートポリシング

•階層型
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ポリサーを使用した ATM CLP ビットの設定方法

PPPoA ブロードバンドのトラフィックポリシングの設定

はじめる前に

ポリシーマップを設定する前に、トラフィックを分類するために使用するクラスマップを定義し

ていることを確認します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class {class-name|class-default]
5. police [circir] [conform-actionaction] [exceed-actionaction]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し、ポリシー

マップを作成します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map
parent-policy

ステップ 3   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

class {class-name|class-default]

例：

Device(config-pmap)# class
class-default

ステップ 4   

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリシーを

指定する前にデフォルトクラス（一般に class-defaultクラスといい
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目的コマンドまたはアクション

ます）を指定します。作成または変更する子クラスまたは親クラス

を指定するのに必要な回数だけ、このコマンドを繰り返してくださ

い。

• classname：設定するクラス、またはポリシーを編集するクラス
の名前。クラス名は、クラスマップに使用するとともに、ポリ

シーマップのクラスにポリシーを設定する場合にも使用しま

す。

• class-default：デフォルトクラスのポリシーを設定または変更
できるようにデフォルトクラスを指定します。

トラフィックポリシングを設定し、指定のレートに準拠、超過、ま

たは違反としてマーク付けされたパケットに適用する複数のアクショ

ンを指定します。

police [circir] [conform-actionaction]
[exceed-actionaction]

例：

Device(config-pmap-c)# police
1000000

ステップ 5   

•ポリシーマップクラスポリスコンフィギュレーションモード
を開始します。1つのアクションにつき 1行を使用して、アク
ションを指定します。

例：

Router(config-pmap-c-police)#
conform-action

• cir：（任意）認定情報レート。CIRがトラフィックポリ
シングに使用されることを示します。

• conform-action：（オプション）準拠バーストを下回るレー
トのパケットに対して実行するアクション。

例：

transmit
• exceed-action：（オプション）準拠バースト以上で、準拠
バーストと超過バーストの合計以下のレートのパケットに

対して実行するアクション。

例：

Device(config-pmap-c-police)#
exceed-action

例：

set-clp-transmit

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-pmap-c)# end

ステップ 6   
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例

次に、ポリサーを使用して ATM CLPを設定する例を示します。

policy-map egress_atm_clp_policer
class prec0
police cir 5000000
class prec1
police cir 3000000 conform-action transmit exceed-action set-clp-transmit
class class-default
police cir 1000000 conform-action transmit exceed-action set-clp-transmit

ATM CLP ビットのマーキング

はじめる前に

ポリシーマップを設定する前に、トラフィックを分類するために使用するクラスマップを定義し

ていることを確認します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class {class-name|class-default]
5. setatm-clp
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し、ポリ

シーマップを作成します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
parent-policy

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

class {class-name|class-default]

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 4   

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリシー

を指定する前にデフォルトクラス（一般に class-defaultクラスと
いいます）を指定します。作成または変更する子クラスまたは親

クラスを指定するのに必要な回数だけ、このコマンドを繰り返し

てください。

• classname：設定するクラス、またはポリシーを編集するクラ
スの名前。クラス名は、クラスマップに使用するとともに、

ポリシーマップのクラスにポリシーを設定する場合にも使用

します。

• class-default：デフォルトクラスのポリシーを設定または変
更できるようにデフォルトクラスを指定します。

このクラスに一致するすべてのトラフィックに対して ATM CLP
ビットのマーキングを設定します。

setatm-clp

例：

Router(config-pmap-c)# set
atm-clp

ステップ 5   

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 6   

例

次に、明示的なマーキングを使用して ATM CLPを設定する例を示します。

policy-map egress_atm_clp_policer
class prec0
police cir 5000000
class class-default
set atm-clp
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ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビットの設定例

例：クラスに一致するポリサーアクションによる ATM CLP のマーキン
グ

この例では、次のタスクの実行方法を説明します。

•トラフィッククラスを定義する。

• 2レイヤポリシーマップを設定する。

• PPPoAセッションにポリシーマップを適用する。

このポリシーは、クラスのトラフィックが所定のレートを超えたときに、一致する low_interestク
ラスのトラフィックに ATM CLPビットを条件付きでマークします。

class-map voice
match precedence 4

!
class-map web
match precedence 3

!
class low_interest
match precedence 1 0

!
policy-map child
child class voice
police cir 256000
priority level 1
class web
bandwidth remaining ratio 10
class low_interest
police cir 1000000 conform-action transmit exceed-action set-clp-transmit
class class-default
bandwidth remaining ratio 1

!
policy-map parent
class class-default
shape average 15000000
service-policy child

仮想テンプレートに適用されたポリシーマップが複製され、各PPPoAセッションに対して仮想ア
クセスインターフェイスを作成するために使用されます。

interface Virtual-Template1
ip unnumbered Loopback1
load-interval 30
peer default ip address pool POOL1
ppp authentication chap ppp
ipcp address required
service-policy output parent
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例：ポリサーアクションのポリシングされたしきい値による ATM CLP
のマーキング

この例では、次のタスクの実行方法を説明します。

•トラフィッククラスを定義します。

• 2レイヤポリシーマップを設定する。

• PPPoAセッションにポリシーマップを適用する。

このポリシーは、ATMネットワークに輻輳が発生したときにドロップされるように、必須以外の
トラフィックを ATM CLPビッドを使用してマークします。

class-map video
match precedence 5

!
class-map voice
match precedence 4

!
class-map web
match precedence 3

!
policy-map child
child class voice
police cir 256000
priority level 1
class video
police cir 4000000
priority level 2
class web
set atm-clp
bandwidth remaining ratio 10
class class-default
bandwidth remaining ratio 1
set atm-clp

!
interface Virtual-Template1
ip unnumbered Loopback1
load-interval 30
peer default ip address pool POOL1
ppp authentication chap ppp
ipcp address required
service-policy output parent

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Command
Reference』

Quality of Serviceコマンド
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標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビットの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 16：ポリサーを使用した ATM CLP 設定ビットの機能情報

機能情報リリース機能名

ポリサーを使用した ATM CLP
設定ビットの機能では、ポリシ

ングが可能であり、アウトバウ

ンド PPPoAトラフィックを
マークします。

Cisco IOSリリース 3.14Sでは、
この機能はCisco 4451-Xサービ
ス統合型ルータに追加されまし

た。

次のコマンドが導入または変更

されました。setatm-clpand
police。

Cisco IOSリリース XE 3.3S

Cisco IOSリリース XE 3.14S

ポリサーを使用した ATM CLP
設定ビット
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第 10 章

EVC Quality of Service

このマニュアルでは、イーサネット仮想回線（EVC）で使用する Quality of Service（QoS）機能
（トラフィックの分類やポリシングなど）をイネーブルにする方法について説明します。

Metro Ethernet Forumで定義された EVCは、ポートレベルのポイントツーポイントまたはマルチ
ポイントツーマルチポイント回線です。プロバイダーから顧客に提供されているサービスの1つ
のインスタンスをエンドツーエンドで表します。さまざまなパラメータが統合されて、サービス

が提供されます。

• 機能情報の確認, 165 ページ

• EVCでの Quality of Serviceに関する情報, 166 ページ

• EVCでの Quality of Service機能の設定方法, 172 ページ

• EVC QoSの設定例, 177 ページ

• その他の参考資料, 179 ページ

• EVC QoSを設定するための機能情報, 180 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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EVC での Quality of Service に関する情報

EVC Quality of Service と MQC
QoS機能は、通常、トラフィッククラス、クラスマップ、ポリシーマップを使用して適用しま
す。たとえば、特定のクラスに属するトラフィックを特定のカテゴリに分類し、特定のQoS処理
（分類やポリシングなど）を実行するように指定できます。トラフィックに対して実行される特

定の QoS処理はポリシーマップで指定し、ポリシーマップはインターフェイスに適用します。
このように QoSを適用するために使用されるメカニズムはモジュラ QoS CLI（MQC）です。

ポリシーマップは、service-policyコマンドを使用して、着信（入力）または発信（出力）方向で
インターフェイスに適用できます。

MQC構造では、トラフィッククラスの定義、トラフィックポリシーの作成、インターフェイス
（この場合、EVC）へのトラフィックポリシーの適用を行えます。

MQC構造は、大きく次の 3つの手順からなります。

1 class-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスを定義します。トラフィッククラスは、
トラフィックの分類に使用します。

2 policy-mapコマンドを使用して、トラフィックポリシーを定義します。（トラフィックポリ
シーという用語とポリシーマップという用語は、多くの場合同じ意味で使用されます）。トラ

フィックポリシー（ポリシーマップ）には、1つのトラフィッククラスと、トラフィックク
ラスに適用する 1つ以上の QoS機能を含めます。トラフィックポリシー内の QoS機能によっ
て、分類されたトラフィックの処理方法が決まります。

3 service-policyコマンドを使用して、トラフィックポリシー（ポリシーマップ）をインターフェ
イスに適用します。

階層型ポリシーマップやクラスマップを含むMQCの詳細については、「MQCを使用した
QoS機能の適用」モジュールを参照してください。

（注）

QoS 対応イーサネットフローポイント（EFP）
EVCQuality of ServiceとMQC, （166ページ）で説明したように、MQCはネットワークトラフィッ
クに 1つまたは複数の QoS機能を適用するために使用されます。MQCを使用する最後のステッ
プでは、service-policyコマンドを使用して、トラフィックポリシー（ポリシーマップ）をイン
ターフェイス（この場合は EVC）に適用します。

EVC Quality of Service機能では、service-policyコマンドを使用して、EVCの着信（入力）方向ま
たは発信（出力）方向のイーサネットフローポイント（EFP）にポリシーマップを適用できま
す。このようにして、EFPは「QoS対応」と認識されます。
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QoS 機能と EVC
QoSの特定の機能として、次が含まれています。

•パケットの分類（Diffservコードポイント（DSCP）値や QoSグループ IDなどに基づく）

•パケットマーキング（サービスクラス（CoS）値）に基づくなど）

•トラフィックポリシング（2色、3色および複数アクション）

•帯域幅の共有

•プライオリティキューイング（EVCのアウトバウンド方向のみ）

•重み付けランダム早期検出（WRED）

QoS機能は、次の項の一覧に示す適切なコマンドを使用してイネーブルにします。

EVC QoS がサポートするトラフィック分類の match コマンド
次の表に、EVCでのトラフィックの分類時にで使用できるmatchコマンドの一部を示します。使
用可能な matchコマンドは、Cisco IOS XEのリリースによって異なります。コマンドおよびコマ
ンドシンタックスの詳細については、『Cisco IOSQuality of Service Solutions Command Reference』
を参照してください。

表 17：MQC で使用可能な match コマンド

目的コマンド

指定したアクセスコントロールリスト（ACL）
に基づいて、クラスマップの一致基準を設定し

ます。

matchaccess-group

すべてのパケットの一致基準を設定します。matchany

レイヤ 2 CoSマーキングに基づいてパケットを
照合します。

matchcos

レイヤ2CoSマーキングに基づいてQinQパケッ
トの内部 CoSを照合します。

matchcosinner

特定の IP DSCP値を一致基準として識別しま
す。1つの match文に最大 8つの DSCP値を含
めることができます。

match [ip] dscp
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目的コマンド

成功しない一致基準として使用する、1つの一
致基準値を指定します。

matchnotコマンドは、一致基準とし
て使用する特定のmatchパラメータを
指定する代わりに、パケットがクラス

のメンバーとして分類されるのを防ぐ

一致基準を指定するために使用しま

す。たとえば、トラフィッククラス

の設定中に matchnotqos-group6コマ
ンドを発行すると、QoSグループ6だ
けが、成功する一致基準として考慮さ

れない QoSグループ値となります。
他の QoSグループ値は成功する一致
基準となります。

（注）

matchnot

IP precedence値を一致基準として識別します。match [ip] precedence

特定のQoSグループ値を一致基準として識別し
ます。

matchqos-group

送信元MACアドレスを一致基準として使用し
ます。

matchsource-addressmacコマンドを
使用したトラフィックの分類は、入

力方向でのみサポートされます。

（注）

matchsource-addressmac

VLAN ID番号に基づいてトラフィックを照合
し、分類します。

matchvlan(QoS)

802.1qのタグ付きフレームの最も内部にある
VLAN IDを照合するクラスマップを設定しま
す。

match vlan inner

1 つのトラフィッククラスでの複数の match コマンド

トラフィッククラスに複数のmatchコマンドが含まれている場合、それらのmatchコマンドの評
価方法を指定する必要があります。これは、class-mapコマンドの match-anyキーワードまたは
match-allキーワードを使用して指定します。match-anyキーワードとmatch-allキーワードついて
は、次の点に注意してください。

• match-anyキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定した基準の 1つに一致する必要があります。
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• match-allキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定した基準のすべてに一致する必要があります。

•どちらのキーワードも指定しなかった場合、トラフィッククラスによって評価されるトラ
フィックは、指定した基準のすべてに一致する必要があります（つまり、match-allキーワー
ドの動作が使用されます）。

EVC で QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド
QoS機能をイネーブルにするために使用するコマンドは、Cisco IOS XEリリースごとに異なりま
す。以下の表に、使用可能なコマンドとそれによってイネーブルになるQoS機能の一部を示しま
す。コマンドシンタックスについては、『Cisco IOSQuality of Service SolutionsCommandReference』
を参照してください。

イネーブルにする特定の QoS機能の詳細については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の適切なモジュールを参照してください。

表 18：QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド

目的コマンド

クラスの最小帯域幅保証を設定します。帯域幅

クラスの過剰重量を設定します。bandwidthremaining

指定したトラフィッククラスのパケットを廃棄

します。

drop

トラフィッククラス内のフローベースのキュー

イング機能をイネーブルにします。

fair-queue

トラフィックポリシングを設定します。複数の

ポリシングアクションを指定できるようにしま

す。

police

インターフェイスで利用可能な帯域幅の割合に

基づいてトラフィックポリシングを設定しま

す。

police(percent)

認定情報レート（CIR）と最大情報レート
（PIR）の 2つのレートを使用したトラフィッ
クポリシングを設定します。

police(tworates)

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

にプライオリティを与えます。

priority
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目的コマンド

ポリシーマップで設定されているクラスに対し

てキューが保持できるパケットの最大数を指定

または変更します。

queue-limit

重み付けランダム早期検出（WRED）をイネー
ブルにします。

random-detect

パケットのサービスクラス（CoS）値に基づい
て、Weighted Random Early Detection（WRED）
をイネーブルにします。

random-detect cos-based

パケットの廃棄確率を計算する場合、Weighted
RandomEarlyDetection（WRED）でDiffServコー
ドポイント（DSCP）の値を使用するよう、指
定します。

random-detect dscp-based

ポリシーマップ内のクラスの discard-class値に
対し、WREDパラメータを設定します。

random-detectdiscard-class

パケットの廃棄クラス値に基づくWREDを設
定します。

random-detectdiscard-class-based

クラス用に予約されたキューの平均キューサイ

ズ計算用の指数加重係数を設定します。

random-detectexponential-weighting-constant

ポリシーマップ内のクラスポリシーに対する、

特定の IP precedenceのWREDパラメータを設
定します。

random-detectprecedence

一致基準として使用するトラフィックポリシー

の名前を指定します（トラフィックポリシーを

互いにネストさせるため（階層型トラフィック

ポリシー））。

service-policy

発信パケットのレイヤ 2 CoS値を設定します。setcos

ブリッジフレームの内部サービスクラスフィー

ルドをマークします。

setcos-inner

discard-class値でパケットをマークします。setdiscard-class

タイプオブサービス（ToS）バイト内の DSCP
値を設定することでパケットをマークします。

set[ip] dscp
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目的コマンド

パケットが指定したポリシーマップに一致する

場合にマルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ビットを設定する値を指定します。

setmplsexperimental

パケットヘッダーに precedence値を設定しま
す。

setprecedence

後でパケットを分類するために使用できるQoS
グループ IDを設定します。

setqos-group

指定したアルゴリズムに従って、指示された

ビットレートまでトラフィックをシェーピング

します。

shape

service-policy コマンドの input および output キーワード
一般的な規則として、トラフィックポリシーで設定するQoS機能は、インターフェイスで受信さ
れるパケットか、インターフェイスで送信されるパケットに適用できます。そのため、service-policy
コマンドを使用する場合は、inputキーワードまたは outputキーワードを使用してトラフィック
ポリシーの方向を指定する必要があります。

たとえば、service-policyoutputpolicy-map1コマンドは、トラフィックポリシーの QoS機能を出
力方向のインターフェイスに適用します。インターフェイス（出力）から送信されるすべてのパ

ケットが、policy-map1という名前のトラフィックポリシーで指定された基準に従って評価されま
す。

Ciscoのリリースでは、キューイングメカニズムは入力方向ではサポートされていません。非
キューイングメカニズム（トラフィックポリシングやトラフィックマーキングなど）は、入

力方向でサポートされています。また、送信元MACアドレスに基づくトラフィックの分類
（matchsource-addressmacコマンドを使用）は、入力方向でのみサポートされています。

（注）
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EVC での Quality of Service 機能の設定方法

EVC で使用するトラフィッククラスの作成
トラフィッククラスを作成するには、class-mapコマンドを使用してトラフィッククラス名を指
定します。次に、1つ以上の matchコマンドを使用して、適切な一致基準を指定します。指定し
た基準に一致するパケットがトラフィッククラスに分類されます。

EVCで使用するトラフィッククラスを作成するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. class-map [match-all |match-any] class-name
4. matchcoscos-number
5. 必要に応じて追加のmatchコマンドを入力します。追加のコマンドが不要な場合は次のステッ
プに進みます。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

クラスマップを作成し、クラスマップコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

class-map [match-all |match-any]
class-name

例：

Router(config)# class-map match-any
class1

ステップ 3   

•クラスマップは、パケットを指定したクラスに照合す
るために使用します。
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目的コマンドまたはアクション

match-allキーワードは、すべての一致基準が満た
されることが必要であることを指定します。

match-anyキーワードは、いずれかの一致条件が満
たされることが必要であることを指定します。こ

れらのキーワードは、複数の matchコマンドを指
定する場合にだけ使用します。

（注）

レイヤ 2 CoS番号に基づいて、パケットを照合します。matchcoscos-number

例：

Router(config-cmap)# match cos 2

ステップ 4   

matchcosコマンドは、使用できるmatchコマンド
の一例です。

（注）

--必要に応じて追加のmatchコマンドを
入力します。追加のコマンドが不要な

場合は次のステップに進みます。

ステップ 5   

（任意）クラスマップコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-cmap)# end

ステップ 6   

EVC で使用するポリシーマップの作成
EVCで使用するトラフィックポリシー（ポリシーマップ）を作成するには、次の手順を実行し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class {class-name| class-default}
5. policebps[burst-normal] [burst-max] [conform-action action] [exceed-action action] [violate-action

action]
6. イネーブルにする追加の QoS機能に対するコマンドを入力します。他に QoS機能が必要ない
場合は、次のステップに進みます。

7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

トラフィックポリシーの名前を作成または指定し、QoS
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)#

ステップ 3   

policy-map policy1

クラスの名前を指定し、QoSポリシーマップクラスコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

class {class-name| class-default}

例：

Router(config-pmap)#

ステップ 4   

この手順により、トラフィッククラスがトラ

フィックポリシーに関連付けられます。

（注）

class class1

（任意）トラフィックポリシングを設定します。policebps[burst-normal] [burst-max]
[conform-action action] [exceed-action action]
[violate-action action]

ステップ 5   

policeコマンドは、QoS機能をイネーブルに
するためにポリシーマップで使用できるコマ

ンドの一例です。

（注）

例：

Router(config-pmap-c)# police 3000

--イネーブルにする追加のQoS機能に対する
コマンドを入力します。他にQoS機能が必
要ない場合は、次のステップに進みます。

ステップ 6   

（任意）QoSポリシーマップクラスコンフィギュレー
ションモードを終了し、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 7   
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EVC の設定および EVC へのトラフィックポリシーの適用
ポリシーマップを EVCに適用すると、トラフィックポリシー（ポリシーマップ）は、イネーブ
ルにした QoS機能をトラフィッククラスに適用します。

EVCを設定し、EVCにトラフィックポリシーを適用するには、次の手順を実行します。

EVCにトラフィックポリシーを適用するために使用するコマンドの 1つに、service-policyコ
マンドがあります。このコマンドを使用する場合は、ポリシーマップ名とともに inputキー
ワードまたは outputキーワードを指定する必要があります。ポリシーマップには、使用する
QoS機能が含まれます。特定の QoS機能は、入力方向または出力方向のいずれかでのみ使用
できます。これらのキーワードとサポートされるQoS機能の詳細については、service-policyコ
マンドの inputおよび outputキーワード, （13ページ）を参照してください。また、複数の
EVCを含むインターフェイスにトラフィックポリシーを適用する場合、トラフィックポリ
シーはインターフェイス上のすべての EVCに適用されます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfaceinterface-typeinterface-number
4. serviceinstanceidethernet[evc-name]
5. encapsulationdot1qvlan-id[,vlan-id[-vlan-id]] [native]
6. rewriteingresstagtranslate1-to-1dot1qvlan-idsymmetric
7. bridgedomaindomain-number
8. service-policy{input | output} policy-map-name
9. end
10. showpolicy-mapinterfacetypenumberserviceinstanceservice-instance-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルに
します。

enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要
求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

インターフェイスタイプを設定

し、インターフェイスコンフィ

interfaceinterface-typeinterface-number

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/1

ステッ

プ 3   
ギュレーションモードを開始しま

す。

•インターフェイスタイプとイ
ンターフェイス番号を入力し

ます。

インターフェイスでイーサネット

サービスインスタンスを設定し、

serviceinstanceidethernet[evc-name]

例：

Router(config-if)# service instance 333 ethernet evc1

ステッ

プ 4   
イーサネットサービスコンフィ

ギュレーションモードを開始しま

す。

•サービスインスタンス ID
と、該当する場合は EVC名
（任意）を入力します。

インターフェイスの 802.1Qフレー
ム入力を適切なサービスインスタ

encapsulationdot1qvlan-id[,vlan-id[-vlan-id]] [native]

例：

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 10

ステッ

プ 5   
ンスにマップするための一致基準

を定義します。

サービスインスタンスに入るフ

レームで実行されるカプセル化調

整を指定します。

rewriteingresstagtranslate1-to-1dot1qvlan-idsymmetric

例：

Router(config-if-srv)# rewrite ingress tag translate 1-to-1 dot1q
300 symmetric

ステッ

プ 6   

ブリッジドメインを設定します。bridgedomaindomain-number

例：

Router(config-if-srv)# bridge domain 1

ステッ

プ 7   •ブリッジドメイン番号を入力
します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップをインターフェイ

スに付加します。

service-policy{input | output} policy-map-name

例：

Router(config-if-srv)#

ステッ

プ 8   

• inputキーワードまたはoutput
キーワードとポリシーマップ

名を入力します。service-policy input policy1

（任意）特権 EXECモードに戻り
ます。

end

例：

Router(config-if-srv)# end

ステッ

プ 9   

（任意）インターフェイスに適用

された入力ポリシーと出力ポリシー

の統計情報と設定を表示します。

showpolicy-mapinterfacetypenumberserviceinstanceservice-instance-number

例：

Router# show policy-map interface gigabitethernet 1/0/0 service
instance 30

ステッ

プ 10   

•インターフェイスタイプ、イ
ンターフェイス番号、サービ

スインスタンス番号を入力し

ます。

EVC QoS の設定例

例：EVC で使用するトラフィッククラスの作成
この例では、CoS値が2のトラフィックが、class1と呼ばれるトラフィッククラスに置かれます。

Router> enable

Router# configure terminal

Router(config)# class-map match-any class1

Router(config-cmap)# match cos 2

Router(config-cmap)# end
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例：EVC で使用するポリシーマップの作成
この例では、トラフィックポリシングは、policy1と呼ばれるポリシーマップで設定されていま
す。トラフィックポリシングは、class1のトラフィックに適用される QoS機能です。

Router> enable

Router# configure terminal

Router(config)#
policy-map policy1

Router(config-pmap)#
class class1

Router(config-pmap-c)# police 3000

Router(config-pmap-c)# end

例：EVC の設定と EVC へのトラフィックポリシーの適用
この例では、EVCが設定され、policy1と呼ばれるトラフィックポリシーが EVCに適用されてい
ます。

Router> enable

Router# configure terminal

Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/1

Router(config-if)# service instance 333 ethernet evc1

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q 10

Router(config-if-srv)# rewrite ingress tag translate 1-to-1 dot1q 300 symmetric

Router(config-if-srv)# bridge domain 1

Router(config-if-srv)# service-policy input policy1

Router(config-if-srv)# end
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例：EVC のトラフィッククラスおよびトラフィックポリシー情報の確
認

次に、show policy-map interface service instanceコマンドの出力例を示します。GigabitEthernetイ
ンターフェイス 1/1/7の EFP用に設定され、EFPに適用される QoS機能が表示されます。

Router# show policy-map interface gigabitethernet 1/1/7 service instance 10
GigabitEthernet1/1/7: EFP 10
Service-policy input: multiaction
Class-map: c1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: ip precedence 3
police:

cir 300000 bps, bc 2000 bytes
conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
set-prec-transmit 7
set-qos-transmit 10

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0000 bps, exceed 0000 bps
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0000 bps, drop rate 0000 bps
Match: any

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

『Classifying Network Traffic』モジュールパケット分類

「IPv6 Selective Packet Discard」モジュール選択的パケット廃棄

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

EVC QoS を設定するための機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 19：EVC QoS の機能情報

機能情報リリース機能名

このマニュアルでは、イーサ

ネット仮想回線（EVC）で使用
する QoS機能（トラフィック
の分類やポリシングなど）をイ

ネーブルにする方法について説

明します。

EVC QoS機能は、Cisco ASR
1000シリーズのアグリゲーショ
ンサービスルータで導入され

ました。

次のコマンドが導入または変更

されました。service-policy、
showpolicy-mapinterfaceserviceinstance。

Cisco IOS XEリリース 3.3

Cisco IOSリリース 15.5(2)T

EVC Quality of Service

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
181

EVC Quality of Service
EVC QoS を設定するための機能情報

http://www.cisco.com/go/cfn


   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
182

EVC Quality of Service
EVC QoS を設定するための機能情報



第 11 章

EtherChannel インターフェイスの QoS

Cisco ASR 1000シリーズルータのイーサネットチャネル（EtherChannel）インターフェイスで
Quality of Service（QoS）がサポートされています。QoS機能は、いくつかのCisco IOSXEリリー
スを経て進化しており、ソフトウェアレベル、EtherChannelの設定、および設定したモジュラ
QoS CLI（MQC）機能に基づいたさまざまな能力を持っています。

• 機能情報の確認, 183 ページ

• EtherChannelの QoSに関する情報, 184 ページ

• EtherChannel用の QoSの設定方法, 188 ページ

• EtherChannelsの QoSの設定例, 209 ページ

• その他の参考資料, 211 ページ

• EtherChannelインターフェイスの QoSの機能情報, 211 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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EtherChannel の QoS に関する情報

QoS 機能を備えた EtherChannel の進化
EtherChannelは、複数の物理リンクのグループを作成し、スイッチ、ルータ、およびサーバ間に
障害耐性と高速リンクを提供するための論理イーサネットリンクを 1つ作成できるポートチャネ
ルアーキテクチャです。EtherChannelは、2～ 8つのアクティブな高速のギガビットまたは 10ギ
ガビットのイーサネットポート間に、他のアクティブなポートに障害が発生したときにアクティ

ブになる 1～ 8つの非アクティブな（フェールオーバー）ポートとともに作成されます。

EtherChannelインターフェイスの QoSは、Cisco IOS XEがリリースされるたびに進化してきまし
た。現在のレベルの Cisco IOS XEソフトウェアに得られるサポートのレベルと、基礎となる
EtherChannel設定を理解することが重要です。EtherChannelの設定方法に基づいて、QoSのさまざ
まな組み合わせがサポートされます。EtherChannelは、次の 3つのモードで設定できます。

•ポートチャネルサブインターフェイスのカプセル化CLIを使用した EtherChannel VLANベー
スのロードバランシング

• LACPによる EtherChannelアクティブ/スタンバイ（EtherChannelのロードバランシングな
し）

• LACPによるロードバランシングを備えた EtherChannel

これらの各モデルには、Cisco IOS XEソフトウェアに含まれるサポートのレベルと、それぞれに
よって可能な QoS設定に関する特定の制約があります。

次に、サポートされる EtherChannelと QoS設定のさまざまな組み合わせをまとめます。設定例
は、このドキュメントで後述します。特に併記のない限り、所定の EtherChannel設定に対する別
の論理インターフェイスと物理インターフェイスでのサービスポリシーの組み合わせはサポート

されていません。

ポートチャネルサブインターフェイスのカプセル化 CLIを使用した EtherChannel VLANベース
のロードバランシング

Cisco IOS XEリリース 2.1以降のリリースで次がサポートされています。

•ポートチャネルサブインターフェイスでの出力MQCキューイングの設定

•ポートチャネルのメンバーリンクでの出力MQCキューイングの設定

• QoSポリシー集約：サブインターフェイスでの出力MQCキューイング

•ポートチャネルサブインターフェイスでの入力ポリシングとマーキング

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力ポリシングとマーキング

Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースで次がサポートされています。

• QoSポリシー集約：メインインターフェイスでの複数キュー集約に対するMQCサポート：
メインインターフェイスでの出力MQCキューイング
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LACPによる EtherChannelアクティブ/スタンバイ（EtherChannelのロードバランシングなし）

Cisco IOS XEリリース 2.4以降のリリースで次がサポートされています。

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力MQCキューイング：EtherChannelロードバランシ
ングなし

LACPによる EtherChannelとロードバランシング

Cisco IOS XEリリース 2.5以降のリリースで次がサポートされています。

•ポートチャネルメンバーリンクでの出力MQCキューイング設定：EtherChannelロードバラ
ンシング

どのリリースでも、出力 QoS機能はサポートされません。

クラス定義文内のフラグメントについて

QoSポリシー集約機能は、クラス定義文にフラグメントという発想を取り入れています。ポリシー
マップ中で、デフォルトトラフィッククラス定義文をフラグメントとしてマークできます。同じ

インターフェイス上の他のポリシーマップでも、必要に応じてそのデフォルトトラフィックク

ラス文をフラグメントとして定義できます。その後、サービスフラグメントクラス定義文を使用

して個別のポリシーマップを作成し、すべてのフラグメントに 1つのグループとしてQoSを割り
当てるために使用できます。

次の図に、フラグメントを使用していない 3つのポリシーマップが適用された 1つの物理イン
ターフェイスの例を示します。各ポリシーマップには、独自のポリシーマップ内でデフォルト

トラフィックのトラフィックのみを分類できるデフォルトのトラフィッククラスがあることに注

意してください。

図 10：ポリシーマップを持つ物理インターフェイス：フラグメントの使用なし

次の図にフラグメントを使用して設定した同じ設定を示し、フラグメントをまとめて分類するク

ラス定義文を使用して 4つめのポリシーマップを追加します。デフォルトトラフィッククラス
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は、個々のポリシーマップ内の 3つの個別のデフォルトトラフィッククラスとしてではなく、1
つのサービスフラグメントグループとして分類されます。

図 11：ポリシーマップを持つ物理インターフェイス：フラグメントを使用

Gigabit EtherChannel バンドルのフラグメント
Gigabit Etherchannelバンドルに対してフラグメントを設定すると、fragmentキーワードを使用し
て設定したデフォルトのトラフィッククラスを持つポリシーマップがメンバーサブインターフェ

イスのリンクに適用され、フラグメントをまとめて分類するように service-fragmentキーワード
を使用して設定したトラフィッククラスを持つポリシーマップが物理インターフェイスに適用さ

れます。

特定のポートチャネルのメンバーリンクで現在アクティブなフラグメントを使用して設定したす

べてのポートチャネルサブインターフェイスは、そのメンバーリンクに集約サービスフラグメ

ントクラスを使用します。メンバーリンクがダウンすると、セカンダリメンバーリンクに切り

替わる必要があるポートチャネルのサブインターフェイスは、新しいインターフェイスに集約サー

ビスフラグメントを使用します。

QoS：ポリシー集約 MQC
メインインターフェイスでの複数キュー集約に対する QoSのポリシー集約MQCサポート機能
は、フラグメントの設定とサービスフラグメントの設定を使用した class-defaultトラフィックの
以前の集約のサポートを、次の図に示すように、メインインターフェイスのポリシーマップで集

約されたDSCPベースのトラフィッククラスなどのサブインターフェイスのポリシーマップ内の
ユーザ定義の他のトラフィッククラスに拡張します。
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キューイングがサブインターフェイスのポリシーマップのトラフィッククラスに設定されていな

い場合は、accountコマンドを使用して、これらのクラスの集約レベルで行われるキューイングの
ドロップを追跡でき、show policy-map interfaceコマンドを使用して表示できます。

図 12：メインインターフェイスでの複数のキュー集約に対する MQC サポート機能のポリシーマップの概要

元の機能と複数キューの集約に対する MQC サポートとの違いポリシー
集約の違い：サブインターフェイスでの出力 MQC キューイングとメ
インインターフェイスでの複数キューの集約に対する MQC サポート

「ポリシー集約：サブインターフェイスでの出力MQCキューイング」のシナリオと、「メイン
インターフェイスでの複数キューの集約に対するMQCサポート：メインインターフェイスでの
出力MQCキューイング」シナリオ間での設定の一部は同じように見えますが、キューイング動
作と内部のデータ処理に重要な違いがあります。「QoSの概要：ポリシーアグリゲーションMQC」
の項の図を参照してください。

たとえば、どちらの設定も、サブスクライバポリシーマップの classclass-defaultコマンドの
fragmentキーワードを共有し、これを使用する必要があるだけでなく、集約トラフィックに対し
て共通のポリシー処理を実現するために、メインインターフェイスのポリシーマップのユーザ定

義クラスに service-fragmentキーワードを設定する必要があります。ただし、この設定を使用す
ると、元のQoSポリシー集約の実装と、強化されたQoSポリシー集約の実装とでは動作に違いが
生じます。

•フラグメントとサービスフラグメントアーキテクチャを使用した元の実装では、すべての
デフォルトクラスのトラフィックと、サブインターフェイスで定義されたキューイング機能

を備えていないクラスのすべてのトラフィックが class-defaultキューに移動し、メインポリ
シーマップで定義されている共通のユーザ定義のキューとポリシーに集約されます。サブイ
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ンターフェイスの（同じ物理インターフェイス上の複数のサブスクライバからなどの）トラ

フィック集約は、最終的には、デフォルトクラスである 1つのクラスに対してのみ発生しま
す。

•フラグメントとサービスフラグメント機能を使用するメインインターフェイスでの複数
キューの集約に対するMQCサポート機能が強化された実装でも、デフォルトのすべてのク
ラスのトラフィックも class-defaultキューに移動し、メインポリシーマップで定義された共
通のユーザ定義キューとポリシーに集約されます。ただし、集約ポリシーについては、DSCP
ベースのサブスクライバトラフィッククラスなどの他のクラスもサポートされています。

これらのトラフィッククラスは、サブスクライバポリシーマップの account以外のキュー
やキューイング機能をサポートしていません。フラグメントとサービスフラグメントアー

キテクチャを使用することによって、（同じ物理インターフェイス上の複数のサブスクライ

バからの）これらの他のサブスクライバトラフィッククラスがメインポリシーマップでこ

れらの同じクラスに対して定義されている集約トラフィックに対して共通のポリシー処理が

実現します。

EtherChannel 用の QoS の設定方法

ポートチャネルのサブインターフェイスでの出力 MQC キューイング
の設定

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定する必
要があります。EtherChannel上の選択したプライマリおよびセカンダリの物理インターフェイス
に一致するように、適切なカプセル化サブコマンドを使用して、ポートチャネルのサブインター

フェイスが設定されている必要があります。Cisco IOS XEリリース 2.1以降のソフトウェアが必
要です。グローバルコンフィギュレーションに port-channel load-balancing vlan-manualコマンド
が含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に load-balancing vlanコマン
ドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface port-channelport-channel-number.subinterface-number
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシー設定を受け取るポートチャネ

ルのサブインターフェイスを指定します。

interface
port-channelport-channel-number.subinterface-number

例：

Device(config)# interface port-channel 1.200

ステップ 3   

出力トラフィックに適用するサービスポリシー

の名前を指定します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-subif)#
service-policy output WAN-GEC-sub-Out

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-subif)# end

ステップ 5   

ポートチャネルのメンバーリンクでの出力 MQC キューイングの設定

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、キューイング機能を使用する 1レベルまたは 2レベルの階層型
ポリシーマップを設定する必要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェイスが
チャネルグループ（EtherChannelグループ）の一部となるようにすでに設定されている必要があ
ります。キューイングコマンドが含まれているポリシーマップを、ポートチャネルのサブイン

ターフェイス上に設定する必要があります。Cisco IOS XEリリース 2.1以降のソフトウェアが必
要です。グローバルコンフィギュレーションに port-channel load-balancing vlan-manualコマンド
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が含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に load-balancing vlanコマン
ドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface GigabitEthernetcard/bay/port
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンクの物

理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernetcard/bay/port

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet 0/1/0

ステップ 3   

EtherChannelの一部であるこの物理インターフェイスの
出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名前

を指定します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)#
service-policy output WAN-GEC-sub-Out

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
190

EtherChannel インターフェイスの QoS
ポートチャネルのメンバーリンクでの出力 MQC キューイングの設定



QoS のポリシー集約の設定：サブインターフェイスでの出力 MQC キュー
イング

はじめる前に

fragmentキーワードをサブインターフェイス class class-defaultの設定と、service-fragment設定
をメインインターフェイスクラスに使用するときに、複数のポートチャネルのサブインターフェ

イスからのデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシーマップ

に集約できます。キューイングは、サブインターフェイスのポリシーマップでキューイング機能

を使用して定義した他のトラフィッククラスのサブインターフェイスで実行されます。

この機能は、モジュラQoSCLI（MQC）を使用して設定されます。これは、同じ物理インターフェ
イスに適用された複数のポリシーマップを、複数のポートチャネルのサブインターフェイスから

の複数のデフォルトのトラフィッククラスを集約して扱う QoS設定で最も有効です。Cisco IOS
XEリリース2.1以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションにport-channel
load-balancing vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイ
スに load-balancing vlanコマンドが存在している必要があります。これらのコマンドがすでに実
行済みであると想定しています。

この機能は、ポリシーマップが複数のポートチャネルのサブインターフェイスとポートチャ

ネルのメンバーリンクのインターフェイスに適用されている場合にサポートされます。この

機能を使用して、異なる物理インターフェイス上のポリシーマップのデフォルトのトラフィッ

ククラスをまとめて分類することはできません。ポートチャネルのメンバーリンクがサブイ

ンターフェイスでの encapsulationコマンドで primaryディレクティブまたは secondaryディ
レクティブによって指定された場合に、そのリンクに向かうすべてのトラフィックをまとめて

分類できます。すべてのサブインターフェイスのトラフィッククラスにキューが必要です。

ただし、キューイング機能（priority、shape、bandwidth、queue-limit、fair-queue、
random-detectなどのコマンド）を使用してトラフィッククラスがサブインターフェイスのポ
リシーマップに設定されていない場合、トラフィックは class-defaultキューに割り当てられま
す。フラグメントとサービスフラグメントの設定を使用しないサブインターフェイスのトラ

フィッククラスに対しては、メインインターフェイスのポリシーマップでの分類は行われず、

サポートもされていません。

（注）

QoSポリシー集約機能を完全に設定するには、多段階のプロセスが関わっています。以降の項で
はこれらのステップについて詳しく説明します。

ポリシーマップの適用と削除については、次の点に注意してください。

• QoSポリシー集約を設定するには、service-fragmentキーワードを含むポリシーマップをメ
インインターフェイスに最初に適用してから、fragmentキーワードを含むポリシーマップ
をサブインターフェイスに適用する必要があります。

• QoS：ポリシー集約をディセーブルにするには、まず fragmentキーワードを含んでいるポリ
シーマップをサブインターフェイスから削除し、次に service-fragmentキーワードを含んで
いるポリシーマップをメインインターフェイスから削除する必要があります。
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ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定

はじめる前に

この手順では、ポリシーマップ内にデフォルトトラフィッククラスをフラグメントとして設定

する方法のみを示します。これには、ポリシーマップ内の他のクラスや、デバイス上の他のポリ

シーマップの設定に関する手順は含まれていません。

例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設定例を示
します。

（注）

次の例では、BestEffortというフラグメントがポリシーマップ subscriber1とポリシーマップ
subscriber 2に作成されます。この例では、他のトラフィッククラスのキューイング機能はサブイ
ンターフェイスのポリシーマップでサポートされます。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を示しま
す。

（注）

また、次に、メインインターフェイスの実装で、複数キューの集約に対する QoSポリシー集約
MQCサポートを使用して、サブインターフェイスのポリシーマップにデフォルトクラスとして
BestEffortというフラグメントを設定する例を示します。この例では、ポリシーマップの他のクラ
スに対してキューイング機能がサポートされていないことに注意してください。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
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account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

default classステートメントを複数のサブインターフェイスポリシーマップにフラグメントとし
て設定した後、service-fragmentキーワードを使用した classステートメントを持つ個別のポリシー
マップを設定し、フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必要があ
ります。

次の作業

デフォルトの複数の classステートメントをポリシーマップのフラグメントとして設定した後に、
service-fragmentキーワードを使用して classステートメントの個別のポリシーマップを設定し、
フラグメントとして設定した classステートメントに QoSを適用する必要があります。

このプロセスについては、「サービスフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照し

てください。

サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定

はじめる前に

次に、ポリシーマップ内にサービスフラグメントトラフィックの classステートメントを設定す
るタスクを示します。サービスフラグメントトラフィッククラスを使用して、他のポリシーマッ

プを以前にフラグメントとして設定した default classステートメントのコレクションに QoSを適
用します。

この手順では、フラグメントのデフォルトトラフィッククラスがすでに作成されていると想定し

ています。フラグメントのデフォルトトラフィッククラスの作成手順については、「ポリシー

マップでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。

すべてのポリシーマップと同様に、設定はインターフェイスに適用されるまで、ネットワークト

ラフィックを管理しません。この手順では、インターフェイスへのポリシーマップの適用プロセ

スは扱いません。
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サービスフラグメントを使用すると、同じ物理インターフェイスからのフラグメントのみを

まとめて分類できます。同じサービスフラグメントを使用して、別のインターフェイスから

のフラグメントを分類することはできません。

service-fragmentキーワードが入力されているクラスではキューイング機能だけが許可され、
service-fragmentキーワードが使用されているクラスでは 1つ以上のキューイング機能を入力
する必要があります。

service-fragmentキーワードを使用したクラスがあるポリシーマップは、インターフェイスか
ら出て行くトラフィックのみに適用できます（service-policyoutputコマンドを使用してイン
ターフェイスに適用したポリシーマップ）。

service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスは、インターフェイス上にまだ設定さ
れているフラグメントにQoSをまとめて適用するために使用中である場合は削除できません。
service-fragmentキーワードを使用して設定したクラスを削除するには、そのサービスフラグ
メントを削除する前にフラグメントトラフィックのクラスを削除します。

service-fragmentキーワードは、子ポリシーマップに入力できません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-nameservice-fragmentfragment-class-name
5. shapeaveragepercentpercent
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定するトラフィックポリシーの名前を指定し、ポ

リシーマップコンフィギュレーションモードを開始

します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map BestEffortFragments

ステップ 3   

fragment-class-nameに一致するすべてのフラグメント
を合わせたトラフィックのクラスを指定します。他の

classclass-nameservice-fragmentfragment-class-name

例：

Device(config-pmap)# class data
service-fragment BestEffort

ステップ 4   

ポリシーマップでフラグメントを定義する場合、サー

ビスフラグメントクラスを正しく設定するには、

fragment-class-nameがこのコマンドラインの
fragment-class-nameに一致する必要があります。

QoSコンフィギュレーションコマンドを入力します。
フラグメントとして設定されたデフォルトのトラ

shapeaveragepercentpercent

例：

Device(config-pmap-c)# shape average percent
50

ステップ 5   

フィッククラスでは、キューイング機能のみがサポー

トされます。

サポートされているキューイング機能は、bandwidth、
shape、および
random-detectexponential-weighting-constantです。

複数の QoSキューイングコマンドを入力できます。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-pmap-c)# end

ステップ 6   

例

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6よりも前のリリースでサポートされている設定例を示
します。

（注）

次の例では、BestEffortという名前のすべてのフラグメントに QoSを適用するために、ポリシー
マップが作成されます。

policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000

次の例では、2つのフラグメントを作成し、サービスフラグメントを使用してまとめて分類しま
す。

policy-map subscriber1
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class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

この例では、Cisco IOS XEリリース 2.6以降のリリースでサポートされている設定を示しま
す。

（注）

次に、サブインターフェイスポリシーマップに BestEffortという 2つのフラグメントを作成し、
BestEffortというサービスフラグメントを設定してメインインターフェイスのポリシーマップで
キューを集約する例を示します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map subscriber2
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

policy-map main-interface
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1
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トラブルシューティングのヒント

同じサービスフラグメントの一部であるすべての classステートメントが同じフラグメントクラ
ス名を共有していることを確認します。

次の作業

サービスフラグメントトラフィッククラスをメインの物理インターフェイスに適用します。

フラグメントトラフィッククラスをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用します。

Gigabit EtherChannel バンドルをサポートする物理インターフェイスでのサービスフ
ラグメントの設定

はじめる前に

この手順では、サービスフラグメントトラフィッククラスがすでに作成されている必要があり

ます。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラスは設

定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、「ポリシーマップでのフラグ

メントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメントのクラス

を作成する手順については、「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照

してください。

これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能な
オプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィック

クラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用する

手順のみが説明されています。

正しく動作させるには、ポートチャネルのメンバーリンクがダウンしたときに、すべてのメ

ンバーリンクに同じポリシーマップが適用されている必要があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface GigabitEthernetcard/bay/port
4. service-policyoutputservice-fragment-class-name
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンクの

物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernetcard/bay/port

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/1/0

ステップ 3   

サービスフラグメントのデフォルトのトラフィック

クラスを含むサービスポリシーを物理ギガビット

イーサネットインターフェイスに適用します。

service-policyoutputservice-fragment-class-name

例：

Device(config-if)# service-policy output
aggregate-member-link

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

例

次に、ポリシーマップの集約メンバーリンクを物理インターフェイスに適用する例を示します。

interface GigabitEthernet1/1/1
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
service-policy output aggregate-member-link

次の作業

service-fragmentの定義と fragment-classの定義で、フラグメントクラス名が整合していることを確
認します。「Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設
定」の項に進みます。
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Gigabit EtherChannel メンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設
定

はじめる前に

この手順では、サービスフラグメントトラフィッククラスがすでに作成されている必要があり

ます。フラグメントクラスを設定しないと、サービスフラグメントのトラフィッククラスは設

定できません。フラグメントのクラスを作成する手順については、「ポリシーマップでのフラグ

メントのトラフィッククラスの設定」の項を参照してください。サービスフラグメントのクラス

を作成する手順については、「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項を参照

してください。

これらの手順には、Gigabit EtherChannelのメンバーリンクのサブインターフェイスに設定可能な
オプションに関する詳細は示されていません。これらの手順では、フラグメントのトラフィック

クラスをすでに持っているポリシーマップをメンバーリンクのサブインターフェイスに適用する

手順のみが説明されています。

フラグメントは、2つ以上の物理インターフェイスのトラフィックに使用できません。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface port-channelport-channel-interface-number. port-channel-subinterface-number
4. service-policy outputfragment-class-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

サブインターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始し、EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェ
イスを設定します。

interface
port-channelport-channel-interface-number.
port-channel-subinterface-number

例：

Device(config)# interface port-channel
1.100

ステップ 3   

EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスに
対し、フラグメントのデフォルトのトラフィッククラス

が含まれているサービスポリシーを適用します。

service-policy outputfragment-class-name

例：

Device(config-subif)# service-policy
output subscriber

ステップ 4   

サブインターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-subif)# end

ステップ 5   

例

次の例では、subscriberというサービスポリシーにフラグメントのデフォルトのトラフィックク
ラスがあり、このサービスポリシーが EtherChannelバンドルのポートチャネルのサブインター
フェイスに適用されます。

interface port-channel 1.100
service-policy output subscriber

ポートチャネルサブインターフェイスでの入力ポリシングとマーキン

グの設定

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定する必
要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェイスがチャネルグループ（EtherChannel
グループ）の一部となるようにすでに設定されている必要があります。Cisco IOSXEリリース 2.1
以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションにport-channel load-balancing
vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に
load-balancingvlanコマンドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行済み
であると想定しています。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface port-channelport-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number
4. service-policy inputpolicy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネー
ブルにします。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力しま
す（要求された場

合）。

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

サブインターフェイスコン

フィギュレーションモード

interface
port-channelport-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number

例：

Device(config)# interface port-channel 1.100.100

ステッ

プ 3   
を開始し、EtherChannelメ
ンバーリンクのサブイン

ターフェイスを設定しま

す。

以前に指定したポートチャ

ネルのサブインターフェイ

service-policy inputpolicy-map-name

例：

Device(config-subif)# service-policy input sub-intf-input

ステッ

プ 4   
スの入力トラフィックに適

用するサービスポリシーの

名前を指定します。

サブインターフェイスコン

フィギュレーションモード

end

例：

Device(config-subif)# end

ステッ

プ 5   
を終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。
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例

次の例では、sub-intf-inputという名前のサービスポリシーを定義し、そのポリシーをポートチャ
ネルのサブインターフェイスの入力方向に適用します。

policy-map sub-intf-input
class voice
set precedence 5

class video
set precedence 6

class class-default
set precedence 3

!
interface Port-channel 1.100
service-policy input sub-intf-input

ポートチャネルのメンバーリンクでの出力ポリシングとマーキングの

設定

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定する必
要があります。EtherChannelのメンバーリンクインターフェイスがチャネルグループ（EtherChannel
グループ）の一部となるようにすでに設定されている必要があります。Cisco IOSXEリリース 2.1
以降のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションにport-channel load-balancing
vlan-manualコマンドが含まれているか、ポートチャネルのメインインターフェイス設定に
load-balancingvlanコマンドが含まれている必要があります。これらのコマンドがすでに実行済み
であると想定しています。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface port-channelport-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネー
ブルにします。

enable

例：

Device> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力しま
す（要求された場

合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 2   

サブインターフェイスコン

フィギュレーションモード

interface
port-channelport-channel-number.port-channel-interface-number.sub-interface-number

例：

Device(config)# interface port-channel 1.100.100

ステッ

プ 3   
を開始し、EtherChannelメン
バーリンクのサブインター

フェイスを設定します。

前のステップで指定した

EtherChannelメンバーリン
service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-subif)#
service-policy output WAN-GEC-member-Out-police

ステッ

プ 4   
クのサブインターフェイス

の出力トラフィックに適用

するサービスポリシーの名

前を指定します。

サブインターフェイスコン

フィギュレーションモード

end

例：

Device(config-subif)# end

ステッ

プ 5   
を終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。

例

次の例では、WAN-GEC-member-Out-policeという名前のサービスポリシーを定義し、ポートチャ
ネルのサブインターフェイスの出力方向に適用します。

policy-map WAN-GEC-member-Out-police
class voice
set precedence 5

class video
set precedence 6

class class-default
set precedence 3

!
interface port-channel 1.100
service-policy output WAN-GEC-member-Out-police
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ポリシー集約の設定：メインインターフェイスでの複数キュー集約に

対する MQC サポート

はじめる前に

この機能はMQCを使用して設定されます。これは、同じ物理インターフェイスに適用された複
数のポリシーマップを、複数のポートチャネルのサブインターフェイスからの複数のユーザ定義

のトラフィッククラスを集約して扱う QoS設定で最も有効です。Cisco IOS XEリリース 2.6以降
のソフトウェアが必要です。グローバルコンフィギュレーションにはport-channel load-balancing
vlan-manualコマンドが含まれている必要があります。または、設定するポートチャネルのメイン
インターフェイスにport-channel load-balancing vlanコマンドが存在している必要があります。こ
れらのコマンドがすでに実行済みであると想定しています。

この機能は、ポリシーマップが複数のポートチャネルのサブインターフェイスとポートチャネル

のメンバーリンクのインターフェイスに適用されている場合にサポートされます。この機能を使

用して、異なる物理インターフェイス上のポリシーマップのデフォルトのトラフィッククラスを

まとめて分類することはできません。ポートチャネルのメンバーリンクがサブインターフェイス

での encapsulationコマンドで primaryディレクティブまたは secondaryディレクティブによって
指定された場合に、そのリンクに向かうすべてのトラフィックをまとめて分類できます。次の項

で、EtherChannelによるこのタイプの QoSポリシー集約を設定する際の動作と制約事項を説明し
ます。

•設定されたキューイング機能がないサブインターフェイスのトラフィッククラスには、サブ
スクライバレベルのキューがありません。

• fragmentキーワードをサブインターフェイス classclass-defaultの設定と、service-fragment設
定をメインインターフェイスクラスで使用するときに、複数のサブインターフェイスから

のデフォルトクラスのトラフィックをメインインターフェイスの共通ポリシーマップに集

約できます。

•この設定ではさらに、メインインターフェイスの共通ポリシーマップに集約する他のサブイ
ンターフェイスのトラフィッククラス（DSCPベースのクラスなど）に対するサポートをイ
ネーブルにします。

• fragmentキーワードをサブインターフェイスの class-defaultクラスに使用し、service-fragment
設定をメインインターフェイスクラスに使用することで、この機能がイネーブルになりま

す（これは、デフォルトクラスの集約もイネーブルにします）。

•キューイング機能は、他のトラフィッククラスのサブインターフェイスのポリシーマップ
では設定されません。

•他のサブインターフェイスのトラフィッククラスについては、メインインターフェイスのポ
リシーマップで集約としてキューイングが実行されます。

•統計情報の任意のトラッキングをサポートするには、サブインターフェイスのポリシーマッ
プに accountコマンドを使用します。
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メインインターフェイでのQoSの複数キュー集約機能を完全に設定するには、次に示すように多
段階のプロセスが関わっています。

1 「ポリシーマップでのフラグメントトラフィッククラスの設定」の項で説明した複数のサブ

インターフェイスのポリシーマップ内にフラグメントとして default classステートメントを設
定します。

2 「サービスフラグメントのトラフィッククラスの設定」の項で説明したように、フラグメン

トとして設定した classステートメントにQoSを適用するために、service-fragmentキーワード
を使用して、classステートメントで個別のポリシーマップを設定します。

3 「Gigabit EtherChannelバンドルをサポートする物理インターフェイスでのサービスフラグメン
トの設定」の項で説明したように、サービスフラグメントのトラフィッククラスを設定し、

それらをメインの物理インターフェイスに適用します。

4 「Gigabit EtherChannelメンバーリンクのサブインターフェイスでのフラグメントの設定」の項
で説明したように、フラグメントトラフィックのクラスを設定し、それらをメンバーリンク

のサブインターフェイスに適用します。

ポートチャネルのメンバーリンクでの MQC キューイング設定：
EtherChannel ロードバランシングなし

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定する必
要があります。

Cisco IOS XEリリース 2.4以降のソフトウェアが必要です。

また、ポートチャネルメインインターフェイスにアクティブ/スタンバイシナリオを作成する次
のコマンドが含まれている必要があります。このような設定では、1つのインターフェイスのみ
をアクティブにすることで、トラフィックをいつでも転送できます。

• interface Port-channel1

• lacp fast-switchover

• lacp max-bundle 1

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface GigabitEthernetcard/bay/port
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンクの

物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernetcard/bay/port

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet 0/1/0

ステップ 3   

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名前

を指定します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)#

ステップ 4   

service-policy output WAN-GEC-member-Out

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

例

次に、main-intfというサービスポリシーを定義して、ポートチャネルのメンバーリンクの出力方
向に適用する例を示します。

interface Port-channel 1
lcap fast-switchover
lacp max-bundle 1
!
policy-map main-intf
class voice
priority
police cir 10000000
class video
bandwidth remaining ratio 10
class class-default
bandwidth remaining ratio 3
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!
interface GigabitEthernet0/0/0
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
!
interface GigabitEthernet0/0/1
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf

ポートチャネルのメンバーリンクでの MQC キューイング設定の設定：
EtherChannel ロードバランシング

はじめる前に

class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが設定されている必要があります。以前に定
義したクラスマップを使用して、1レベルまたは 2レベルの階層型ポリシーマップを設定する必
要があります。EtherChannel上の選択したプライマリおよびセカンダリの物理インターフェイス
に一致するように、適切なカプセル化サブコマンドを使用して、ポートチャネルのサブインター

フェイスが設定されている必要があります。Cisco IOS XEリリース 2.5以降のソフトウェアが必
要です。

EtherChannelの設定には、フローベースのロードバランシングをイネーブルにした複数のアクティ
ブなインターフェイスがある場合があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interface GigabitEthernetcard/bay/port
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

サービスポリシー設定を受け取るメンバーリンクの

物理インターフェイスを指定します。

interface GigabitEthernetcard/bay/port

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/1/0

ステップ 3   

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名

前を指定します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)#

ステップ 4   

service-policy output WAN-GEC-member-Out

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

例

次に、main-intfというサービスポリシーを定義して、ポートチャネルのメンバーリンクの出力方
向に適用する例を示します。

class voice
priority
police cir 10000000
class video
bandwidth remaining ratio 10
class class-default
bandwidth remaining ratio 3

!
interface GigabitEthernet0/0/0
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
!
interface GigabitEthernet0/0/1
channel-group 1 mode active
service-policy output main-intf
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EtherChannels の QoS の設定例

例：QoS ポリシー集約の設定：サブインターフェイスでの出力 MQC
キューイング

port-channel load-balancing vlan-manual
!
class-map match-all BestEffort
!
class-map match-all video
match precedence 4
!
class-map match-all voice
match precedence 5
!
policy-map subscriber
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class class-default fragment BE
shape average 100000000
bandwidth remaining ratios 80

policy-map aggregate-member-link
class BestEffort service-fragment BE
shape average 100000000
!
interface Port-channel1
ip address 209.165.200.225 255.255.0.0
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 209.165.200.226 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.200
encapsulation dot1Q 200
ip address 209.165.200.227 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface Port-channel1.300
encapsulation dot1Q 300
ip address 209.165.200.228 255.255.255.0
service-policy output subscriber
!
interface GigabitEthernet1/1/1
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link
!
interface GigabitEthernet1/1/2
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output aggregate-member-link
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例：QoS ポリシー集約の設定：メインインターフェイスでの複数キュー
集約に対する MQC サポート

port-channel load-balancing vlan-manual
!
policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
account
class video
set cos 4
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

!
policy-map subscriber2
class voice
set cos 2
account
class video
set cos 3
account
class AF1
account
class class-default fragment BestEffort
shape average 200000000
bandwidth remaining ratio 10

!
policy-map main-interface-out
class voice
priority level 1
class video
priority level 2
class AF1
bandwidth remaining ratio 90
class data service-fragment BestEffort
shape average 400000000
bandwidth remaining ratio 1

!
interface GigabitEthernet1/1/1
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output main-interface-out
!
interface GigabitEthernet1/1/2
no ip address
channel-group 1 mode on
service-policy output main-interface-out
!
interface Port-channel1.100
encapsulation dot1Q 100
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
service-policy output subscriber1
!
interface Port-channel1.200
encapsulation dot1Q 200
ip address 10.0.0.2 255.255.255.0
service-policy output subscriber2
!
interface Port-channel1.300
encapsulation dot1Q 300
ip address 10.0.0.4 255.255.255.0
service-policy output subscriber2
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Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Command Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、コマン
ド履歴、デフォルト設定、使用上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using
the MQC」モジュール

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス

『Intelligent Services Gateway
Configuration Guide』

RADIUSベースのポリシングの設定

『Cisco ASR 1000 Series
Aggregation Services Routers
Software Configuration Guide』

CISCO ASR 1000シリーズソフトウェアの設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

EtherChannel インターフェイスの QoS の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
211

EtherChannel インターフェイスの QoS
その他の参考資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/support


示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 20：EtherChannel インターフェイスの QoS の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、ポートチャネルの

サブインターフェイスでの出力

MQCキューの設定をサポート
します。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.1ポートチャネルサブインター

フェイスでの出力MQCキュー
イングの設定

この機能は、ポートチャネルの

メンバーリンクで出力MQC
キューの設定をサポートしま

す。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.1ポートチャネルのメンバーリ

ンクでの出力MQCキューイン
グの設定

この機能は、 QoSポリシー集
約のサブインターフェイスでの

出力MQCの設定をサポートし
ます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.1QoSのポリシー集約：サブイン
ターフェイスでの出力MQC
キューイング

この機能は、ポートチャネルの

サブインターフェイスでの入力

ポリシングとマーキングの設定

をサポートします。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.1ポートチャネルサブインター

フェイスでの入力ポリシングと

マーキング
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機能情報リリース機能名

この機能は、ポートチャネルの

メンバーリンクでの出力MQC
ポリシングとマーキングの設定

をサポートします。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.1ポートチャネルメンバーリン

クでの出力ポリシングとマーキ

ング

この機能は、ポートチャネルの

メンバーリンクでの

（EtherChannelロードバランシ
ングなしの）出力MQCキュー
イングをサポートします。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.4ポートチャネルメンバーリン

クでの出力MQCキューイング
設定：EtherChannelロードバラ
ンシングなし

この機能は、ポートチャネルの

メンバーリンクでの

（EtherChannelロードバランシ
ングありの）出力MQCキュー
イングをサポートします。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.5ポートチャネルメンバーリン

クでサポートされる出力MQC
キューイング設定：

EtherChannelロードバランシン
グ

この機能は、QoSポリシー集
約、メインインターフェイス

での複数キュー集約に対する

MQCサポート、メインイン
ターフェイスでの出力MQC
キューイングの設定をサポート

します。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 2.6QoSポリシー集約：メインイ
ンターフェイスでの複数キュー

集約に対するMQCサポート：
メインインターフェイスでの

出力MQCキューイング
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第 12 章

集約 EtherChannel QoS

集約 EtherChannelの QoS機能を使用すると、ポートチャネルのメインインターフェイスまたは
サブインターフェイス上に集約出力キューイングポリシーマップを適用できます。この機能に

よって、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータに対する集約ポートチャネ
ルのメインインターフェイス上での QoSサポートが可能になります。

• 集約 EtherChannel QoSの制約事項, 215 ページ

• 集約 EtherChannel QoSに関する情報, 216 ページ

• 集約 EtherChannel QoSの設定方法, 217 ページ

• 集約 EtherChannel QoSの設定解除方法, 219 ページ

• 集約 EtherChannel QoSの設定例, 219 ページ

• 集約 EtherChannelサブインターフェイス QoSの設定方法, 221 ページ

• 集約 EtherChannelサブインターフェイス QoSの設定解除方法, 223 ページ

• 集約 EtherChannelサブインターフェイス QoSの設定例, 224 ページ

• その他の参考資料, 225 ページ

• 集約 EtherChannel QoSの機能情報, 226 ページ

集約 EtherChannel QoS の制約事項
•集約ポートチャネルインターフェイスを持つイーサネット仮想回線（EVC）上での QoSの
設定はサポートされていません。

•集約ポートチャネルインターフェイス上でのインテリジェントサービスゲートウェイ（ISG）
およびインテリジェントワイヤレスアクセスゲートウェイ（iWAG）のコンテキストでの
Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）セッションと IP over Ethernet（IPoE）セッショ
ンはサポートされていません。
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•集約ポートチャネルインターフェイス上での QoSを備えた仮想プライベート LANサービス
（VPLS）はサポートされていません。

•集約ポートチャネルインターフェイス上での QoSを備えた Xconnectはサポートされていま
せん。

•モジュラQoSCLI（MQC）の fragmentキーワードと service-fragmentキーワードは、集約ポー
トチャネルインターフェイスタイプと組み合わせて使用できません。

•集約型ポートチャネルインターフェイスには次の制限があります。

◦ポートチャネルのすべてのメンバーリンクの速度は同じである必要があります。これ
により、パケットの再順序付けの可能性を回避します。ギガビットイーサネット、ファ

ストイーサネット、またはイーサネットインターフェイスを同じポートチャネルに組

み合わせることはできません。

•集約ポートチャネルのメインインターフェイスとポートチャネルのサブインターフェイスの
両方に適用されたMPOLポリシーはサポートされていません。

•集約ポートチャネルのメインインターフェイスが QoSで設定されている場合は、メンバー
リンクでの QoSはサポートされていません。

集約 EtherChannel QoS に関する情報

集約 EtherChannel QoS のサポート対象機能
集約 EtherChannel QoS機能は、次をサポートします。

•フローベースのロードバランシング

•最大 3レベルの階層

•シェーピング、絶対帯域幅、および相対帯域幅の設定

•サブクラス（VLAN）の最小帯域幅量

•集約ポートチャネルのメインインターフェイス上で同時にイネーブルになる入力QoS（ポリ
シングおよびマーキング）と出力 QoS（すべてのキューイング機能）

•集約ポートチャネルのサブインターフェイス上で同時にイネーブルになる入力QoS（ポリシ
ングおよびマーキング）と出力 QoS（すべてのキューイング機能）

集約 EtherChannel QoS のサポート対象外機能の組み合わせ
QoSを備えた次のトンネルタイプインターフェイスの次の組み合わせはサポートされていませ
ん。
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•集約キューイングを備えたポートチャネル経由で出力するキューイングポリシーマップが
適用された Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル

•集約キューイングによってポートチャネル経由で出力するキューイング QoSが適用された
静的仮想トンネルインターフェイス（SVTI）および動的仮想トンネルインターフェイス
（DVTI）

•集約キューイングを備えたポートチャネル経由で出力するキューイング QoSが適用された
Dynamic Multipoint VPN（DMVPN）トンネル

•サービスグループに属しているサブインターフェイスと、サービスポリシーが適用されたサ
ブインターフェイスは、同じ集約ポートチャネル上では同時に設定できない

• MPOL：集約ポートチャネルのメインインターフェイスとポートチャネルのサブインター
フェイスの両方に適用されたポリシー

キューイング QoSのないトンネル（前述）はサポートされていますが、IPアドレスに十分な
ダイバーシティがない所定の物理インターフェイスをハッシングアルゴリズムが過負荷にす

るため、推奨しません。

（注）

集約 EtherChannel QoS のスケーラビリティ
QoSポリシーは、次のスケーラビリティの制限に従って、集約ポートチャネルインターフェイス
に適用できます。

•最大 8個のポートアドレス

•ポートチャネル内で最大 4個のメンバーリンク

•メンバーリンクは複数の共有ポートアダプタ（SPA）と SPAインターフェイスプロセッサ
（SIP）カードに分割可能

集約 EtherChannel QoS の設定方法
ここでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで集約 EtherChannel QoS
を設定する方法について説明します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. platform qos port-channel-aggregateport-channel-number
4. interface port-channelport-channel-number
5. service-policy {output}policy-map
6. service-policy {input}policy-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Router> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Router# configure terminal

ステップ 2   

集約ポートチャネルインターフェイスをイネーブル

にします。

platform qos
port-channel-aggregateport-channel-number

例：
router(config)# platform qos
port-channel-aggregate 1

ステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始し、特定のポートチャネルを設定します。

interface port-channelport-channel-number

例：
router(config)# interface port-channel 1

ステップ 4   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、

このインターフェイスでサービスポリシーとして使

用されるようにします。

service-policy {output}policy-map

例：
router(config-if)# service-policy output
egress_policy

ステップ 5   

インターフェイスのサービスポリシーとして使用す

るポリシーマップを入力インターフェイスに付加し

ます。

service-policy {input}policy-map

例：
router(config-if)# service-policy input
ingress_policy

ステップ 6   
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集約 EtherChannel QoS の設定解除方法
ここでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータで集約 EtherChannel QoS
の設定を解除する方法について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no interface port-channelport-channel-number
4. no platform qos port-channel-aggregateport-channel-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Router> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
Router# configure terminal

ステップ 2   

特定のポートチャネルの設定を解除します。no interface port-channelport-channel-number

例：
router(config)# no interface port-channel
1

ステップ 3   

集約ポートチャネルインターフェイスをディセーブ

ルにし、そのインターフェイスにある必要なQoSポ
リシーを削除します。

no platform qos
port-channel-aggregateport-channel-number

例：
router(config)# no platform qos
port-channel-aggregate 1

ステップ 4   

集約 EtherChannel QoS の設定例

例：集約ポートチャネルインターフェイスの設定

Router# configure terminal
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Router(config)# platform qos port-channel-aggregate 1
Router(config)# interface port-channel 1
Router(config-if)# interface GigabitEthernet1/0/1
Router(config-if)# channel-group 1
Router(config-if)# interface GigabitEthernet1/0/0
Router(config-if)# channel-group 1
Router(config-if)# interface port-channel 1.1
Router(config-subif)# encap
Router(config-subif)# encapsulation dot
Router(config-subif)# encapsulation dot1Q 2
Router(config-subif)# ip addr 14.0.1.2 255.255.255.0
Router(config-subif)# interface port-channel 1.2
Router(config-subif)# encapsulation dot1Q 3
Router(config-subif)# ip addr 14.0.2.2 255.255.255.0
Router(config-subif)# interface port-channel 1.3
Router(config-subif)# encapsulation dot1Q 4
Router(config-subif)# ip addr 14.0.3.2 255.255.255.0
Router(config-subif)# end

例：QoS に対するクラスマップの設定

Router# configure terminal
Router(config)# class-map vlan_2
Router(config-cmap)# match vlan 2
Router(config-cmap)# class-map vlan_3
Router(config-cmap)# match vlan 3
Router(config-cmap)# class-map vlan_4
Router(config-cmap)# match vlan 4
Router(config-cmap)# class-map prec1
Router(config-cmap)# match precedence 1
Router(config-cmap)# class-map prec2
Router(config-cmap)# match precedence 2
Router(config-cmap)# class-map prec3
Router(config-cmap)# match precedence 3
Router(config-cmap)# class-map prec4
Router(config-cmap)# match precedence 4
Router(config-cmap)# end

例：QoS に対するポリシーマップの設定

Router# configure terminal
Router(config)# policy-map child-vlan
Router(config-pmap)# class prec1
Router(config-pmap-c)# police cir percent 20
Router(config-pmap-c-police)# exit
Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# class prec2
Router(config-pmap-c)# police cir percent 40
Router(config-pmap-c-police)# exit
Router(config-pmap-c)# priority level 2
Router(config-pmap-c)# class prec3
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 3
Router(config-pmap-c)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 1
Router(config-pmap-c)# random-detect
Router(config-pmap-c)#!
Router(config-pmap-c)# policy-map egress_policy
Router(config-pmap)# class vlan_2
Router(config-pmap-c)# shape average 100000000
Router(config-pmap-c)# service-policy child-vlan
Router(config-pmap-c)# class vlan_3
Router(config-pmap-c)# shape average 200000000
Router(config-pmap-c)# service-policy child-vlan
Router(config-pmap-c)# class vlan_4
Router(config-pmap-c)# shape average 300000000
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Router(config-pmap-c)# service-policy child-vlan
Router(config-pmap-c)#!
Router(config-pmap-c)# policy-map ingress_policy
Router(config-pmap)# class vlan_2
Router(config-pmap-c)# police cir 80000000
Router(config-pmap-c-police)# conform-action set-prec-transmit 1
Router(config-pmap-c-police)# class vlan_2
Router(config-pmap-c)# set dscp AF21
Router(config-pmap-c)# class class-default
Router(config-pmap-c)# set dscp 0
Router(config-pmap-c)# end

例：ポートチャネルインターフェイスへの QoS の適用

Router# configure terminal
Router(config)# interface port-channel 1
Router(config-if)# service-policy output egress_policy
Router(config-if)# service-policy input ingress_policy
Router(config-if)# end

集約 EtherChannel サブインターフェイス QoS の設定方法

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. platform qos port-channel-aggregateport-channel-number
4. interface port-channelport-channel-number
5. interface port-channelport-channel-number.subinterface-number
6. service-policy {output}policy-map
7. service-policy {input}policy-map
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

集約ポートチャネルインターフェイスをイネー

ブルにします。

platform qos
port-channel-aggregateport-channel-number

例：
Device(config)# platform qos
port-channel-aggregate 1

ステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、特定のポートチャネルを設定しま

す。

interface port-channelport-channel-number

例：
Device(config)# interface port-channel 1

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始し、特定のポートチャネルサブインター

フェイスを設定します。

interface
port-channelport-channel-number.subinterface-number

例：
Device(config)# interface port-channel 1.2

ステップ 5   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用

し、このインターフェイスでサービスポリシー

として使用されるようにします。

service-policy {output}policy-map

例：
Device(config-if)# service-policy output
egress_policy

ステップ 6   

インターフェイスのサービスポリシーとして使

用するポリシーマップを入力インターフェイス

に付加します。

service-policy {input}policy-map

例：
Device(config-if)# service-policy input
ingress_policy

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 8   
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集約 EtherChannel サブインターフェイス QoS の設定解除
方法

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no interface port-channelport-channel-number.subinterface
4. no platform qos port-channel-aggregateport-channel-number
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

特定のポートチャネルのサブインターフェイスの設

定を解除します。

no interface
port-channelport-channel-number.subinterface

例：
Device(config)# no interface port-channel
1.2

ステップ 3   

集約ポートチャネルインターフェイスをディセーブ

ルにし、そのインターフェイスにある必要な QoSポ
リシーを削除します。

no platform qos
port-channel-aggregateport-channel-number

例：
Device(config)# no platform qos
port-channel-aggregate 1

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   
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集約 EtherChannel サブインターフェイス QoS の設定例

例：集約ポートチャネルインターフェイスとサブインターフェイスの

設定

Device# configure terminal
Device(config)# platform qos port-channel-aggregate 2
Device(config)# interface port-channel 2
Device(config-if)# interface GigabitEthernet1/1/1
Device(config-if)# channel-group 2
Device(config-if)# interface GigabitEthernet1/1/0
Device(config-if)# channel-group 2
Device(config-if)# interface port-channel 2.200
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 200
Device(config-subif)# ip addr 15.0.1.2 255.255.255.0
Device(config-subif)# interface port-channel 2.300
Device(config-subif)# encapsulation dot1Q 300
Device(config-subif)# ip addr 15.0.2.2 255.255.255.0
Device(config-subif)# end

例：QoS に対するクラスマップの設定

Device# configure terminal
Device(config)# class-map vlan_2
Device(config-cmap)# match vlan 2
Device(config-cmap)# class-map vlan_3
Device(config-cmap)# match vlan 3
Device(config-cmap)# class-map vlan_4
Device(config-cmap)# match vlan 4
Device(config-cmap)# class-map prec1
Device(config-cmap)# match precedence 1
Device(config-cmap)# class-map prec2
Device(config-cmap)# match precedence 2
Device(config-cmap)# class-map prec3
Device(config-cmap)# match precedence 3
Device(config-cmap)# class-map prec4
Device(config-cmap)# match precedence 4
Device(config-cmap)# end

例：QoS に対するポリシーマップの設定

Device# configure terminal
Device(config)# policy-map subinterface_child
Device(config-pmap)# class prec1
Device(config-pmap-c)# police cir percent 30
Device(config-pmap-c-police)# exit
Device(config-pmap-c)# priority level 1
Device(config-pmap-c)# class prec2
Device(config-pmap-c)# police cir percent 30
Device(config-pmap-c-police)# exit
Device(config-pmap-c)# priority level 2
Device(config-pmap-c)# class prec3
Device(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 3
Device(config-pmap-c)# class class-default
Device(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 1
Device(config-pmap-c)#!
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Device(config-pmap-c)# policy-map sub_egress_policy
Device(config-pmap-c)# class class-default
Device(config-pmap-c)# shape average 300000000
Device(config-pmap-c)# service-policy subinterface_child
Device(config-pmap-c)#!
Device(config-pmap-c)# policy-map sub_ingress_policy
Device(config-pmap)# class class-default
Device(config-pmap-c)# police cir 80000000
Device(config-pmap-c)# end

例：ポートチャネルサブインターフェイスへの QoS の適用

Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 2.200
Device(config-if)# service-policy output egress_policy
Device(config-if)# service-policy input ingress_policy
Device(config)# interface port-channel 2.300
Device(config-if)# service-policy output egress_policy
Device(config-if)# service-policy input ingress_policy
Device(config-if)# end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

集約 EtherChannel QoS の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 21：集約 EtherChannel QoS の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 3.12Sで、Cisco ASR
1000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータに導入され

ました。

Cisco IOS XEリリース 3.12S集約 EtherChannel QoS

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 3.16.3Sで、Cisco ASR
1000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータに導入され

ました。

Cisco IOS XEリリース 3.16.3S

Cisco IOS XE Denali 16.3.1

集約 GEC QoS 10Gのサポート
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機能情報リリース機能名

この機能は、Cisco IOS XEリ
リース 3.16.3Sで、Cisco ASR
1000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータに導入され

ました。

Cisco IOS XEリリース 3.16.3S

Cisco IOS XE Denali 16.3.1

ASR1kの GECポートチャネル
での QoS
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第 13 章

PPPoGEC のセッション単位の QoS

PPPoGECセッション単位の QoS機能は、PPPoE /L2TP環境（ブロードバンドの導入）内の PPP
Termination and Aggregation（PTA）デバイス、L2TPアクセスコンセントレータ（LAC）デバイ
ス、または L2TPネットワークサーバ（LNS）デバイス上での PPPoEセッションの特定の QoS
ポリシーの設定をサポートします。PPPoE/L2TP環境内で PTAデバイス、LACデバイス、また
は LNSデバイスとして機能する Cisco ASR 1000シリーズルータでは、EtherChannelアクティブ/
スタンバイ機能による PPPoEセッションもサポートされています。

• 機能情報の確認, 229 ページ

• PPPoGECのセッション単位の QoSについて, 230 ページ

• PPPoGECのセッション単位の QoSの設定方法 , 231 ページ

• PPPoGECのセッション単位の QoSの設定例, 232 ページ

• PPPoGECのセッション単位の QoSのその他の参考資料, 233 ページ

• PPPoGECのセッション単位の QoSの機能情報, 234 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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PPPoGEC のセッション単位の QoS について

PPPoGEC のセッション単位の QoS に関する制約事項
• QoSポリシーマップは、メンバーリンク、ポートチャネルのメインインターフェイス、ま
たは QoSを備えた PPPoEセッション用の送信パスと関連付けられたポートチャネルサブイ
ンターフェイス上には設定できません。

アクティブ/スタンバイ EtherChannel による PPPoGEC
アクティブ/スタンバイ EtherChannelによる PPPoEセッションは 1レベルまたは 2レベルの階層型
出力ポリシーマップを（キューイング設定を使用して）サポートし、また、フラット入力ポリ

シーマップも（キューイング設定なしで）サポートします。ポリシーマップは、以前に定義され

たクラスマップを使用して設定されます。class-mapコマンドを使用してトラフィッククラスが
設定されている必要があります。

出力階層型ポリシーマップと入力ポリシーマップは、次のいずれかの方法で PPPoEセッション
に関連付けることができます。

•仮想テンプレートインターフェイスでの構成時の設定

•認証、認可、およびアカウンティング（AAA）モデルで設定した外部ツール（RADIUSサー
バなど）を使用したダイナミックな構成時設定。詳細については、『IntelligentServicesGateway
ConfigurationGuide』と『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Software Configuration
Guide』を参照してください。

ポートチャネルメインインターフェイスにアクティブ/スタンバイシナリオを作成する次のコマ
ンドが含まれている必要があります。このような設定では、1つのインターフェイスのみをアク
ティブにすることで、トラフィックをいつでも転送できます。

• interface port-channel1

• lacp fast-switchover

• lacp max-bundle 1
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PPPoGEC のセッション単位の QoS の設定方法

EtherChannel アクティブ/スタンバイによる PPPoE セッションでの QoS
の設定

PPPoEセッションに QoSを設定するには、EtherChannelインターフェイスの PPPセッションに使
用する仮想テンプレートを指定し、入力トラフィックに適用するサービスポリシーの名前を指定

し、出力トラフィックを指定する必要があります。この設定では、仮想テンプレートインター

フェイスを定義することによって、出力階層型ポリシーマップと入力ポリシーマップを PPPoE
セッションに関連付ける方法を示します。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interface virtual-template number
4. service-policy outputpolicy-map-name
5. service-policy inputpolicy-map-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

バーチャルアクセスインターフェイスの作成で動的に設

定して適用できるバーチャルテンプレートインターフェ

interface virtual-template number

例：

Device(config)# interface
virtual-template 99

ステップ 3   

イスを作成し、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

• EtherChannelインターフェイスのPPPセッションに使
用する仮想テンプレートを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

出力トラフィックに適用するサービスポリシーの名前を

指定します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)# service-policy
output session_parent

ステップ 4   

入力トラフィックに適用するサービスポリシーの名前を

指定します。

service-policy inputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)# service-policy
input session_ingress

ステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   

PPPoGEC のセッション単位の QoS の設定例

例：EtherChannel アクティブ/スタンバイによる PPPoE セッションでの
QoS

次の例に、session_parent階層型ポリシーマップと session_ingressポリシーマップを示します。こ
れらのポリシーマップは、service-policyコマンドを使用して仮想テンプレートインターフェイス
に適用します。

policy-map session_child
class voice
priority level 1
police cir 256000
set precedence 5

class web
bandwidth remaining ratio 10

class p2p
bandwidth remaining ratio 1
set precedence 1

class class-default
set precedence 2
bandwidth remaining ratio 5

!
policy-map session_parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 1
shape average 25000000
service-policy session_child

!
policy-map session_ingress

   QoS モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス設定ガイド
232

PPPoGEC のセッション単位の QoS
PPPoGEC のセッション単位の QoS の設定例



class voip
police cir 256000

class p2p
police cir 256000 pir 512000
conform-action set-prec-transmit 1
exceed set-prec-transmit 0
violate drop

class class-default
police cir 5000000
conform-action set-prec-transmit 2
exceed drop

!
interface Virtual-template 99
service-policy output session_parent
service-policy input session_ingress

PPPoGEC のセッション単位の QoS のその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Command Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、コマン
ド履歴、デフォルト設定、使用上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using
the MQC」モジュール

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス

『Intelligent Services Gateway
Configuration Guide』

RADIUSベースのポリシングの設定

『Cisco ASR 1000 Series
Aggregation Services Routers
Software Configuration Guide』

CISCO ASR 1000シリーズソフトウェアの設定
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

PPPoGEC のセッション単位の QoS の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 22：PPPoGEC のセッション単位の QoS の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、ブロードバンドの

導入での PTA、LAC、および
LNSでの PPPoEセッションの
特定の QoSポリシーの設定を
サポートします。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XEリリース 3.8Sで
は、PPPoGECの 1:1モードの
セッション単位の QoSに追加
されました。また、PPPoGEC
では、Point-to-Point Protocol
（PPP）と IP over PPPoEに対す
るサポートも追加されました。

Cisco IOS XEリリース 3.9Sで
は、1:1モードの GEC上の IP
セッションに対するサポートが

追加されました。

Cisco IOS XEリリース 3.7SPPPoGEC：セッション単位の
QoS
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第 14 章

IPv6 選択的パケット廃棄

選択的パケット廃棄（SPD）メカニズムは、RP上のプロセスレベルの入力キューを管理します。
SPDでは、プロセスレベルキューに輻輳が発生している間、ルーティングプロトコルパケット
や、その他の重要なトラフィック制御レイヤ 2キープアライブが優先されます。

• 機能情報の確認, 237 ページ

• IPv6選択的パケット廃棄に関する情報, 238 ページ

• IPv6選択的パケット廃棄の設定方法, 239 ページ

• IPv6選択的パケット廃棄の設定例, 242 ページ

• その他の参考資料, 243 ページ

• IPv6選択的パケット廃棄の機能情報, 243 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 選択的パケット廃棄に関する情報

IPv6 での SPD の概要
SPDメカニズムは、RP上でプロセスレベル入力キューを管理します。SPDでは、プロセスレベ
ルキューに輻輳が発生している間、ルーティングプロトコルパケットや、その他の重要なトラ

フィック制御レイヤ 2キープアライブが優先されます。

SPD ステートチェック
RP上の IPv6プロセス入力キューでは、SPDステートチェックが実行されます。IP precedenceが
6などのプライオリティの高いパケットは、SPDの対象にはならず、決してドロップされること
はありません。一方、それ以外のすべてのパケットは、IPv6パケット入力キューの長さとSPDス
テートに従ってドロップされる可能性があります。SPDステートには次の種類があります。

• Normal：プロセス入力キューの長さは、SPDの最小しきい値未満です。

• Randomdrop：プロセス入力キューの長さは、SPDの最小しきい値と最大しきい値の間です。

• Max：プロセス入力キューの長さは、SPD最大しきい値と同じです。

プロセス入力キューのサイズによって SDPステートが normal（ドロップなし）か、random drop
か、maxかが決まります。プロセス入力キューが SPDの最小しきい値よりも小さい場合、SPDは
何も行わず、normalステートになります。normalステートでは、パケットはドロップされません。
入力キューが最大しきい値に到達すると、SPDはmaxステートになります。このステートでは、
通常プライオリティのパケットが廃棄されます。入力キューが最小しきい値と最大しきい値の間

にある場合、SPDは randomdropステートになります。このステートでは、通常パケットがドロッ
プされることがあります。

SPD モード
none（デフォルト）、aggressive drop、および OSPFの 3つのIPv6 SPDモードがサポートされてい
ます。aggressive dropモードでは、IPv6が random dropステートのとき、フォーマットに誤りのあ
るパケットはドロップされます。OSPFモードでは、OSPFパケットがSPDプライオリティで処理
されるメカニズムが提供されます。

SPD ヘッドルーム
SPDでは、通常の IPv6パケットの動作は変更されません。一方、ルーティングプロトコルパケッ
トは、SPDが IPv6 precedenceフィールドで認識するため、より高いプライオリティが与えられま
す。したがって、IPv6 precedenceが 6に設定されていると、そのパケットが優先されます。

SPDでは、precedenceが 6の IPv6パケットを優先させるために、それらを通常の入力キュー制限
を超えてプロセスレベル入力キューにキューイングすることを Cisco IOSソフトウェアに許可し
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ます。通常の制限を超えて許可されるパケットの数は、SPDヘッドルームと呼ばれます。SPDヘッ
ドルームのデフォルトは 100です。つまり、precedenceの高いパケットは、入力保持キューのサ
イズが 175（入力キューのデフォルトサイズ + SPDヘッドルームサイズ）よりも小さければド
ロップされません。

内部ゲートウェイプロトコル（IGP）とリンクの安定性は微妙で重要なので、これらのパケット
には最も高いプライオリティと、デフォルトで 10パケットの追加 SPDヘッドルームが与えられ
ます。これらのパケットは、入力保持キューのサイズが 185（入力キューのデフォルトサイズ +
SPDヘッドルームサイズ + SPD拡張ヘッドルーム）未満であれば、ドロップされません。

Connectionless Network Service Intermediate System-to-Intermediate System（CLNS IS-IS）パケット、
PPPパケット、およびハイレベルデータリンクコントロール（HDLC）キープアライブのような
非 IPv6パケットは、レイヤ 3でなくレイヤ 2であるために通常のプライオリティとして扱われま
す。さらに、レイヤ 3以上で動作する IGPには、通常の IPv6パケットよりも高いプライオリティ
が与えられますが、これはボーダゲートウェイプロトコル（BGP）パケットと同じプライオリ
ティです。したがって、BGP輻輳中またはBGPアクティビティが非常に活発な間は、IGPのHello
パケットや KeepAliveパケットがドロップされ、それによって IGP隣接が失敗することがありま
す。

IPv6 選択的パケット廃棄の設定方法

SPD プロセス入力キューの設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipv6spdqueuemax-thresholdvalue
4. ipv6spdqueuemin-thresholdvalue
5. exit
6. showipv6spd

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

SPDプロセス入力キュー内の最大パケット数を設
定します。

ipv6spdqueuemax-thresholdvalue

例：

Router(config)# ipv6 spd queue
max-threshold 60000

ステップ 3   

IPv6 SPDプロセス入力キュー内の最小パケット数
を設定します。

ipv6spdqueuemin-thresholdvalue

例：

Router(config)# ipv6 spd queue
max-threshold 4094

ステップ 4   

ルータを特権 EXECモードに戻します。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 5   

IPv6 SPD設定を表示します。showipv6spd

例：

Router# show ipv6 spd

ステップ 6   

SPD モードの設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. ipv6spdmode {aggressive | tos protocol ospf}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPv6 SPDモードを設定します。ipv6spdmode {aggressive | tos protocol ospf}

例：

Router(config)# ipv6 spf mode aggressive

ステップ 3   

SPD ヘッドルームの設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. spdheadroomsize
4. spdextended-headroomsize
5. exit
6. showipv6spd

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

SPDヘッドルームを設定します。spdheadroomsize

例：

Router(config)# spd headroom 200

ステップ 3   

拡張 SPDヘッドルームを設定します。spdextended-headroomsize

例：

Router(config)# spd extended-headroom 11

ステップ 4   

ルータを特権 EXECモードに戻します。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 5   

IPv6 SPD設定を表示します。showipv6spd

例：

Router# show ipv6 spd

ステップ 6   

IPv6 選択的パケット廃棄の設定例

例：SPD プロセス入力キューの設定
次に、SPDプロセス入力キュー設定の例を示します。最大プロセス入力キューしきい値は 60,000
で、SPDステートは normalです。ヘッドルームおよび拡張ヘッドルームの値は、デフォルトで
す。

Router# ipv6 spd queue max-threshold 5000
Router# show ipv6 spd

Current mode: normal
Queue max threshold: 60000, Headroom: 100, Extended Headroom: 10
IPv6 packet queue: 0
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Master Commands List, All
Releases』

Cisco IOSコマンド

IPv6コマンドリファレンスIPv6コマンド

IPv6機能のマッピングCisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IPv6 選択的パケット廃棄の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを
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示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 23：IPv6 選択的パケット廃棄の機能情報

機能情報リリース機能名

SPDメカニズムは、RP上でプ
ロセスレベル入力キューを管

理します。SPDでは、プロセス
レベルキューに輻輳が発生し

ている間、ルーティングプロ

トコルパケットや、その他の

重要なトラフィック制御レイヤ

2キープアライブが優先されま
す。

次のコマンドが導入または変更

されました。clear ipv6 spd、
debug ipv6 spd、ipv6 spd
mode、ipv6 spd queue
max-threshold、ipv6 spd queue
min-threshold、monitor
event-trace ipv6 spd、show ipv6
spd、spd extended-headroom、
spd headroom。

Cisco IOS XEリリース 2.6IPv6：完全な選択的パケット廃
棄のサポート
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第 15 章

ACE 単位の QoS 統計情報

ACE単位の QoS統計情報機能により、QoSパケット一致統計情報機能が拡張され、フィルタ内
に使用されている個々のアクセス制御要素（ACE）に一致するパケット数とバイト数を追跡する
ことができます。フィルタは、Quality of Service（QoS）ポリシーマップのクラスマップ定義の
一部です。

show access-listsコマンドを使用すると、ACE単位の統計情報を表示できます。

QoSパケットフィルタの定義と、そのフィルタに一致するパケット数とバイト数の表示につい
ては、「QoSパケット一致統計情報」モジュールを参照してください。

• 機能情報の確認, 245 ページ

• ACE単位の QoS統計情報の前提条件, 246 ページ

• ACE単位の QoS統計情報の制約事項, 246 ページ

• ACE単位の QoS統計情報に関する情報, 246 ページ

• ACE単位の QoS統計情報の設定方法, 248 ページ

• ACE単位の QoS統計情報のその他の参考資料, 249 ページ

• ACE単位の QoS統計情報の機能情報, 250 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ACE 単位の QoS 統計情報の前提条件
platform qos match-statistics per-aceコマンドを設定して QoSの ACE単位のパケット一致統計情
報をイネーブルにする前に、platformqosmatch-statistics per-filterコマンドを設定してQoSのフィ
ルタ単位のパケット一致統計情報をイネーブルにする必要があります。これを行わないと CLIが
コマンドを拒否し、エラーメッセージが表示されます。

ACE 単位の QoS 統計情報の制約事項
platform qos match-statistics per-aceコマンドを設定するときにQoSポリシーマップをデバイスに
適用した場合、このコマンドは次のいずれかの時点まで有効になりません。

•デバイスのリロード。

•すべての QoSポリシーの適用解除とコマンドの再設定。

ACE単位の QoS統計情報機能をイネーブルにすると、拡張設定では CPU使用率が増加する可能
性があります。この機能をイネーブルにする前に、統計情報の利点とシステムのCPU使用率の増
加とを比較して検討する必要があります。

platform qos match-statistics per-aceコマンドを設定する前に platform qos match-statistics
per-filterコマンドを設定する必要があります。

（注）

ACE 単位の QoS 統計情報に関する情報

ACE 単位の QoS 統計情報の概要
ACE単位の QoS統計情報機能は、QoSポリシーで使用する ACEのヒットカウンタを提供しま
す。この機能を有効にすると、QoSポリシーに使用された ACEの QoSヒットカウンタを、その
ACEの既存のセキュリティアクセスリストカウンタに追加します。show ip access-listsコマンド
を使用すると、次の例に示すように、アクセスリストカウンタを表示できます。

Device# show ip access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 10.1.1.0 0.0.0.255 any (129580275 matches)
Extended IP access list A6and7
10 permit ip 10.1.6.0 0.0.0.255 any (341426749 matches)
20 permit ip 10.1.7.0 0.0.0.255 any (398245767 matches)
Extended IP access list source
10 permit ip any host 10.1.1.5 (16147976 matches)

QoSヒットカウンタ（QoSポリシーで使用された ACEの数）が、出力例に示したカウンタに追
加されます。
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ACE単位の QoS統計機能を有効にする場合は、次の条件に注意してください。

• showipaccess-listsコマンドは、インターフェイス情報を表示しません。つまり、アクセスリ
ストカウントはインターフェイス固有ではありません。このカウントは、ACEを使用し、
すべてのインターフェイスと方向全体のカウントをサポートするすべての機能のすべての

ヒット数の集約カウンタです。

• show policy-map interfaceコマンドを使用すると、QoSのフィルタ単位のパケット一致統計
情報が有効になっている場合は、インターフェイス固有のカウントを表示できます。ただ

し、このコマンドは、次の例に示すように、ACE単位のカウントではなく、フィルタ単位
（アクセス制御リスト（ACL）またはアクセスグループ）のカウントのみを表示します。
Device# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/2

GigabitEthernet0/0/2

Service-policy input: test-match-types

Class-map: A1orA2-class (match-any)
482103366 packets, 59780817384 bytes
5 minute offered rate 6702000 bps
Match: access-group name A1
62125633 packets, 7703578368 bytes
5 minute rate 837000 bps

Match: access-group name A2
419977732 packets, 52077238892 bytes
5 minute rate 5865000 bps

• QoSフィルタ（つまり、クラスマップ内の matchステートメント）に ACEがあっても、パ
ケットがその ACEに一致しない場合、ACEカウンタはそのパケットについては増加しませ
ん。これは、次の状況で発生する可能性があります。

• ACEを「deny」ステートメントで使用している。

•「match-all」クラスマップ定義の他の一致基準（「match ipprec1」など）がパケットを
クラスに一致させないようにしている。

•「match-any」クラスマップ定義の他の一致基準（「match ip prec 1」など）がパケット
と一致し、そのパケットを ACE一致基準と一致させないようにしている（そのフィル
タが ACEフィルタよりも前にあり、そのパケットが両方のステートメントに一致して
いる）。

•アクセスリストカウントは、ACEを使用し、ACE単位のカウントをサポートするすべての
機能のその特定の ACEについてのヒットカウントの総計です。つまり、1つのパケットが
同じ ACEを使用している複数の機能にヒットしてカウントされ、それぞれの機能を通過す
るときに、同じパケットで複数のカウントになる可能性があります。

次に、このような複数のカウントが発生する例を示します。インターフェイスで受信したパ

ケットは 1,000個のみでしたが、アクセスリストのカウントには、セキュリティアクセスリ
ストに 1,000、QoSサービスポリシーに 1,000で 2,000のヒット数が表示されます。
Device(config)# ip access-list extended A1
permit ip 32.1.1.0 0.0.0.255 any
class-map match-all A1-class
match access-group name A1
interface GigabitEthernet0/0/2
ip address 10.0.0.1 240.0.0.0
ip access-group A1 in
duplex auto
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speed auto
media-type rj45
no negotiation auto
service-policy input simple
end

Device# show access-lists

Extended IP access list A1
10 permit ip 10.1.1.0 0.0.0.255 any (2000 matches)

Device# show policy-map interface GigabitEthernet0/0/2

Service-policy input: simple
Class-map: A1-class (match-all)
1000 packets, 124000 bytes
5 minute offered rate 4000 bps
Match: access-group name A1
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 261000 bps, drop rate 0 bps
Match: any

ACE 単位の QoS 統計情報の設定方法

ACE 単位の QoS 統計情報の設定

はじめる前に

QoSのフィルタ単位のパケット一致統計情報をイネーブルにするには、platformqosmatch-statistics
per-filterコマンドを設定する必要があります。show platformhardware qfp active feature qos config
globalコマンドを使用して、パケット一致統計情報のステータスを確認できます。
Device# show platform hardware qfp active feature qos config global

Marker statistics are: disabled
Match per-filter statistics are: enabled <<<<<<<
Match per-ace statistics are: disabled <<<<<<
Performance-Monitor statistics are: disabled

手順の概要

1. platformqosmatch-statisticsper-filter
2. platformqosmatch-statisticsper-ace

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クラスマップ内の個々のフィルタに対して QoSパ
ケット一致統計情報をイネーブルにします。

platformqosmatch-statisticsper-filter

例：

Device(config)# platform qos match-statistics
per-filter

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

QoSフィルタに使用されている ACEに対して QoS
パケット一致統計情報をイネーブルにします。

platformqosmatch-statisticsper-ace

例：

Device(config)# platform qos match-statistics
per-ace

ステップ 2   

ACE 単位の QoS 統計情報のその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Command Reference』

QoSコマンド

「QoSパケット一致統計情報」QoSパケットフィルタの定義とそれに一致するパケットおよび
バイトの数の表示

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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ACE 単位の QoS 統計情報の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 24：ACE 単位の QoS 統計情報の機能情報

機能情報リリース機能名

ACE単位の QoS統計情報を設
定して、QoSサービスポリシー
内のフィルタに使用されている

個々の ACEに一致するパケッ
トとバイトの数を追跡できま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。

platformqosmatch-statisticsper-ace。

Cisco IOS XEリリース 3.10SACE単位の QoS統計情報
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